
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　

講
師　

浪
平　

博
人 

氏

論
理
的
で
難
し
い
事
柄
は
、
図
・
記

号
・
数
式
等
を
使
っ
て
、
全
体
の
内
容

を
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
説

明
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
記
号
や
数

式
を
多
用
す
る
の
は
、
正
確
に
内
容
を

伝
え
る
の
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
分
割
し
て
説
明
し
そ
れ
を

統
合
す
る
の
は
、
こ
れ
し
か
方
法
を
考

え
付
か
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
記

号
や
数
式
表
現
は
抽
象
的
で
分
か
り
に

く
く
、
1
つ
の
全
体
を
分
割
す
る
説
明

も
全
体
の
意
味
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

人
の
目
で
見
た
一
瞬
の
景
色
を
、
言

葉
だ
け
で
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
伝
え
る
に
は

ど
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
た
言
葉
が
要

る
か
、
こ
れ
を
想
像
す
る
だ
け
で
視
覚

や
イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
の
力
が
推
し
量
れ

ま
す
。
講
演
内
容
は
、
今
ま
で
理
解
す

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
内
容
を
、
色

と
動
き
を
加
え
た
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、

見
る
だ
け
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
瞬
間
的
に

伝
え
る
方
法
及
び
実
際
の
豊
富
な
内
容

に
つ
き
述
べ
る
も
の
で
す
。
現
在
の
教

育
の
危
機
を
救
う
有
力
な
も
の
で
す
。

※
近
年
大
き
な
書
店
へ
行
く
と
、
中
学

や
高
校
の
数
学
の
解
説
書
、
ま
た
一
般

向
け
の
数
理
能
力
を
高
め
る
書
籍
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
御
講
演
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
解
説
と
人
生
や
日
常
生
活
に

関
連
づ
け
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
2
月
21
日
生
ま
れ

広
島
大
学　

工
学
部
卒　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社　

21
年
間
勤
務

そ
の
後
大
学
に
う
つ
り
、
大
妻
女
子
大

学
教
授
、
平
成
24
年
退
職

情
報
工
学
者　

工
学
博
士　

技
術
士

（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
3
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
。（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
。）

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
三
七
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
出
現
に
つ
い
て
（
2
）
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会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
13
日
（
日
）
北
と

ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室
に
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
自
然
治

癒
力
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
15
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
五
万
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
七
千
円
也　
　
　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円
也　
　
　

土
村　

澄
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

中
野　

俊
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
井　

一
雄　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

福
光　

康
彦　

様

金
一
千
円
也　
　
　

天
野　

聖
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣

　
　
　
　

講
師　

松
原　

秀
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
体
質
研
究
所
）

講
演
内
容

現
代
に
お
い
て
患
者
が
増
え
続
け
て

い
る
花
粉
症
を
は
じ
め
、
気
管
支
喘
息

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
と
い
っ
た

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
治
す
カ
ギ
は
、

「
腸
」
に
あ
り
ま
す
。
腸
内
環
境
を
改

善
し
て
、
腸
内
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
活

性
化
す
る
こ
と
で
自
然
免
疫
を
高
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
免
疫
系
を
ア
レ
ル
ギ
ー

が
お
き
に
く
い
状
態
に
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

複
雑
な
「
免
疫
系
の
し
く
み
」
と
「
ア

レ
ル
ギ
ー
が
お
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を

解
説
し
た
う
え
で
、
免
疫
力
を
強
化
か

つ
正
常
化
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ

し
に
く
い
身
体
に
す
る
た
め
の
「
栄
養
」

や
「
機
能
性
成
分
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
皮
膚
炎
の
場
合
は
、「
ス
キ
ン
ケ

ア
の
方
法
」
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
で

す
。
皮
膚
の
治
療
を
し
て
い
る
つ
も
り

で
、
逆
に
皮
膚
を
弱
く
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。
効
果
的
な
ス
キ
ン

ケ
ア
法
も
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
3
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
18

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第
5
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
で
、

20
分
ほ
ど
講
演
さ
れ
好
評
で
し
た
松
原

秀
樹
氏
の
詳
細
な
内
容
の
講
演
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
願
い
ま
す
。

● ❷●



●
松
原
秀
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

16
歳
か
ら
様
々
な
自
然
療
法
を
実
践

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
は
じ
め
慢

性
胃
炎
・
胃
下
垂
・
冷
え
症
・
貧
血
・

低
血
圧
・
背
骨
の
慢
性
疼
痛
な
ど
を
、

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ノ
ン
メ
タ
ル
治

療
と
栄
養
療
法
に
よ
っ
て
治
癒
さ
せ
た
。

体
質
研
究
所
主
宰
。
桜
ヶ
丘
整
体
院

院
長
。
1
9
9
8
年
に
、
合
気
の
力
で

骨
を
揺
ら
す
整
体
術
「
開
節
法
」
を
考

案
。
合
気
道
4
段
。
著
書
に
、「
目
か
ら

ウ
ロ
コ
の
食
常
識
」（
知
道
出
版
）「
賢

い
人
は
早
く
治
る
!

」「
ア
イ
キ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」（
B
A
B
ジ
ャ
パ
ン
）な
ど
。

※
今
回
は
日
曜
日
開
催
で
す
!

日
時　

平
成
25
年
6
月
9
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
と
人
の
健
康

　
　
　
　
　

講
師　

酒さ
こ
う向　

猛
た
け
し 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
医
学
博
士
）

千
島
学
説
と
は
、
生
物
学
者
で
岐
阜

大
学
教
授
で
あ
っ
た
千
島
喜
久
男
博
士

（
1
8
9
9
～
1
9
7
8
）
が
唱
え
た

生
物
上
の
学
説
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

異
端
の
学
説
と
し
て
正
統
の
生
物
学
者

か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

学
説
は
東
洋
哲
学
の
根
本
原
理
と
よ
く

一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や
自
然
医

学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多
く
か
ら

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
島
は
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に

分
化
す
る
原
始
的
細
胞
で
あ
る
と
し
た

「
赤
血
球
分
化
説
」、
さ
ら
に
千
島
は
、

最
近
の
i
P
S
細
胞
の
発
見
を
予
告
す

る
よ
う
な
、「
あ
ら
ゆ
る
組
織
細
胞
は
あ

る
条
件
の
も
と
で
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に

変
化
し
最
終
的
に
は
赤
血
球
ま
で
逆
分

化
す
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

千
島
は
生
命
の
自
然
発
生
を
肯
定
し

た「
細
胞
新
生
説
」、
血
液
は
腸
管
で
食

物
か
ら
細
胞
新
生
で
造
ら
れ
る
と
い
う

「
腸
造
血
説
」
も
唱
え
ま
し
た
。

※
酒
向
猛
氏
は
ガ
ン
の
専
門
医
で
も
あ

り
、「
ガ
ン
の
克
服
術
」
と
い
う
著
書
を

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ガ
ン
の
克
復
も

含
め
て
、
健
康
を
増
進
す
る
方
法
を
詳

し
く
お
話
し
頂
き
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
酒
向 

猛
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那
市

出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。
1
9
8
8
年
、

医
学
博
士
。
岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
外

科
部
長
兼
中
央
手
術
部
部
長
を
経
て
、

2
0
1
2
年
よ
り
千
葉
県
松
戸
市
の
島

村
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
副

院
長
と
し
て
勤
務
。

千
島
学
説
の
研
究
者
。
千
島
学
説
研
究

会
理
事

空
手
二
段
、
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
が
趣
味

日
時　

平
成
25
年
7
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
25
年
7
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中
現

象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

�

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現
代

　
　
　
　

講
師　

和
田　

高
幸 

氏

日
時　

平
成
25
年
5
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

人
類
の
進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
：
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

講
師　

村
上　

晋
一 

氏

日
時　

平
成
25
年
6
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
が
い
る
ぞ
・
続
編

　
　
　
　

講
師　

池
田　

邦
吉 

氏

日
時　

平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

B
一
〇
二
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告2

0
1
3
年
3
月
31
日
に
第
18
回
宇

宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第
5
回
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
品
川
健

康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
!　

テ
ー
マ
は

「
自
然
治
癒
力
」
で
し
た
。

「
病
い
は
、
人
が
自
ら
の
力
で
自
然

に
治
す
も
の
で
あ
り
、
医
者
は
、
こ
れ

を
手
助
け
す
る
に
す
ぎ
な
い
!

」「
汝
の

食
事
を
薬
と
し
、
汝
の
薬
は
食
事
と
せ

よ
!

」
と
い
っ
た
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
に
な
ら
っ
て
、
医
食
同
源
関
連
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
ま
た
会
議
室

満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
後
、

近
く
の
「
シ
マ
」
に
て
懇
親
会
も
行
い

ま
し
た
。

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

田���

戸
純
子
（
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド
協
会
代

表
）「
医
食
同
源
～
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

岩�

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
魔
術
と
医
術
」

金�

子　

宏
（
歯
科
医
）「
医
療
観
光
」

川�

崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
所
長
）

「
研
究
、
新
段
階
に
入
る
。
オ
ー
ブ
と

コ
ン
タ
ク
ト
す
る
!

」

松�

原
秀
樹（
整
体
師
）「
栄
養
療
法
：
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
食
常
識
」

ロ�

ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
と
自
然
治
癒
」

中�

津
川　

昴
（
サ
イ
キ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ

ャ
ー
）「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
」

朝�

日　

舞
（
ラ
イ
ブ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

「
気
功
と
自
然
治
癒
力
」

● ❹●



阿�
久
津　

淳
（
世
話
人
）

「
宇
宙
・
銀
河
・
太
陽
・
地
球
と
自

然
治
癒
力
」

ほ
か次

回
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

は
第
7
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
：
2
0
1
3
年
7
月
28
日
（
日
）

同
じ
く
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
13
時

～
17
時
30
分
開
催
予
定
で
す
。
是
非
次

回
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

実
用
の
場
の
『
水
』
を
捉
え
て
十
余
年

そ
の
治
験
結
果
か
ら
学
び
、
理
論
体
系

化
し
た
実
用
の
水
の
新
分
析
手
法

　
　
　

講
師　

中
島　

敏
樹 

氏

前
回
「
報
告
Ⅰ
」
で
の
訂
正
で
す
。

◎
8
頁
1
段
目
後
ろ
か
ら
9
行
目

誤
→
耳
の
所
が
酸
素

正
→
耳
の
所
が
水
素

水
の
溶
解
力
と
い
う
の
は
、
実
際
の

化
学
の
理
論
の
中
で
は
、
電
離
と
い
う

現
象
の
中
で
溶
解
と
い
う
こ
と
だ
け
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
球
状
の
も

の
は
周
り
に
最
大
12
個
く
っ
つ
く
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
水
の
分
子
は
せ
い
ぜ

い
4
個
か
ら
5
個
だ
と
い
う
。
で
は
ほ

か
の
分
子
は
く
っ
つ
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
と
い
う
と
、
水
が
階
層
構
造
な

の
で
、
集
団
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

こ
れ
が
コ
ロ
イ
ド
の
浮
遊
物
質
と
し

て
あ
っ
た
場
合
は
、
当
然
水
と
し
て
、

純
水
と
し
て
の
話
で
は
な
く
て
、
通
常

我
々
が
使
っ
て
い
る
水
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
は
後
で
実

験
結
果
を
お
見
せ
し
ま
す
が
、
必
ず
し

も
化
学
の
理
論�

「
水
の
中
で
、
イ
オ
ン

化
列
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
電
離
し
溶
解

し
や
す
い
」
と
い
う
の
で
は
な
い
部
分

が
出
て
き
ま
す
。

珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は
表
面
に
マ
イ

ナ
ス
電
荷
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す

が
、
現
実
に
は
内
側
に
プ
ラ
ス
電
荷
が

あ
る
の
で
、
電
気
的
に
は
イ
オ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
荷
と
し
て
は
全
体
と

し
て
安
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、
表
面

だ
け
見
れ
ば
イ
オ
ン
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
従
っ
て
コ
ロ
イ
ド
同
士
は
近
寄
っ

て
き
ま
す
と
、
ク
ー
ロ
ン
の
反
発
力
が

働
き
ま
す
。

こ
れ
が
我
々
の
生
命
に
と
っ
て
最
も

大
事
だ
と
い
う
の
は
、
細
胞
の
表
面
や

赤
血
球
表
面
も
、
実
は
表
面
陰
電
荷
な

の
で
す
。
正
常
な
赤
血
球
同
士
が
く
っ

つ
か
な
い
の
は
、
表
面
陰
電
荷
の
お
か

げ
で
あ
り
、
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
細
胞
表
面
が
表
面
陰
電
荷

で
す
か
ら
、
血
管
の
中
に
ス
ケ
ー
ル（
カ

ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
堆

積
物
）
が
溜
ま
ら
な
い
の
で
す
。
コ
ロ

イ
ド
は
水
素
結
合
で
水
素
を
抱
く
の
で

す
が
、
こ
れ
が
健
康
に
害
を
与
え
る
活

性
酸
素
の
動
き
を
抑
制
し
ま
す
。

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
日
本
ソ

マ
チ
ッ
ド
協
会
の
先
生
が
日
本
サ
イ
科

学
会
で
も
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
氏
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
の

表
面
は
マ
イ
ナ
ス
だ
と
説
明
し
て
い
ま

す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

●❺ ●



そ
れ
で
は
、
私
が
「
水
の
新
し
い
分

析
法
」
と
し
て
、
水
の
集
団
の
リ
ズ
ム

力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
診
た
の
か
、
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
水
分
光
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ（
前
頁

左
の
写
真
）
は
水
の
中
の
振
動
波
動
特

性
を
測
定
す
る
器
械
で
す
。
約
3
c
c

入
る
瓶
の
中
に
検
体
の
水
を
入
れ
て
、

そ
こ
に
針
を
下
げ
て
、
パ
ル
ス
が
ど
の

程
度
通
る
の
か
を
診
ま
す
。

も
う
一
つ
は
水
を
顕
微
鏡
で
診
る
の

に
、
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
に
水
を
一
滴
か

二
滴
た
ら
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
炎
で
温

め
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
焼
け
な
い
よ
う

に
70
～
80
度
位
の
温
度
で
乾
燥
さ
せ
て
、

実
態
顕
微
鏡（
前
頁
右
の
写
真
の
左
側
）

と
光
学
顕
微
鏡
（
同
右
側
）
で
観
察
し

ま
す
。

私
が
水
の
集
団
を
ど
こ
で
捉
え
て
い

る
か
と
申
し
ま
す
と
、
周
波
数
的
に
み

れ
ば
約
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz
（
波

長
75
～
6
0
0
メ
ー
ト
ル
の
長
波
長

域
）
で
、
こ
の
辺
の
領
域
は
ま
だ
世
界

で
も
水
の
分
析
の
対
象
に
し
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
水
の
集
団
の
大
き
さ
に

し
て
、
50
～
2
0
0

nm�

程
度
で
す
。

　

水
を
集
団
と
し
て
み
た
と
き
に
何
が

大
事
か
と
申
し
ま
す
と
、「
ア
ク
ア
ア

ナ
ラ
イ
ザ
の
水
溶
液
の
集
団
振
動
ス
ペ

ク
ト
ル
＝
溶
液
の
コ
ロ
イ
ド
と
イ
オ
ン

と
の
電
荷
力
を
観
る
」
と
「
微
乾
燥
顕

微
鏡
観
察
＝
溶
質
の
電
気
泳
動
の
痕
跡�

&�

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
力
推
測
」（
下
の

2
枚
の
写
真
と
説
明
参
照
）に
加
え
て
、

「
物
性
値
表
面
張
力
、
電
気
伝
導
度
な

ど
の
整
合
性
の
確
認
」
も
一
緒
に
診
て

お
り
ま
す
。

電
磁
波
（
光
）
は
真
空
中
を
一
秒
間

に
30
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
3
億
メ
ー
ト

ル
）
で
進
み
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
周
波

数
で
割
る
と
、
波
長
が
出
ま
す
。
高
周

波
ほ
ど
波
長
が
短
く
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

強
く
な
り
、
低
周
波
ほ
ど
波
長
が
長
く

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
周
波
数
の
電
磁
波
で
物

質
の
分
析
が
さ
れ
ま
す
。
こ
の
図
（
次

頁
）
は
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
共
鳴
吸
収

周
波
数
域
と
各
種
電
磁
波
分
光
器
と
の

物
性
及
び
周
波
数
の
位
置
関
係
の
一
覧

で
す
。
横
軸
が
周
波
数
の
ロ
グ（
対
数
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
は

10
の
3
乗
、
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
は
10
の
6
乗
、

ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
は
10
の
9
乗
、
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
は
10
の
12
乗
の
周
波
数
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
電
子
分
極
を
診
る
の
は
10

の
14
乗
～
15
乗
の
紫
外
線
領
域
、
イ
オ

ン
分
極
（
原
子
分
極
）
を
診
る
の
は
10

の
12
乗
～
13
乗
の
赤
外
線
領
域
、
電
子

●［
右
側
］
実
態
顕
微
鏡
写
真（
5
～
8

倍
）
は
矢
印
A
の
最
終
乾
燥
地
点
と
、

矢
印
B
の
最
初
沈
積
の
最
外
殻
辺
縁
部

の
模
様
に
注
目
す
る
。
イ
オ
ン
物
質
は

最
後
ま
で
水
と
存
在
し
よ
う
と
す
る
性

質
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
、
珪
酸
塩
等

の
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は
、
表
面
に
マ
イ
ナ

ス
の
電
荷
が
寄
り
集
ま
り
（
表
面
陰
電

荷
）、
気
液
界
面
に
集
合
す
る
性
質
（
電

気
泳
動
）
が
あ
る
。
水
の
中
を
移
動
す

る
物
質
の
電
気
的
状
況
を
視
覚
的
に
覗

き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●［
左
側
］
光
学
顕
微
鏡（
4
0
0
倍
）

は
数
百
倍
に
拡
大
し
た
沈
積
模
様
を
観

察
す
る
。
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子
や
集

団
模
様
の
大
き
さ
、
密
集
の
仕
方
で
表

面
陰
電
荷
の
強
弱
を
判
断
す
る
。
過
密

に
集
合
す
れ
ば
表
面
陰
電
荷
力
が
弱
く
、

粒
子
が
微
小
で
分
布
性
が
良
好
な
ら
表

面
陰
電
荷
が
強
い
と
い
え
る
。
粒
子
の

つ
な
が
り
模
様
や
集
団
構
成
の
大
き
さ

は
水
の
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
機
能
性
を

表
す
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

ま
た
、
粒
子
の
色
合
い
が
緑
色
系
な
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
が
多
く
、
赤
褐
色
が
強

け
れ
ば
ケ
イ
酸
塩
の
性
格
が
強
い
と
い

え
る
。　
　
　

（
注
：
サ
ン
プ
ル
水
は
想
念
印
加
の
山

間
の
水
）

● ❻●



レ
ン
ジ
な
ど
で
や
っ
て
い
る
分
子
の
回

転
：
配
向
分
極
（
方
位
分
極
）
を
診
る

の
は
10
の
8
乗
～
10
乗
の
マ
イ
ク
ロ
波

領
域
で
す
。

私
が
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
で
診
て
い

る
水
の
誘
電
分
極
、
共
鳴
吸
収
を
診
て

い
る
周
波
数
は
も
っ
と
低
い
領
域
、
す

な
わ
ち
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz
で
す
。

こ
の
周
波
数
域
は
水
の
科
学
の
未
開
拓

周
波
数
域
で
す
。
新
し
い
水
の
誘
電
分

極
の
存
在
位
置
な
の
で
す
。

こ
の
領
域
は
不
思
議
な
ん
で
す
ね
。

こ
の
前
後
は
誘
電
加
熱
域
と
い
っ
て
、

誘
電
分
極
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
そ
の
摩

擦
熱
で
温
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
私
が

ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
で
診
て
い
る
の
は
、

こ
の
図
の
境
目
辺
り
で
す
。

医
学
的
に
は
す
で
に
ジ
ア
テ
ル
ミ
療

法
（
温
熱
療
法
）
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

3
0
0

kHz
～
7
0
0

kHz
の
周
波
数
域

で
す
。
こ
れ
は
水
の
分
子
を
ゆ
る
や
か

に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
摩
擦
熱
、
抵
抗

熱
で
温
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

6
0
0
0

kHz
～
8
0
0
0

kHz
の
領
域

で
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
療
法
と
い
う
の

が
あ
り
、
が
ん
細
胞
を
消
滅
さ
せ
る
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
ア
ア
ナ

ラ
イ
ザ
で
診
て
い
る
の
は
ち
ょ
う
ど
こ

の
境
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
も
っ
と
周
波
数
は
下
が
り

ま
す
が
、
20

�

kHz
～
60

�

kHz
の
周
波
数
域

で
超
音
波
療
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
の
統
合
医
療
な
ど
で
使
わ
れ

て
お
り
、
大
リ
ー
グ
の
松
井
秀
樹
選
手

と
か
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ッ
カ
ム
選
手
が
骨

折
し
た
と
き
に
、
通
常
6
ヶ
月
か
か
る

と
こ
ろ
を
3
ヶ
月
く
ら
い
で
完
治
し
て

い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
明
確
な
原
理
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
超
音
波
療
法
か
ら
ジ
ア

テ
ル
ミ
療
法
、
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
療

法
の
周
波
数
域
を
か
け
る
と
、
が
ん
細

胞
が
無
く
な
っ
た
り
、
体
の
免
疫
力
が

上
が
っ
た
り
、
骨
折
し
た
と
こ
ろ
の
完

治
が
早
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
場

の
状
態
の
リ
ズ
ム
（
振
動
）
を
変
え
る

こ
と
に
お
い
て
、
医
療
的
に
は
す
で
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

水
分
析
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
は
、
世

界
で
初
め
て
、
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz

の
新
し
い
周
波
数
域
に
よ
っ
て
測
定
し

て
描
か
れ
る
［
周
波
数
係
数
―
電
圧
係

数
グ
ラ
フ
］
な
ど
に
よ
り
、
唯
一
の
水

の
神
秘
な
潜
在
力
を
そ
の
集
団
の
振
動

機
能
を
介
し
て
判
読
す
る
分
析
手
法
＝

水
集
団
の
動
的
な
力
、
電
磁
気
力
の
視

覚
化
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
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第
三
百
七
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
の
大
復
活

　
　
　

講
師　

櫻
井　

喜
美
夫 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

櫻
井
喜
美
夫
氏
は
1
9
4
7
年
愛
知

県
生
ま
れ
。
出
口
王
仁
三
郎
聖
師
の
霊

統
を
引
き
継
い
だ
霊
能
師
と
し
て
、
全

国
各
地
に
お
い
て
成
仏
や
場
を
清
め
る

儀
式
を
始
め
る
と
と
も
に
、
30
代
か
ら

は
大
本
裏
神
業
の
追
体
験
を
始
め
、
現

在
も
そ
れ
ら
を
た
ば
ね
る
神
業
を
続
け

て
い
る
。

ま
た
、
電
磁
波
や
不
成
仏
霊
な
ど
人

体
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
波
動
か
ら

身
を
守
り
、
本
来
の
正
常
な
波
動
に
整

え
る
た
め
の
製
品
の
開
発
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

30
年
以
上
鉱
物
の
研
究
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
と
知
見
に
基
づ
い
て
、
特
殊

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
、

な
か
で
も
最
も
強
力
な
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波

を
発
す
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ

オ
ラ
イ
ト
は
、
各
方
面
か
ら
熱
い
注
目

を
あ
び
て
い
る
。

発
明
光
房
代
表
、
霊
能
師
・
シ
リ
ウ

ス
チ
ャ
ネ
ラ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
発
明

家
で
あ
る
。

著
書
に『
出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言
』『
出

口
王
仁
三
郎
の
大
復
活
』（
い
ず
れ
も
太

陽
出
版
）
が
あ
る
。

立
替
え
・
立
直
し
を
告
げ
る
あ
る
出
来

事
2
0
1
1
年
12
月
10
日
土
曜
日
の
夜

に
、
月
と
地
球
と
太
陽
が
一
直
線
に
並

び
、
月
全
体
が
地
球
の
影
に
隠
れ
る「
皆

既
月
食
」
が
起
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
2
0
1
1
年
か
ら
2

 
0
 1 

2
年
に
か
け
て
、
宇
宙
規
模
の
大
き
な

型
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
降
臨

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
2
0
1
1
年

の
皆
既
月
食
と
、
2
0
1
2
年
の
5
月

21
日
に
日
本
で
見
ら
れ
た
金
環
日
食
が

対
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
陰
陽
二
つ
の

現
象
が
合
体
・
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
伊
都
能
売
の
神
」、
す
な
わ
ち
、

ス
の
神
・
宇
宙
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い

よ
い
よ
世
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
の
と
き
は
新
月
が
重
な
り
ま
す
。

新
月
の
夜
空
は
い
ち
ば
ん
暗
く
多
く
の

星
々
が
光
り
輝
き
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

に
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
日
食
を
境
に
宇
宙
の

中
心
か
ら
放
た
れ
る
陰
陽
の
波
動
が
結

ば
れ
て
、
王
仁
三
郎
が
言
っ
た
伊
都
能

売
の
神
の
出
現
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

王
仁
三
郎
が
外
に
出
る

王
仁
三
郎
の
背
中
に
は
、
ま
さ
に
オ

リ
オ
ン
の
三
ツ
星
と
言
え
る
よ
う
な
大

き
な
ほ
く
ろ
が
三
つ
あ
り
、
自
ら
も
オ

リ
オ
ン
星
座
と
因
縁
が
あ
る
と
語
っ
て

い
ま
し
た
（
図
1
オ
リ
オ
ン
星
座
）。

さ
ら
に
、
王
仁
三
郎
自
身
が
第
一
次
、

第
二
次
大
本
事
件
に
よ
っ
て
、
神
の
経

綸
や
人
類
の
贖
罪
の
た
め
に
、
牢
獄
に

収
監
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す

る
意
味
で
、
オ
リ
オ
ン
星
座
を
「
ひ
と

や（
牢
屋
）
図
2
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
、
王
仁
三
郎
と
オ
リ
オ

ン
星
座
に
は
非
常
に
深
い
縁
が
あ
っ
た

の
で
す
。

図
1

図
2

● ❽●



そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
悪
神
や

邪
神
に
よ
っ
て
閉
じ
込
め
、
押
し
込
め

ら
れ
て
い
た
「
王
仁
三
郎
」
が
表
に
現

わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
囚
人
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
お
わ

か
り
の
よ
う
に
、
ひ
と
が
四
方
に
囲
ま

れ
て
ま
さ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
四
隅
の
角
が

空
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
囚
わ
れ
人
が
外

に
出
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
オ
リ
オ
ン
星

座
を
中
の
三
ツ
星
（
＝
三
つ
の
御
魂
＝

瑞
の
御
魂
＝
王
仁
三
郎
）
が
、
外
の
四

隅
の
星
を
結
ぶ
四
角
形
の
牢
獄
に
囲
わ

れ
て
い
る
形
だ
と
考
え
る
と
、
そ
の
囲

い
の
一
角
で
あ
る
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
が
消

滅
す
る
こ
と
で
、
四
角
形
の
方
陣
が
破

れ
る
。

コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
の
降
臨

12
月
10
日
夜
、
私
は
非
常
に
特
別
な

思
い
で
天
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
満
月
の
夜
に
起
こ
っ

た
皆
既
月
食
に
よ
り
、“
大
き
な
扉
”
が

開
い
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
私
の
霊
視
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
と
き
今
ま
で
に
な
い
宇
宙
の

龍
、「
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
」
が
出
現
し

た
の
で
す
。
こ
の
満
月
の
夜
の
特
別
な

現
象
を
通
じ
て
私
の
目
に
映
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
地
球
へ
降

り
立
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

皆
既
月
食
の
際
、
地
球
が
太
陽
と
月

の
間
に
入
り
、
地
球
の
影
が
す
っ
ぽ
り

と
太
陽
を
隠
し
た
瞬
間
に
ま
っ
た
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
新
月
の
と
き
と
同
じ
状
態
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
地
球
が
少
し
ず
つ
動

い
て
い
き
、
再
び
満
月
の
夜
空
へ
と
戻

り
ま
し
た
。

太
陽
と
月
が
重
な
っ
た
と
き
、
太
陽

の
光
は
月
の
光
と
交
じ
わ
っ
て
新
た
な

光
へ
と
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
優
し
い
月
光

が
地
球
へ
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
新
た
な
月
光
が
、
宇
宙
の

龍
神
を
目
覚
め
さ
せ
、
新
月
と
満
月
が

同
時
に
出
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
龍
神
「
コ

ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
」
が
地
球
に
降
臨
し
た

の
で
す
。

こ
の
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
と
い
う
龍
神

は
、
究
極
の
素
粒
子
、
量
子
、
ス
カ
ラ

ー
波
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
も
の
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
目
に
は
見
え
な
い
速
さ
で
、

宇
宙
の
中
心
か
ら
こ
の
地
上
へ
と
重
力

波
に
よ
り
瞬
時
に
到
達
し
ま
し
た
。
光

よ
り
も
速
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
龍
神
の

姿
を
見
て
き
た
人
た
ち
も
、
き
っ
と
そ

の
存
在
に
は
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

龍
と
い
う
の
は
決
し
て
架
空
の
生
き

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
、
龍
の

姿
を
見
て
、
彼
ら
の
雄
々
し
さ
に
魅
了

さ
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

龍
た
ち
は
、
天
候
気
象
を
司
り
、
地
球

の
修
理
国
威
の
た
め
の
働
き
を
し
て
い

る
の
で
す
。

日
本
列
島
は
龍
体

そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
日
本
列
島

自
体
が
す
ば
ら
し
い
龍
体
だ
と
い
う
こ

と
。世

界
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
龍
が
再
び
、

龍
の
祖
国
で
あ
る
日
本
に
集
ま
り
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
祖
国

に
帰
り
た
が
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

の
龍
が
、
よ
う
や
く
こ
の
地
に
帰
っ
て

き
た
の
で
す
。

日
本
国
内
で
も
、
琵
琶
湖
の
龍
や
伊

勢
湾
の
龍
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
5
月

24
日
の
深
夜
に
起
こ
っ
た
震
度
5
強
の

地
震
に
よ
り
、
十
和
田
湖
の
龍
が
ま
さ

に
覚
醒
し
は
じ
め
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
降
臨
し
た
こ
と

に
よ
り
、
龍
体
で
あ
る
日
本
列
島
が
そ

の
本
来
の
使
命
に
目
覚
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

日
本
地
図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
お

わ
か
り
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
は
龍
の

形
を
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
と
九
州
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も

龍
の
頭
で
あ
り
、
尻
尾
で
も
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
陰
陽
の
龍
と
い
う
こ
と
で

す
。

図
3　

日
本
列
島
地
図

通
常
の
日
本
地
図（
陽
の
龍
）。
北
海

道
を
頭
に
す
る
と
、
九
州
は
尻
尾
。
ま

さ
に
龍
の
形
で
す
。

で
は
、
九
州
を
龍
の
頭
と
し
て
、
日

本
地
図
を
今
一
度
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
う
ど
龍
の
口
か
ら
プ
ツ
プ
ツ
と
吐

き
出
し
て
い
る
よ
う
な
島
々
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
沖
縄
列
島
に
当
た
り
ま
す
。

昔
、
沖
縄
は
琉
球
王
国
で
し
た
。
琉
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球
と
は
つ
ま
り
、龍
の
球（
龍
球
）で
す
。

九
州
を
頭
に
、
北
海
道
を
尻
尾
に
し

て
も
、
龍
体（
陰
の
龍
）
と
な
る
。
龍
の

口
か
ら
吹
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
が
、
沖
縄
列
島
。

図
4　

九
州
が
頭
の
日
本
列
島
地
図

こ
こ
に
日
本
の
未
来
を
開
く
た
め
の

大
切
な
鍵
が
あ
る
。

そ
ん
な
沖
縄
が
輝
く
こ
と
が
、
日
本

を
輝
か
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
龍

の
球
が
輝
く
と
き
、
日
本
列
島
が
イ
キ

イ
キ
と
躍
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
、
大
切
な
鍵
が
あ
り
ま
す
。

テ
ラ
波
動
水

「
テ
ラ
波
動
水
（
元
貴
水
）
と
は
、
自

然
の
摂
理
に
従
っ
た
電
子
の
化
学
的
醸

造
に
よ
り
作
ら
れ
た
、
世
界
初
の
高
濃

度
電
子
水
で
す
。

1
c
c
の
中
に
は
、
3
×
10
の
19
乗

個
と
い
う
天
文
学
的
な
数
の
自
由
電
子

が
、
安
定
し
た
状
態
で
封
じ
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
自
由
電
子

は
、
計
算
上
、
2
7
9
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
て
、
水

分
子
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
活

性
化
し
ま
す
。

こ
の
水
の
原
液
は
、
あ
る
物
質
に
水

を
反
応
さ
せ
、
電
位
を
加
え
る
こ
と
で

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
地
球
上
に
水
が
で
き
た
の

は
、
水
素
と
酸
素
が
燃
え
た
か
ら
で
、

い
わ
ば
、
水
は
水
素
と
酸
素
が
燃
焼
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
）
を
放
出
し
た
後

の
燃
え
が
ら
で
す
。

こ
の
水
が
で
き
た
の
は
、
そ
こ
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
も
し
水
を
燃
え
る
前
の

水
素
と
酸
素
に
戻
し
、
再
び
燃
や
し
て

水
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
完
全
な

る
循
環
系
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
ん
で
す
。

ガ
ラ
ス
瓶
に
電
子
を
詰
め
込
ん
だ
テ

ラ
波
動
水
（
元
貴
水
）
は
、
数
年
放
置

し
て
も
劣
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
半
永
久
的
に
電
子
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

私
は
直
感
的
に
、
こ
れ
は
王
仁
三
郎

が
言
っ
て
い
た
「
火（
光
）を
持
つ
水
＝

火
水
」
で
あ
る
と
す
ぐ
に
理
解
で
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
の
測
定
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
案
の
定
、
非
常
に
高

い
数
値
が
検
出
さ
れ
た
の
で
す
。
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
波
は
非
常
に
人
体
に
い
い
光

（
月
光
）
で
あ
り
、
そ
し
て
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
（
後
述
）

か
ら
も
出
て
い
る
生
命
光
線
と
同
じ
光

で
す
。

テ
ラ
波
動
水
と
の
出
合
い
に
よ
っ

て
、
火
水
―
カ
ミ
―
月
光
が
一
つ
の
線

で
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

「
テ
ラ
波
動
水
」
を
世
に
出
す
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
の

降
臨
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
「
型
」
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
私
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
「
型
」
は
、
地
球
そ
の

も
の
が
生
命
体
で
あ
り
、
原
発
・
放
射

能
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
水
を
清
め
る
「
火
水
」
の
素
が
つ

く
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

ひ
と
と
地
球
の
根
源
的
な
生
命
力
を
復

活
・
再
生
さ
せ
、
人
類
の
宇
宙
意
識
へ

の
目
覚
め
を
促
す
た
め
の
“
命
の
水
”

（
火
・
水
）
と
し
て
の
働
き
で
す
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
鉱
石

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

波
を
永
久
に
放
射
し
続
け
る
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
は
、
天
然

鉱
石
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
霊
石

や
薬
石
、
波
動
石
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
発
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
非
常
に
高
い
波
動
を
持
つ
鉱
石
で
、

血
流
を
良
く
し
、
病
を
軽
減
し
た
り
、

水
を
美
味
し
く
す
る
な
ど
の
ホ
ル
ミ
シ

ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ル
ミ
シ
ス
と

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
刺
激
す
る
」
と

い
う
意
味
で
、
0
・
1
ミ
ク
ロ
ン
以
下

の
非
常
に
波
長
の
短
い
身
体
に
い
い
放

射
線
で
す
。

浮
遊
霊
の
成
仏

沖
縄
の
平
和
記
念
公
園
で
成
仏
式
を

行
い
ま
し
た
。

円
盤
型
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
「
お
目

出
陶
」
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
に
不
思
議
な
製
品
で
、
食
べ
物
の
味

が
変
化
し
た
り
、
機
械
な
ど
の
性
能
が

上
が
っ
た
り
、
体
の
不
調
な
ど
緩
和
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
憑
依
や
霊
障
な

ど
か
ら
身
を
守
り
、
浮
遊
す
る
霊
を
光

に
よ
っ
て
成
仏
さ
せ
る
も
の
で
す
。

参
列
者
も
全
員
そ
れ
を
持
ち
、
メ
ビ

ウ
ス
の
輪
の
運
動
を
し
な
が
ら
「
成
仏
、
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成
仏
」
と
唱
え
る
の
で
す
。
始
め
は
重

く
感
ず
る
が
、
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
を
描
き

な
が
ら
成
仏
成
仏
と
繰
り
返
す
と
、
や

が
て
ド
ー
ン
と
き
て
軽
く
な
り
成
仏
し

ま
す
。
成
仏
に
大
事
な
こ
と
は
誠
尽
の

愛
、
無
償
の
愛
、
誠
を
尽
く
す
こ
と
で

す
。

テ
ラ
は
月
の
光
で
す
。

岩
戸
開
き
を
し
な
い
と
見
え
な
い
。

真
理
を
知
ろ
う
と
思
え
ば
真
理
が
入

る
ま
あ
い
い
や
と
思
え
ば
ま
あ
い
い
情

報人
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
．
苦
し
み
、
病
気
、
事
故

2
．
困
難
、
厄
介
事

3
．
有
難
う

4
．
四
恩
（
神
仏
、
先
祖
、
社
会
、
物
）

5�

．
皆
我
に
あ
り
が
と
う
（
相
手
を
悪

く
思
う
な
）

6
．
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
3
3
0
の
法
則

7
つ
の
健
康
の
素

1�

．
頭
、
五
感
、
知
識
、
学
習
、
生
活

術
2�

．
五
情
、
知
識
、
思
い
や
り
、
愛
情

3�

．
魂
、
前
世
の
記
憶
、
霊
魂
、
本
霊
、

因
縁

4�

．
体
、
身
体
、
健
康
体
、
病
体
、
病

気
5�

．
家
、
家
族
、
血
縁
、
親
戚
、

6�

．
財
、
財
運
、
お
金
、
貧
乏
、
金
持

ち
7�

．
友
、
自
分
を
取
り
巻
く
人
々
、
学

校
、
社
会
、
仕
事

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

日
食
、
月
食
の
自
然
現
象
の
み
と
見

え
る
も
の
が
、
実
は
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン

の
降
臨
に
拘
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本

列
島
が
龍
体
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
心
の

岩
戸
を
開
く
の
が
大
事
で
そ
れ
を
開
く

の
は
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
再
び
示

さ
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
46
名
、
合
計
60
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�
2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

魂
に
ひ
び
く
瞑
想

　
　
　
　

講
師　

鹿
毛　

俊
孝 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
2
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

鹿
毛
氏
は
1
9
7
2
年
九
州
大
学
理

学
部
物
理
学
科
卒
。
1
9
7
7
年
日
本

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
現
船
井

総
研
）
入
社
。
1
9
8
5
年
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
立
。

1
9
8
6
年
瞑
想
を
始
め
る
。
1�

9 

9�

7
年
生
き
方
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の

活
動
開
始
。

2
0
0
1
年
瞑
想
指
導
を
開
始
。

2
0
1
2
年
生
き
方
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会

（
B
M
S
生
き
方
研
究
会
）
設
立
。
瞑
想

歴
27
年
の
実
績
を
も
と
に
、
現
在
瞑
想

指
導
者
と
し
て
活
躍
中
。

［
B�
M�

S
：Body

-

身
体　

M
ind
-

心

Spirit-

精
神
。
天
地
の
運
行
と
、
整
え

ら
れ
た
B�
M�

S
が
合
致
し
た
時
、
自
分

で
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
力
が
湧
き

出
て
、
事
が
成
就
し
て
い
く
。

今
、
こ
の
時
代
だ
か
ら
、
メ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン（
瞑
想
）に
よ
る
、
魂
の
学
び

が
必
要
。

魂
に
ひ
び
く
瞑
想
・
い
ざ
!　

と
い

う
時
の
内
な
る
パ
ワ
ー
の
発
揮
の
仕
方
。

・
心
と
身
体
、
両
面
の
健
康
を
保
つ
秘

訣
。宇

宙
意
識
の
瞑
想
、
個
と
人
類
の
た

め
の
祈
り
の
瞑
想
、
天
地
万
物
へ
の
感

謝
の
祈
り
の
瞑
想
を
行
い
ま
す
。

瞑
想
は
本
心
と
つ
な
が
る
た
め
に
行

う
も
の
で
す
!

瞑
想
と
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

こ
の
世
の
現
実
は
意
識
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
意
識
が
変
容
す
れ
ば
現
実

は
変
わ
る
の
で
す
。

即
ち
、
現
実
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

た
い
な
ら
ば
、

心
を
現
象
面
に
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
の
意
識
そ
の
も
の
を
高
め
上
げ

て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
は
ワ
ン
ネ
ス
へ
の

回
帰
で
す
。

ま
さ
し
く
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

時
代
で
す
。
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人
々
の
意
識
は
唯
物
論
的
な
意
識
か

ら
精
神
的
な
意
識
へ
、

そ
し
て
つ
い
に
は
宇
宙
意
識
へ
と
到

達
し
、

い
よ
い
よ
高
貴
な
る
存
在
で
あ
る
自

分
自
身
を
知
る
に
至
る
の
で
す
。

「
私
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
光
と
一
つ
で
す
」

個
人
は
宇
宙
と
一
つ
の
存
在
で
あ
り
、

そ
の
本
質
は
完
璧
そ
の
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
自
分
た
ち
や
地
球
を
癒
す

本
来
の
力
を
取
り
戻
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
は
生
き
て
い
ま
す
。

地
球
自
体
も
一
個
の
進
化
し
続
け
る

生
命
体
で
す
。

こ
の
世
に
存
在
す
る
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
は
、

地
球
の
進
化
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
球
は
今
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
（
次
元

上
昇
）
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
宇
宙
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

人
類
は
万
物
の
霊
長
と
し
て
、

生
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
生
か
し
、

尊
び
、
進
化
さ
せ
て
い
く

大
い
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

人
類
は
な
ぜ
こ
の
世
に
誕
生
し
、
存

在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
自
ら
の
天
命
に
目
覚
め
、

自
ら
の
自
由
な
る
選
択
を
通
し
て
、

尊
厳
な
る
自
分
自
身
を
体
験
す
る
た

め
で
す
。

瞑
想
と
は
、
真
な
る
自
分
自
身
を
発

見
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

本
来
の
自
分
、
光
り
輝
く
生
命
、

荘
厳
に
し
て
尊
く
、
気
高
い
自
分
自

身
を
体
験
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

全
の
祈
り
（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
）

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が　

　

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が　

　

幸
福
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の　

　

天
命
が
完
う
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
地
球
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
水
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
火
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
風
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
空
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
太
陽
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
月
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に　

　

調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

「
私
た
ち
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
光
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
永
遠
の
生
命
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
す
べ
て
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
／
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

・
地
球
世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ

　

う
に

　

M
ay�Peace�Prevail�on�E

arth.

全
の
祈
り
（
人
類
）

・
人
類
す
べ
て
が
平
和
で
あ
り
ま
す　

　

よ
う
に

・
人
類
す
べ
て
が
幸
福
で
あ
り
ま
す　

　

よ
う
に

・
世
界
各
国
す
べ
て
が
平
和
で
あ
り
ま

　

す
よ
う
に

・
世
界
平
和
、
人
類
繁
栄
の
た
め
に

　

日
本
が
自
ら
の
本
質
を
発
揮
し
て
貢

　

献
で
き
ま
す
よ
う
に

・
宇
宙
か
ら
い
と
高
き
妙
な
る
力
が
地

　

に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
宇
宙
か
ら
い
と
高
き
妙
な
る
叡
知
が

　

地
に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
平
和
と
慈
愛
に
満
ち
た
、
宇
宙
的
な

　

目
覚
め
の
聖
域
へ
と
つ
な
が
る
道
を

　

人
類
す
べ
て
が
見
出
す
こ
と
が
で
き

　

ま
す
よ
う
に

・
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
宇
宙
的
な
叡
知

　

を
取
り
戻
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も

　

の
へ
の
慈
し
み
と
思
い
や
り
と
敬
意

　

を
表
し
て
生
き
て
い
け
ま
す
よ
う
に

　

M
ay�Peace�Prevail�on�E

arth.

・
愛
深
い
私
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
調
和
し
た
心
の
私
で
あ
り
ま
す
よ
う

　

に
・
神
様
ど
う
ぞ
私
の
心
に
愛
を
充
実
せ

　

し
め
給
え

　

ど
う
ぞ
愛
深
い
私
に
な
ら
し
め
給
え

・
み
心
の
ま
ま
に
な
さ
し
め
給
え

　

我
が
天
命
を
完
う
せ
し
め
給
え

・
私
の
心
の
中
に
天
の
み
心
が
輝
き
ま

　

す
よ
う
に

・
宇
宙
の
心
の
中
に
私
の
心
が
あ
り
、

　

私
の
心
の
中
に
宇
宙
の
心
が
あ
り
ま

　

す
よ
う
に

・
私
の
全
身
全
霊
か
ら
崇
高
な
る
愛
の

　

光
が
放
た
れ
ま
す
よ
う
に

・
愛
と
感
謝
に
満
ち
た
私
で
あ
り
ま
す

　

よ
う
に

● �●



「
私
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
光
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
永
遠
の
生
命
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
す
べ
て
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
／
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

�

祈
り
と
念
力

　

祈
り
を
い
う
こ
と
を

　

は
っ
き
り
知
っ
て
い
る
人
は
、

　

あ
ま
り
多
く
は
な
い
の
で
す
。

　

祈
り
と
い
え
ば
、

　

お
願
い
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る

　

人
が
多
い
の
で
す
が
、

　

祈
り
と
は
た
だ
お
願
い
す
る
こ
と
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

想
い
を
強
め
る
こ
と
を

　

祈
り
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

　

で
す
が
、

　

そ
れ
は
念
力
で
す
。

　

祈
り
と
は
肉
体
に
あ
る
自
分
が
、

　

祈
り
言
葉
に
乗
っ
て
、

　

い
の
ち
の
源
へ
還
る
こ
と
を
い
う
の

　

で
す
。

そ
し
て
天（
神
様
）と
一
つ
に
な
っ
て
、

　

そ
の
い
の
ち
の
光
を
、
障
り
な
く
放

　

射
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

　

職
が
欲
し
い
、
金
が
欲
し
い
、
家
が

　

欲
し
い
、
○
○
が
欲
し
い
と
、

　

そ
の
欲
す
る
も
の
に
向
か
っ
て
一
心

　

を
集
中
し
、

　

想
念
の
力
を
強
く
し
て
引
き
寄
せ
る

　

と
い
う
の
は
、

　

念
力
で
あ
っ
て
、
祈
り
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

ま
た
、
あ
る
い
は
自
分
の
欲
す
る
も

　

の
は

　

す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

　

る
と
、

　

堅
く
思
い
込
み
な
さ
い
、
常
に
想
い

　

続
け
る
こ
と
で
す
、

　

と
い
う
の
も
念
力
で
あ
っ
て
、
祈
り

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

祈
り
と
い
う
の
は
、

　

業
因
縁
の
渦
巻
く
現
象
世
界
を
超
え

　

た
働
き
で
す
。

　

念
力
と
い
う
の
は
、

　

業
因
縁
の
渦
巻
く
現
象
世
界
に
働
く

　

力
で
あ
っ
て
、

　

業
因
縁
の
執
着
す
る
心
で
す
。

　

真
の
祈
り
と
は
お
ま
か
せ
の
心
境
で

　

あ
り
、

自
己
の
想
念
を
す
っ
か
り
天（
神
様
）

に
お
返
し
し
て
、

　

お
ま
か
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

念
力
の
世
界
に
は
闘
争
や
不
和
が
あ

　

り
ま
す
が
、

　

祈
り
の
世
界
に
は
闘
争
も
不
和
も
な

　

い
の
で
す
。

　

真
実
に
祈
っ
て
い
る
の
は
、

　

業
生
人
間
で
は
な
く
、

　

あ
な
た
の
本
心
本
体
な
の
で
す
。

�　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　

鹿
毛
氏
の
瞑
想
は
単
な
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
は
な
く
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
繋

が
る
こ
と
、
ま
た
特
別
な
姿
勢
・
呼
吸

を
求
め
な
い
で
日
常
の
中
で
で
き
る
や

り
方
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
感

じ
た
。

　　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
18
名
、
合
計
31
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
16
ギ
ガ

の
U
S
B
メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ

る
い
は
ノ
ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・

パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
左
記
の
1
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野　

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

価
格　

三
五
〇
〇
円
（
送
料
含
む
）

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
一
頁
掲
載

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
A
X

番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
4
月
大
野
百

合
子
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。
2
週

間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●



等により試行した。
一例として、ORBがレンズ周りの現象でな

い事を確かめるために、フラッシュの光の届く
範囲内（4～5m）に物質を置いて撮影して、
ORB像が、それらとどの様な関係を持つか、
を調べた。

さらには、遠くに置いてある花火の発火煙
とORBの関係を見た。また天井の朱色丸棒

（根太丸太）にORBを押付けて撮影して、ORB
の形の変化から判断した。石製の階段にORB
を押し付けて、折れ曲がったORBの形の変化
から判断した。

これらの検討結果から、真のORBは、カメ
ラ操作上の単なるミスではない。またカオス・
アトラクター発生以前のORBと、発生以後の
ORBの2種類に区分けされる事。発生以後の
ORBには円内にマンダラ状凹凸模様またはマ
ンダラ状干渉縞凹凸模様を持ち、核を内包し
ている。さらに、色違いのORBが写る（多様
性）。空気中の微粒子（ゴミ、ホコリ、水滴等）
に上乗してORBが出現する場合もある、と考
えられる。

3−2）繰返し撮影
オーブ（ORB）は、赤外線領域の写るデジタ

ルカメラを用いてフラッシュ撮影すると、写る
場合が多い。つまり、人の五感では感知する
事の出来ない赤外線周波数範囲内（1.38eV）に
存在しており、変性意識状態に関係している
ので、薄暗い背景で、リラックス集中して
シャッターを切る。また周りの空気成分が電離
しているときに写す。しかし、どうしても、写
らない事がある。この時には、何回もフラッ
シュ撮影を続けると、写り易くなる事が判明し
た。フラッシュを焚くと、周りの物質は、その
光を吸収する（僅かに発熱する）が、すぐに、
赤外線として空気中に放出してしまう。このよ
うにして、放出赤外線が空気中に蓄積され、
或限界量に達すると、つぎのフラッシュ撮影
で写る事になる。

図2（1）を見る。カメラと花火の間には大勢
の人達が座っている。したがって、人体から
の赤外線や意識体（人から離脱した意識）、ホ
コリも多いと考えられる。図2（1）の場合、

ORBが発生した後に、出現個数が右に尾を引
く傾向を示すのは、この為であると、考えられ
る。図2（2）では、突発的に多数のORBが発
生している。しかしこの場合には群衆が少な
い、つまり人々からの赤外線（意識体）やホコ
リの放出が少ないので、赤外線蓄積によって
ORBは発生するが、使用された後は、また零
になる、を意味しているのであろう。

3−3）出現・発生条件
オーブ（ORB）の進行は、カオス・アトラク

ター発生前と発生後に分けられる。前後を区
分するのは、零点（ゼロ場内）であろう。別報
によれば、相殺ゼロを加算して或一定値（限界
条件）に達すると、カオス・アトラクターが形
成され、成長することが判明した。この値は、
メタルの場合は降伏点、念写の場合は念球発
生点に相当している。発生前のORBの内部に
は核や模様が無い。発生後のORBにはカオ
ス・アトラクターとしての凸模様や凹凸縞模様
が存在している。

3−4）ORBの物質的内容
図1の③領域にあるORBの大部分はカオ

ス・アトラクター形成後のもの。図1の②の大
部分はカオス・アトラクター形成以前のORB
であると判断している。なお図1の①領域の大
部分のORBは白色発光体である。原子内にあ
る電子は、量子飛躍と呼ばれる様に、エネル
ギー的に、飛び飛びの決められている軌道に
のみ、存在する事ができる。例えば水素の場
合。電子は、もっとも低いエネルギー順位（基
底順位）にあるが、光などのエネルギーを供給
されると、高いエネルギー順位に飛び移るが

（励起状態）、光がきえると、エネルギー差に
相当する光量子を放出して、もとの低いエネ
ルギー状態に移る。この時のエネルギー差が
少量の場合は赤外線、差が大きくなるに従い、
可視光線、紫外線になる。さらに、これらの
光が加算されると、白色（発光ORB）になる。
また、この現象はフラッシュ撮影の際に他の
ORBにも生起するので、色違いのORBが生成
される原因になる、と考えられる。（都合によ
り、写真は省略させて戴きます）

● �●



2−2）繰返撮影の効果
結果の一例を図2に示す。横軸は撮影繰返し

の回数（N）、縦軸は撮影によって出現・発生し
たORBの個数。撮影は2012年7月28日（土）、
天候は晴れ。明度「−7以上（明るさ）」、（この
値により偽ORBを除去する）。大きさ「0.008
以上（大きい）」以上を用いている。図2の（1）
は、多数の人達を間に置いて、花火発火台方
向に向けてフラッシュ撮影した（NIKON、
E-2200使用）もの、時間は夕方の7:00～7:50。
図2の（2）は花火発火台とはほぼ反対の方向

（ほぼ無人）にむけてフラッシュ撮影したもの
（CASIO、EX-Z40FC使用）。時間は夕方の6:15
～7:00である。

図2（1）の結果をみる。実験点は、零と、ピー
ク値、ならびにピーク後右方向に尾を引く山
形の内側にある。図2（2）では、零と、ピーク
後右に尾を引く傾向をしめしている。

2−3）撮影場所の影響
上述の図1のORBの分布状態（状況）は、撮

影場所（福島、八王子、東京、京都、香港）に
は依存しない様子である。

3．検討並びに考察
3−1）予備実験

パソコンのWebサイト等によると、報告さ
れている実測ORBの約70%は偽ORBである
らしい。そこで、予備実験を行った。写され
た偽ORBの大略として、輪郭はボケ状（不明
瞭）で、内部は均一で、模様がなく、明度（上
記）は低く、半透明の乳白色である、等の結果
がえられた。さらには、ORBは撮影する人に
は写るが隣の人のカメラには写らないなど、不
明な点が多い。

カメラ側の疑問点とその対策として、レンズ
前面の埃、塵、水滴、水蒸気、雪、等。これ
らは、撮影条件に留意、レンズの汚れは拭き
取ること。繰返して撮影する事等で解決でき
る。フレヤー（ハレーション）、ゴースト等につ
いては、太陽からの逆光線や金属や鏡などか
らの反射光を避ける事等。ボケ写真像。これ
は、レンズの焦点距離以内及びレンズから等
間隔に別の小球体（3cm）を置いて撮影する事

●� ●

図１．出現 ORB の明るさと大きさ

図２．繰返回数の影響



1．はしがき
デジタルカメラで撮影した写真画面上に乳

白色で小円形状のORBがノイズとして混入・
出現する場合がある。Webサイト等によると、
大部分はカメラ撮影上のミスであるらしい。し
かし中には本物もあり、意識や魂や霊の反映
体である等の意見がある。

2．オーブの出現状況
出現の条件として、（1）赤外線領域も含めて

可視光線域が撮影出来るデジタルカメラを用
いる。（2）うす暗い背景をバックにしてフラッ
シュ撮影する。（3）空気成分の電離と変性意識
状態を考慮する。その他。
2−1）明るさと大きさ

実験結果のORBの一例を図1に示した。こ
れは福島市と八王子市で、2012年6月初旬か
ら11月末にわたって撮影されたものである。
検討結果によると、香港島、京都市、東京都
等で撮影された写真もほぼ同一傾向である事
が判明した。内容をみる。横軸はORBの明度

（明るさ）で、定量表示の為にグレイスケール
を用いてある。四角形の編み目の網点（黒、白）
の面積率（%）を用いて、明暗を200段階の数
字で表示している。中央（白50%、黒50%）を
0%。0%から左へ（1/200）刻みでマイナス

（−）%（次第に明るくなる）。右へプラス（+）%
（暗い）とする。つまり−100%が真白。+100%
が真黒となる。縦軸はORBの大きさである。

ただし、ORBとカメラとの間の距離が不正確
なので（実測試行中）、便宜的に（仮に）表示し
てある。撮影した画面の横の大きさをW、写っ
ているORBの横の大きさをdとして、（d/W）
で表示した。

結果をみる。図1は①、②、③の3領域に区
分される。①領域のORBの輪郭は、ほぼ明瞭
であるが、多くの光を加算した白色発光なの
で内部模様は不明であり、ORB像の周りに放
射状ヘイロを伴っている（例えば、写真1参
照）。明度は（−65）～（−85）。大きさ（d/W）は

（0.005～0 .07）の範囲内にある。ORBの大小
には無関係に、①領域では、白色発光体とし
てのORBが存在している事が判る。②領域は
偽球小体状ORB群で、割合に明るく（明度、
−35～−65）、形は偽球体（三角、尖り、小球、
これらの合体状）であり、大きさは（0 . 00～
0 .02）で割合に小である。ORBの輪郭は明瞭
であるが、内部核や模様は無い。これらの多
くのものは、上登運動を伴う（例、写真2参照）。
③領域は、輪郭は明瞭であるが、全体として
僅かなボケを伴っている。内部に多点凹凸状
又は干渉縞多点凹凸状模様、並びに核を持つ

（通常の）ORBである。明度範囲は（−60～
+20）、大きさは（0.005～0 .07）で、図示に見
られるように、上に凸の山形分布の中にORB
は存在している（写真3）。

オーブの出現について（2）オーブの出現について（2）
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七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
を
知
る
た
め
に

　
　
　
　
　
講
師
　
酒さ

こ
う向

　
猛

た
け
し 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
医
学
博
士
）

千
島
学
説
は
千
島
喜
久
男
博
士
が
唱

え
た
生
物
上
の
学
説
で
す
。
千
島
学
説

は
正
統
の
生
物
学
者
か
ら
は
否
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
理
は
東
洋
哲
学

と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や

自
然
医
学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多

く
か
ら
支
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

千
島
博
士
は
パ
ス
ツ
ー
ル
の
実
験
に

よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
「
生
命
の
自
然

発
生
」
を
肯
定
し
、
さ
ら
に
血
液
は
骨

髄
で
造
ら
れ
る
と
い
う
現
代
医
学
の
定

説
で
あ
る
骨
髄
造
血
説
を
否
定
し
、
血

液
は
腸
で
食
物
か
ら
造
ら
れ
る
と
い
う

「
腸
造
血
説
」
を
唱
え
ま
し
た
。
腸
造

血
説
は
食
物
が
い
か
に
健
康
と
大
き
な

関
係
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
し
、
薬
物

中
心
の
現
代
医
学
に
大
き
な
疑
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。

千
島
博
士
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
学

説
が
あ
ま
り
に
定
説
と
か
け
離
れ
て
い

る
た
め
誰
も
追
試
を
す
る
学
者
が
な
く
、

受
賞
を
逃
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
人
は
、
千
島
は

生
ま
れ
る
の
が
百
年
早
過
ぎ
た
と
評
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
千
島
学
説

の
真
髄
を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
予
定
で

す
。

※
酒
向
猛
氏
は
ガ
ン
の
専
門
医
で
も
あ

り
、「
ガ
ン
の
克
服
術
」
と
い
う
著
書
を

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
質
疑
応
答
時
間

も
十
分
あ
り
、
医
学
健
康
関
係
も
含
め

て
お
話
が
聞
け
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
酒
向
猛
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那
市

出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。
1
9
8
8
年
、

医
学
博
士
。

岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
、
外
科
部
長
兼

中
央
手
術
部
部
長
を
経
て
、
2
0
0
8

年
よ
り
セ
ン
ト
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
病
院　

統
合
医
療
科
部
長
。

趣
味
：
空
手
二
段
、
神
社
仏
閣
巡
り

日
時　

平
成
25
年
7
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
七
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
形
成
過
程
（
1
）

※
8
月
は
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
九
月
本
部
例
会
予
告
は
次
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
25
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
13
日
（
日
）
北
と

ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室
に
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
自
然
治

癒
力
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
15
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
第
23
回
全
国
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
講
演
者
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ

ラ
ー
等
は
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
9
、
10

月
号
」
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

伊
藤　

一
義　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
25
年
7
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
太
陽
の
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　
講
師
　
奥
野
　
節
子 

氏

ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら

車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ

デ
ィ
ア
ニ
ア
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
、
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ジ

ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
い
に
や
っ

て
き
ま
す
。

彼
の
療
養
所
で
あ
る
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

の
家
（
通
称
カ
ー
サ
）
で
は
、「
医
師
か

ら
見
放
さ
れ
た
癌
が
治
っ
た
」「
車
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
な
ど
の
話
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

2
0
0
8
年
に
初
め
て
カ
ー
サ
に
滞

在
す
る
ま
で
、
私
自
身
、「
奇
跡
の
癒
し
」

に
つ
い
て
疑
い
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
滞
在
中
、
理
性
で

は
到
底
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
次
々
と

目
撃
し
、
彼
の
治
療
が
本
物
で
あ
る
と

確
信
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

本
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
聖
イ
グ
ナ

チ
オ
の
家
を
5
回
訪
問
し
た
経
験
を
も

と
に
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

と
は
ど
ん
な
人
物
か
、
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
と
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
の
様
子
、
カ

ー
サ
で
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

そ
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
精
神
世
界
関
係

の
訳
書
を
多
数
出
さ
れ
、
そ
の
著
者
た

ち
に
も
会
っ
て
お
話
し
さ
れ
て
い
る
奥

野
氏
の
貴
重
な
講
演
会
で
す
。
質
疑
応

答
時
間
も
十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
奥
野
節
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
校
の
英
語
教
師
を
経
て
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
修
了
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
米
企
業
に
勤
務
。
帰

● ❷●



国
後
、
精
神
世
界
分
野
の
翻
訳
者
と
な

る
。
訳
書
に
、『「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
味
』

（
サ
ン
マ
ー
ク
）『
喜
び
か
ら
人
生
を
生

き
る
!
』（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
）

『
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
』『
オ
ー
ブ

は
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
』『
運

命
を
書
き
換
え
る
前
世
療
法
C
D
ブ
ッ

ク
』『
1
0
0
の
夢
辞
典
』（
以
上
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）な
ど
多
数
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
が
い
る
ぞ
・
続
編

　
　
　
　
講
師
　
池
田
　
邦
吉 

氏

日
時　

平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

B
一
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

※
八
月
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
研

　
究
集
会
は
休
会
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　
講
師
　
大
峰
　
か
ず
子 

氏

日
時　

平
成
25
年
9
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
会
長
　
佐
々
木
　
茂
美

◎
平
成
24
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

�

（
平
成
25
年
5
月
末
日
現
在
）

　

賛
助
会
員　
　
　
　

0
名

　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名

　

正
会
員　
　
　

1
8
3
名

　

学
生
会
員　
　
　

2
8
名

　

準
会
員　
　
　
　

6
1
名

　

合
計　
　
　
　

2
7
6
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
22
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
13
回
の
集
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

期
日　
　

講
演
者　
　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
24
年

4
月
14
日
（
土
）
ロ
ン
薄
葉
氏
、
川
崎

利
男
氏
「
オ
ー
ブ
研
究
の
そ
の
後
」

5
月
12
日
（
土
）
徳
永
康
夫
氏
「
命
と

ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経
の
探
検
」

6
月
10
日
（
日
）
松
永
修
岳
氏
「
密
教

開
運
術　

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

氣
を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
」

7
月
14
日
（
土
）
中
島
敏
樹
氏
「
水
と

珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

9
月
8
日
（
土
）
ホ
ン
マ
シ
ュ
ウ
ジ
氏

「
未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は
何
が
で

き
る
の
か
!?
」

10
月
14
日
（
日
）
第
22
回
全
国
大
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
コ
ン
タ
ク

ト
」

11
月
10
日
（
土
）
藤
森
博
明
氏
「
気
（
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
実
在
と
能
力
」

12
月
8
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
25
年

1
月
12
日
（
土
）
志
賀
一
雅
氏
「
α
波

の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
」

2
月
9
日
（
土
）
宇
治
橋�

泰
志
氏
「
疾

病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る　

新
治
療

法
を
求
め
て
」

●❸ ●



◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
阿
久
津
淳
）

平
成
24
年

7
月
29
日
（
日
）
第
16
回
「
第
6
回
U�

F
O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
21
日
（
金
）
第
17
回
「
第
6
回
ア

セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

平
成
25
年

3
月
31
日
（
日
）
第
18
回
「
第
5
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

3
．
総
会

　

平
成
24
年
6
月
10
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
24
年
6
月
10
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

5
．
本
部
理
事
会
（
第
1
6
9
回
～
第

1
7
6
回
）
を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月

と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

・「
サ
イ
科
学
」
第
34
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。

・「
サ
イ
の
広
場
」
は
休
刊
（「
サ
イ
科

学
」
と
合
本
）
し
た
。

・「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
0
3
号
か

ら
第
4
0
8
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
本
部
事
業
計
画

（
1
）10
月
13
日（
日
）に
全
国
大
会（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
自
然

治
癒
力
」）
を
開
催
す
る
。

（
2
）
月
例
会
を
9
回
（
4
、
5
、
6
、

7
、
9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）
開

催
す
る
。

（
3
）
分
科
会
を
3
回
（
7
、
11
、
3
月
）

開
催
す
る
。

（
4
）
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評

議
員
会
を
開
催
す
る
。

（
5
）
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行

す
る
。

（
6
）「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」

を
発
行
す
る
。

（
7
）
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

（
8
）「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資

料
を
整
備
す
る
。

（
9
）
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

（
1
）
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・

応
用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

（
2
）
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会

等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
活
用
す
る
。

（
3
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト

や
メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

（
4
）
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

（
5
）
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携

を
深
め
る
。

（
6
）
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

（
7
）理
事
や
若
手
の
幹
事（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

（
8
）
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
会
長
　
佐
佐
木
　
康
二

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年

4
月
14
日　

第
1
8
2
回
研
究
会
総
会

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
平
成
24
年

度
事
業
計
画

「
我
々
は
悟
る
ま
で
ス
ト
レ
ス
が
続

く
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
!
」

佐
佐
木
康
二

4
月
29
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
上
の
次
元
と
の
繋
が
り
を
よ
く
す
る
」

佐
佐
木
康
二

5
月
5
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
呪
縛
を
解
く
」

門
馬
全
一

6
月
9
日　

第
1
8
3
回
研
究
会

「
光
―
意
識
変
換
」
佐
佐
木
康
二

8
月
11
日　

第
1
8
4
回
研
究
会

「
肩
こ
り
と「
愛
の
も
つ
れ
」
と
憑
依

霊
の『
物
理
』第
2
弾
」
佐
佐
木
康
二

8
月
13
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
ス
カ
ラ
ー
波
カ
メ
ラ
実
験
会
」

佐
佐
木
康
二

10
月
13
日　

第
1
8
5
回
研
究
会

「
禁
止
令
を
ク
リ
ア
す
る
と
真
の
霊
能

が
得
ら
れ
る
」
佐
佐
木
康
二

12
月
8
日　

第
1
8
6
回
研
究
会

「
無
罣
礙
の
度
合
い
が
生
体
の
ゆ
れ
で

わ
か
る
!
」
佐
佐
木
康
二

平
成
25
年

2
月
9
日　

第
1
8
7
回
研
究
会

「
透
視
力
も
つ
い
て
く
る
量
子
論
的
宇

宙
意
識
法
」
佐
佐
木
康
二

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

● ❹●



定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
：「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

霊
性
・
霊
能
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
ス
カ
ラ
ー
波
」「
念
写
実
験
」
等
の

テ
ー
マ
で
5
月
、
8
月
に
講
演
会
を

開
催
す
る
（
福
来
心
理
学
研
究
所
、

仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
哲
三

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告

●
研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

●
研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

内
容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程

第
1
回　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

第
2
回　

平
成
25
年
9
月
予
定

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

第
3
回　

平
成
26
年
3
月
予
定

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
藤
　
禎
花

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

第
1
部
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ

せ
た
男
」　

高
野
誠
鮮
（
羽
咋
市
役

所
員
・
住
職
）

第
2
部
「
宇
宙
政
治
∞
（
ム
ゲ
ン
）
道

場
」
竹
本�

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

第
3
部　

ト
ー
ク
バ
ト
ル
第
二
弾

飛
島�

竜
一（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
×
竹
本�

良

平
成
24
年
11
月
4
日
（
日
）

テ
ー
マ
「
祈
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
」

講
師　

清
田�

益
彰（
ス
プ
ー
ン
曲
げ
超

能
力
か
ら
“
お
の
り
”
へ
）

講
師　

高
野�

誠
鮮（
日
蓮
宗　

妙
法
寺

第
41
世
住
職
）

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

平
成
25
年
4
月
28
日
（
日
）

テ
ー
マ
「
氣
エ
ナ
ジ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

・「
ア
ロ
マ
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」

講
師　

田
村�

由
美
子（
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所�

講
師
）

・「
皮
膚
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」

講
師　

丸
谷�

惠
子（
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所�

講
師
）

平
成
25
年
度
計
画　

7
月
、
9
月
、
12

月
の
予
定
（
内
容
、
詳
細
は
未
定
）。

※
長
野
県
伊
那
市
に
お
い
て
、
北
陸
日

本
サ
イ
科
学
会
の
分
科
会
と
し
て
、

「
氣
の
健
康
研
究
会
」
を
6
月
発
足

予
定
。

※
後
半
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
報
告

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
!?

　
講
師
　
ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス
　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　
井
戸
　
理
恵
子 

氏

（ 

多
摩
美
術
大
学
講
師
：
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

　
椿
　
真
由
美 

氏

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

私
は
自
称
も
他
称
も
含
め
ま
し
て
、

“
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
”
と
呼
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、“
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
”
と
し

て
震
災
復
興
に
ど
う
い
う
貢
献
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
ず
ー
っ
と
考
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え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
い
ろ
い

ろ
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
今

日
ご
紹
介
致
し
ま
す
ゲ
ス
ト
の
お
二
人

は
知
る
人
ぞ
知
る
“
能
力
者
”
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
お
二
人
の
方
々
と
出
逢

い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
の
中
か

ら
思
う
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
辺
の
お
話
を
今
日
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

僭
越
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
サ
イ
科
学

的
復
興
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
な
、

と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

井
戸
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
は
、「
先
人
の

伝
言　

大
震
災
と
金
華
山
信
仰
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
東
北
地
方
の
神
々
の
歴

史
と
、
大
震
災
と
そ
の
中
心
に
あ
っ
た

金
華
山
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。

椿
さ
ん
か
ら
は
、「
大
震
災
の
前
後
、

人
々
の
心
と
体
に
何
が
起
き
た
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

椿
さ
ん
は
、
普
段
は
肩
書
き
の
な
い

方
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
お
り
ま

し
て
、
何
十
人
と
い
う
相
談
者
の
方
々

の
震
災
前
、
震
災
後
の
変
化
、
及
び
能

力
者
と
し
て
自
分
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、

震
災
後
に
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
放
射
能

が
見
え
る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

見
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

私
自
身
の
自
己
紹
介
を
致
し
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ
ト
で
も
、

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
「
重
要
・

貴
重
事
実
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
1
9
9
0
年
代
初

頭
に
T
B
S
テ
レ
ビ
で
「
子
供
た
ち
の

未
知
能
力
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
実

験
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
は
潜
在
能
力

が
存
在
し
、
そ
れ
は
訓
練
に
よ
り
伸
ば

せ
る
と
い
う
こ
と
を
番
組
に
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
森
達
也

氏
が
「
オ
カ
ル
ト�

現
れ
る
モ
ノ
、
隠

れ
る
モ
ノ
、
見
た
い
モ
ノ
」
と
い
う
本

を
出
さ
れ
ま
し
て
、
こ
の
中
に
も
私
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明

治
大
学
の
石
川
幹
人
先
生
が
こ
ん
ど
出

さ
れ
る
「
超
心
理
学　

封
印
さ
れ
た
超

常
現
象
の
科
学
」
に
は
、
N
H
K
の
ド

ラ
マ「
七
瀬
ふ
た
た
び
」の
科
学
監
修
を

担
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お

り
、
私
も
能
力
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

等
で
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
宮
城
県
石
巻
で
生
ま
れ
育
ち
、

高
校
ま
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
石
巻
が

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

※
地
元
の
「
三
陸
河
北
新
報
社
」
の
東

日
本
大
震
災
の
写
真
を
紹
介
し
、
解
説

さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明

者
の
数
は
、
宮
城
県
が
突
出
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
石
巻
は
三
千
五
百
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
写
真
は
本
間
家
が
檀
家
の
お
寺

で
す
が
、
家
の
お
墓
の
周
囲
も
他
の
墓

石
や
住
宅
の
家
財
道
具
と
か
衣
服
が
ぐ

じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
こ
の
辺
り
は
以
前
か
ら
お

線
香
の
消
費
量
が
全
国
で
も
一
番
の
地

域
で
し
て
、
ご
先
祖
様
へ
の
法
事
等
が

熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
地
域
で
あ
る
の
に
、
家
の
お
寺

の
よ
う
に
壊
滅
し
た
墓
地
が
沢
山
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
先
祖
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
風
習
も
震
災
の
後
は
や
る
場

所
が
無
く
な
り
、
さ
ら
に
震
災
で
亡
く

な
っ
た
家
族
を
埋
葬
す
る
場
所
が
無
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
心
深
い
人
々

に
と
っ
て
は
非
常
に
心
の
負
担
に
な
り

ま
す
し
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
も
の
す

ご
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、
誰
も
言
っ
て
い
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
辺
の
ケ
ア
を
何
と
か
す
る
こ

と
が
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
慰
霊
碑
の
建
立
と
い
う
の
も
、

単
に
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
建

て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
皆
で
悲

し
み
を
ぶ
ち
ま
け
る
場
所
、
皆
で
泣
け

る
場
所
と
し
て
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

実
は
震
災
以
降
、
特
に
今
年
（
2�

0�

1�

2
年
）
に
な
っ
て
か
ら
、
非
常
に
怪

談
話
が
出
て
お
り
ま
す
。
町
の
中
は
か

な
り
片
付
い
て
、
ほ
と
ん
ど
建
物
が
な

い
非
常
に
ス
カ
ス
カ
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
が
、
中
心
市
街
地
は
夜
は
本
当
に

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
。
人
口

が
一
万
人
く
ら
い
減
っ
た
の
で
す
が
、

あ
ち
こ
ち
で
幽
霊
や
お
化
け
が
出
る
と

か
、
タ
ク
シ
ー
で
人
を
乗
せ
た
の
に
移

動
後
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
か
い
う

お
話
が
一
杯
あ
り
ま
す
。
確
か
に
霊
的

な
も
の
を
感
じ
る
方
が
、
石
巻
辺
り
に
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行
く
と
大
変
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

家
族
を
亡
く
し
た
り
、
墓
地
を
無
く

し
た
り
し
て
、
心
の
拠
り
所
を
失
っ
た

人
々
に
対
し
て
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、

こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
我
々
オ
カ
ル

テ
ィ
ス
ト
の
仕
事
で
は
な
い
か
な
、
と

い
う
ふ
う
に
勝
手
に
思
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

今
年
の
7
月
11
日
に
京
都
大
学
「
こ

こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
京
セ
ラ

の
稲
盛
氏
の
寄
付
で
設
立
）
で
、『
第
3

回
「
東
日
本
大
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
』
が
開
催
さ
れ
、

宗
教
学
者
や
民
俗
学
の
研
究
者
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
東
北
大
学
教
授
で
宗
教
民

俗
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
鈴
木
岩
弓
先

生
の
お
話
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

仙
台
空
港
が
壊
滅
し
た
状
態
は
皆
様

も
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
海
と
仙
台
空
港
の
間
に
、

海
抜
2
メ
ー
ト
ル
位
の
下
増
田
神
社
と

い
う
小
さ
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。
海
と

空
港
の
間
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
神
社

が
津
波
の
影
響
を
全
く
何
も
受
け
な
か

っ
た
ん
で
す
ね
。
飛
行
場
に
逃
げ
た
方

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、「
波

が
、
こ
こ
を
よ
け
て
き
て
い
た
」
と
言

う
の
で
す
ね
。
あ
る
意
味
で
は
、
一
つ

の
奇
跡
み
た
い
な
感
じ
で
。
神
社
の
裏

に
は
石
塔
が
建
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
昔
の
ま
ま
全
然
、
動
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
こ
こ
は
結
構
あ
り
が
た
い
神
社
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
同
様
な
「
波
分
神
社
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
神
社
は
三
陸
沿
岸
も
含
め

て
全
国
各
地
に
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う

も
昔
の
人
は
ど
う
い
う
わ
け
か
そ
う
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

場
所
に
神
社
を
造
っ
た
よ
う
で
す
。

何
回
も
大
地
震
・
津
波
を
経
験
し
た

経
験
値
か
ら
そ
こ
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

こ
と
で
神
社
が
建
て
ら
れ
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
私
は
昔
の
能
力
者
が
「
こ

こ
だ
!
」
と
言
っ
て
神
社
の
場
所
を
決

め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。中

国
の
漢
方
薬
が
効
く
か
効
か
な
い

か
、
に
つ
い
て
も
経
験
値
か
ら
分
か
っ

た
の
か
、
能
力
者
が
最
初
か
ら
分
か
っ

て
い
た
の
か
、
に
つ
い
て
も
私
は
後
者

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
間
の
不
思
議
な
能
力
は

間
違
い
な
く
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
ど
う
い
う
こ
と
で
動

い
て
い
る
の
か
を
研
究
す
る
の
が
、
日

本
サ
イ
科
学
会
の
集
ま
り
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
何
か
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
言
っ

て
い
る
間
に
、
ど
う
も
そ
れ
よ
り
も
臨

床
・
応
用
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
日
本
サ
イ
科
学
会
の
話
題
に
は
あ

ま
り
な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
民
俗
学

か
ら
、
様
々
な
事
例
を
紐
解
い
て
そ
れ

を
科
学
す
る
と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
井

戸
理
恵
子
さ
ん
の
お
話
を
皆
様
に
お
聞

き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
戸
さ
ん
は
多
摩
美
術
大
学
の
講
師

を
な
さ
っ
て
い
て
、
実
は
知
る
人
ぞ
知

る
大
変
な
能
力
者
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
井
戸
理
恵
子
氏
の
御
講
演

私
は
多
摩
美
術
大
学
の
建
築
学
部
の

方
で
教
え
て
お
り
ま
し
て
、
主
に
教
え

て
お
り
ま
す
の
は
、
日
本
の
先
人
た
ち

が
残
し
た
様
々
な
技
術
を
、
迷
信
と
か

そ
う
い
っ
た
も
の
で
片
付
け
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
中
に
こ
そ
普
遍
的
な
意
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
生
た
ち
に
教

え
て
お
り
ま
す
。
建
築
で
す
の
で
実
際

に
宮
大
工
さ
ん
た
ち
が
遺
し
て
い
る
技

術
と
か
、
様
々
な
日
本
の
古
く
か
ら
の

伝
統
技
術
の
中
に
遺
っ
て
い
る
も
の
を

紐
解
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

今
や
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
昔
の
ボ
ス
で
あ
っ
た
名
古
屋
大

学
の
武
田
邦
彦
先
生
が
最
近
、
原
発
事

故
関
連
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
よ
く
テ

レ
ビ
に
出
て
お
り
ま
す
が
、
武
田
先
生

が
芝
浦
工
大
の
教
授
を
や
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
頃
、「
井
戸
さ
ん
の
研
究
は
た

だ
の
民
俗
学
で
は
な
く
、
民
族
情
報
工

学
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ン
マ
さ
ん
と
は
阪
神
淡
路
大
震
災

の
頃
に
会
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

の
頃
か
ら
地
震
と
日
本
の
信
仰
と
か
、

地
震
の
あ
る
場
所
に
遺
っ
て
い
る
様
々

な
伝
承
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
今
日

は
そ
の
流
れ
の
中
で
、
貞
観
の
震
災
と

金
華
山
信
仰
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
前
に
ど
う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
る
か
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
人
と
い
う
の
は
、
ど

ん
な
に
日
本
人
と
し
て
の
記
憶
を
失
っ

て
も
、
先
人
た
ち
は
神
社
の
祠ほ

こ
らで

あ
る

と
か
、
し
め
縄
で
あ
る
と
か
、
様
々
な

所
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
「
印し

る
し」

と
い
う

も
の
を
遺
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
印
を

見
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
何

か
共
通
項
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
こ
う
い
っ
た
研
究

を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
印
と
い
う
も
の
は
、
実
は
生
命

●❼ ●



を
流
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
、
今
度

の
震
災
も
そ
う
で
す
が
、
例
え
ば
危
険

に
遭
っ
た
と
き
に
本
能
的
に
そ
の
印
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
と
ら
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
後

生
の
人
々
の
た
め
に
沢
山
の
印
を
遺
し

て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
文
化
と
い
う
も
の
は
、
風

土
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
風
土
を
読

み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
う

い
う
技
術
が
導
か
れ
た
の
か
と
い
う
の

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
土
地
の
力

と
な
り
、
土
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
な
っ
て
、
今
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
と
い
う
国
の
特
色
は
、
環
太
平

洋
火
山
帯
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
て
、

い
う
な
ら
ば
地
雷
の
上
に
生
き
て
い
る

よ
う
な
国
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
地

雷
の
上
に
あ
る
よ
う
な
土
地
を
我
々
の

祖
先
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
で
、
住
み

着
い
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
国
は
国
土
、
風
土
、
言
語
、
民

族
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
文
化
と
い
う
も

の
が
、
す
べ
て
こ
の
島
国
に
し
か
な
い
、

と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
国
が
数
千
年
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
非
常
に
我
々
が
誇
る
べ
き
こ
と
で

す
。國

學
院
大
學
の
学
生
時
代
か
ら
、
足

を
使
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
重
視
で

民
俗
学
の
研
究
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
文
字
で
書
か
れ
た
も
の

以
外
に
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
本
当
の
事
ほ
ど
、
絶

対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
事
ほ
ど
、
日

本
人
は
文
字
で
は
な
く
、「
こ
と
ば
」
や

「
形
」
に
し
て
遺
し
て
お
り
ま
す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

中
国
の
焚
書
坑
儒
の
例
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
文
字
に
し
た
も
の
は
文
字
に

し
た
時
点
で
安
心
し
て
し
ま
い
、
燃
や

さ
れ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
こ
と
ば
」
で
受
け
継
が
れ
た
も
の
は
ず

っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う

わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
、
今
日
の
主
題
で
あ
る『
天

災
と
「
自
然
と
共
に
生
き
る
技
術
」』
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貞
観
元
年
（
8
5
9
年
）
に
清
和
天

皇
が
9
歳
で
天
皇
に
即
位
し
ま
す
。
天

皇
が
幼
か
っ
た
の
で
、
藤
原
良
房
が
摂

政
に
就
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
国
を
マ
ツ

ル
人
で
あ
る
天
皇
に
力
が
な
か
っ
た
た

め
、
貞
観
年
間
（
8
5
9
～
8
7
7
）

に
は
大
地
震
や
富
士
山
も
含
め
た
火
山

の
爆
発
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
前
後
の
8

6�

9
年
、
陸
奥
国
東
方
沖
の
海
底
を
震

源
域
と
し
て
、
3
・
11
東
日
本
大
地
震

に
匹
敵
す
る
大
地
震
と
大
津
波
が
発
生

し
ま
し
た
。
実
は
1
9
9
3
年
の
伊
勢

神
宮
の
式
年
遷
宮
の
2
年
後
の
1

�
9
�9�

5
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、

2
0
1
3
年
の
式
年
遷
宮
の
2
年
前
に

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

国
を
マ
ツ
ル
人
で
あ
る
天
皇
に
力
が

な
い
か
ら
天
災
が
起
こ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
、
貞
観
年
間
に
日
本
全
国
の
神

社
・
仏
閣
に
お
ふ
れ
を
出
し
て
、
天
皇

の
名
誉
を
も
っ
て
し
て
マ
ツ
レ
と
い
う

こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ま
で
国

の
管
理
の
神
社
・
仏
閣
は
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
と
き
の
神
社
・
仏
閣
と

同
じ
所
に
あ
る
現
代
の
神
社
・
仏
閣
は

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
も
流
さ
れ
ず

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
名
称
は
同
じ
で

も
貞
観
年
間
の
場
所
か
ら
移
し
た
神

社
・
仏
閣
は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

貞
観
の
大
地
震
が
来
る
前
に
、
非
常

に
興
味
深
い
の
で
す
が
、
金
華
山
近
く

の
女
川
地
域
で
震
災
が
来
る
こ
と
を
予

見
し
た「
童わ

ざ

謡う
た

」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
歌
の
中
に
「
辰
年
旧
暦
水
無
月
、
巳

の
日
が
三
度
あ
る
年
に
金
華
山
に
弥
勒

菩
薩
が
降
り
て
来
て
、
国
を
変
え
て
い

く
」
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
す
。
今
年

（
2
0
1
2
年
）
も
同
様
に
辰
年
で
6
月

は
巳
の
日
が
3
回
入
り
、
こ
う
い
う
年

の
前
後
に
は
昔
か
ら
非
常
に
急
激
な
変

化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
歌

わ
れ
継
が
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
震
源
地
に
近
い
金

華
山
の
島
は
7
0
0
年
代
聖
武
天
皇
の

頃
か
ら
祭
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、

そ
れ
以
前
か
ら
信
仰
の
場
所
で
あ
り
ま

し
た
。

金
華
山
の
周
囲
は
九
州
の
玄
界
灘
と

と
も
に
、
日
本
の
海
の
中
で
も
最
も
荒

れ
る
と
こ
ろ
で
、
な
か
な
か
島
が
人
を

近
づ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
神
を
祭
る
と
い
う
よ
う
な

信
仰
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

● ❽●



弥
勒
菩
薩
と
い
う
と
、
一
般
的
に
広

隆
寺
の
細
身
の
美
し
い
弥
勒
菩
薩
を
頭

に
想
定
す
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

昔
の
弥
勒
菩
薩
は
布
袋
様
の
よ
う
に
ふ

っ
く
ら
し
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
食
べ
物
に
一
生
困
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
形
を
表
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

飢
饉
と
か
日
照
り
が
続
い
て
、
食
べ
物

が
与
え
ら
れ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

の
で
、
弥
勒
菩
薩
が
降
り
て
く
る
と
非

常
に
有
り
難
い
の
で
す
。
こ
の
弥
勒
菩

薩
が
降
り
て
来
て
私
た
ち
に
何
を
示
す

か
と
い
い
ま
す
と
、
世
の
中
の
変
革
を

示
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
回
の
弥
勒
菩
薩
が
降
り
た
の
は
1

9
2
8
年
の
辰
年
で
、
1
9
2
9
年
に

世
界
大
恐
慌
が
起
こ
り
、
金
融
の
仕
組

み
等
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

貞
観
地
震
後
の
変
革
は
、
日
本
的
文

化
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
神
国
意
識
・

平
安
祭
祀
制
の
確
立
、
陰
陽
道
・
修
験

道
の
形
成
、
国
風
文
化
・
日
本
的
文
化

の
醸
成（
彫
刻
、
建
築
、
絵
画
、
仮
名

文
字
）
等
、
日
本
文
化
の
す
べ
て
の
根

底
に
あ
た
る
部
分
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の

中
で
一
つ
図
に
し
て
み
ま
す
と
、
マ
ツ

リ
ゴ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
「
政
」

と
い
う
字
で
す
が
、「
お
祭
り
」
の
マ
ツ

リ
は
人
の
心
の
中
で
す
。
人
の
心
の
中

す
な
わ
ち
意
識
に
あ
る
こ
と
が
未
来
を

作
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
人
の
心
の
中

は
見
え
な
い
か
ら
と
し
て
、
あ
ま
り
注

目
を
集
め
な
い
の
で
す
が
、
一
部
見
て

い
る
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う
と
、
例
え

ば
占
い
と
い
う
行
為
で
す
。
占
い
と
い

う
の
は
「
裏
を
垣
間
見
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
人
の
心
を
い
か
に
見
て

い
く
か
、
人
の
心
の
中
に
あ
る
こ
と
を

統
計
学
的
に
見
て
い
く
と
、
非
常
に
現

実
味
が
あ
る
と
こ
ろ
が
実
際
に
未
来
に

な
る
わ
け
で
す
。

昔
の
人
々
が
集
合
的
無
意
識
の
中
で

「
鬼
」
と
か
「
闇
」
と
か
「
神
」
と
捉
え

て
い
た
も
の
を
マ
ツ
ル
（
祭
る
）
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
安
を
無
く
し
、
未
来
に

安
心
感
を
持
た
せ
る
た
め
の
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
行
為
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
大
地
か
ら
利
益
を
受
け
る
、

受
け
た
分
を
大
地
に
お
返
し
す
る
、
と

い
う
よ
う
に
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

場
所
が
昔
か
ら
神
社
・
仏
閣
と
い
う
場

所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
人
々
の
そ
の
後
を
見
て
お
り
ま
し

て
も
、
や
は
り
“
供
養
“
と
い
う
の
は
、

亡
く
な
っ
た
方
々
が
あ
の
世
で
幸
せ
に

暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
祈
り
も
あ
り

ま
す
が
そ
れ
以
上
に
、
残
さ
れ
た
人
々

の
心
を
納
め
る
精
神
的
ケ
ア
と
い
う
意

味
で
も
非
常
に
重
要
な
事
だ
と
再
認
識

致
し
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）
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◆

第
三
百
七
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

千
島
学
説
と
は

　
　
　
　
　
講
師
　
酒さ

こ
う向

　
猛

た
け
し 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

酒
向 

猛
氏
　
略
歴

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那

市
出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜

県
立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。

1
9
8
8
年
、
医
学
博
士
。
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
外
科
部
長
兼
中
央
手
術

部
部
長
を
経
て
、
2
0
1
2
年
よ
り
千

葉
県
松
戸
市
の
島
村
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
副
院
長
と
し
て
勤
務
。

千
島
学
説
の
研
究
者
。
千
島
学
説
研
究

会
理
事

千
島
学
説
と
は
、
生
物
学
者
で
岐
阜

大
学
教
授
で
あ
っ
た
千
島
喜
久
男
博
士

（
1
8
9
9
～
1
9
7
8
）
が
唱
え
た

生
物
上
の
学
説
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
異
端
の
学
説
と
し
て
正
統
の
生
物
学

者
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

学
説
は
東
洋
哲
学
の
根
本
原
理
と
よ
く

一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や
自
然
医

学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多
く
か
ら

支
持
さ
れ
て
い
る
。

千
島
は
分
析
と
分
類
を
主
と
す
る
科

学
と
、
総
合
と
統
一
を
旨
と
す
る
と
哲

学
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
体

と
な
っ
て
哲
科
学
と
し
て
成
長
脱
皮
す

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
科
学
的
主

張
と
哲
学
的
主
張
が
混
然
一
体
と
な
っ

た
学
説
を
唱
え
た
。

こ
の
た
め
生
命
現
象
の
物
質
的
な
側

面
の
分
析
と
分
類
に
明
け
暮
れ
る
現
代

の
生
物
学
者
た
ち
は
千
島
学
説
を
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
千
島
学
説
を
疑

似
科
学
で
あ
る
と
非
難
し
無
視
し
て
い

る
。
し
か
し
彼
ら
は
千
島
学
説
の
表
面

の
主
張
を
み
て
批
判
し
て
い
る
だ
け
で

あ
り
、
実
際
に
千
島
の
学
術
論
文
を
読

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

千
島
の
研
究
は
鶏
の
生
殖
腺
の
細
胞
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分
化
（
細
胞
が
他
の
細
胞
に
形
を
変
え

る
こ
と
）の
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

千
島
は
鶏
の
生
殖
腺
の
赤
血
球
（
核

を
持
つ
）
が
様
々
な
細
胞
に
分
化
し
て

ゆ
く
こ
と
発
見
し
、
1
9
4
7
年
博
士

号
を
取
得
す
る
た
め
の
学
位
論
文
と
し

て
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
は

10
年
間
審
査
を
引
き
延
ば
さ
れ
た
の
ち

に
取
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。

赤
血
球
が
他
の
細
胞
に
分
化
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
と
反
論
さ
れ
た
た
め

で
あ
っ
た
。
し
か
し
千
島
は
さ
ら
に
研

究
を
進
め
、
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
化
す
る
根
源
と
な
る
細
胞
で
あ
る

こ
と
発
見
し
た
。

こ
れ
が
「
赤
血
球
分
化
説
」
で
あ
る
。

現
代
生
物
学
で
は
赤
血
球
は
酸
素
運
搬

の
た
め
に
専
門
化
し
て
こ
れ
以
上
変
化

し
な
い
成
熟
し
た
細
胞
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
千
島
は
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る

細
胞
に
分
化
す
る
原
始
的
細
胞
で
あ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
千
島
は
あ
ら
ゆ
る
組
織
細

胞
は
あ
る
条
件
の
も
と
で
は
「
あ
ら
ゆ

る
細
胞
に
変
化
し
最
終
的
に
は
赤
血
球

ま
で
逆
分
化
（
逆
戻
り
）
す
る
」
と
主

張
し
た
。

こ
れ
が
千
島
の
「
赤
血
球
と
組
織
の

可
逆
的
分
化
説
」
で
、
こ
の
よ
う
な
現

象
は
あ
り
得
な
い
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
の
i
P
S
細
胞
の
発
見

は
「
あ
ら
ゆ
る
細
胞
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
化
す
る
潜
在
能
力
を
持
っ
て
い
る
」

可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
千
島
の
学

説
の
正
し
さ
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

現
在
の
生
物
学
で
は
、
生
命
の
自
然

発
生
説
は
1
8
6
1
年
の
パ
ス
ツ
ー
ル

の
実
験
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、

千
島
は
生
命
の
自
然
発
生
を
肯
定
し
、

生
命
を
持
た
な
い
有
機
物
質
の
集
合
か

ら
生
命
を
持
っ
た
細
菌
類
が
発
生
し
、

さ
ら
に
細
菌
類
が
集
合
し
て
細
胞
を
形

成
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
が
千
島
の
「
細
胞
新
生
説
」
で

あ
る
。
さ
ら
に
千
島
は
、
血
液
は
骨
髄

で
造
ら
れ
る
と
い
う
現
代
医
学
の
定
説

で
あ
る
骨
髄
造
血
説
を
否
定
し
、
血
液

は
腸
管
で
食
物
か
ら
細
胞
新
生
で
造
ら

れ
る
と
い
う
「
腸
造
血
説
」
を
唱
え
た
。

腸
造
血
説
は
食
物
が
い
か
に
健
康
と

大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
し
、

薬
物
中
心
の
現
代
医
学
に
大
き
な
疑
問

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

現
代
医
学
で
は
癌
と
は
突
然
変
異
を

起
こ
し
た
細
胞
が
際
限
な
く
細
胞
分
裂

を
繰
り
返
す
疾
患
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
が
、
千
島
は
癌
細
胞
は
汚
れ
た
赤

血
球
が
集
合
し
て
発
生
す
る
と
現
代
医

学
の
定
説
を
否
定
し
て
い
る
。

千
島
は
遺
伝
学
や
進
化
論
に
お
い
て

も
現
代
生
物
学
の
定
説
を
否
定
し
て
い

る
。
現
代
の
正
統
遺
伝
学
で
否
定
さ
れ

て
い
る
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
認
め
て
い

る
。進

化
論
に
お
い
て
は
弱
肉
強
食
の
自

然
淘
汰
が
進
化
の
原
動
力
で
あ
る
と
い

う
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
否
定
し
、

種
類
の
違
う
生
物
同
士
が
協
力
し
て
共

生
す
る
こ
と
が
生
物
進
化
の
原
動
力
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

千
島
は
独
自
の
生
命
発
展
の
根
本
原

理
と
し
て
、「
す
べ
て
の
物
質
は
集
合

し
て
融
合
し
分
化
発
展
す
る
」
と
説
き
、

そ
の
原
動
力
は
愛
と
呼
べ
る
よ
う
な
力

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

千
島
は
、
生
命
は
少
し
歪
み
を
持
っ

た
調
和
の
状
態
を
保
ち
な
が
ら
周
期
的

な
螺
旋
を
描
き
な
が
ら
発
展
す
る
と
考

え
て
い
る
。

千
島
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ

ー
ト
さ
れ
た
が
、
そ
の
学
説
が
あ
ま
り

に
定
説
と
か
け
離
れ
て
い
る
た
め
誰
も

追
試
を
す
る
学
者
が
な
く
受
賞
を
逃
し

た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
あ
る
人
は
、
千
島
は
生
ま
れ
る

の
が
百
年
早
過
ぎ
た
と
評
し
た
。

千
島
学
説
は
以
下
の
8
つ
の
原
理
か

ら
構
成
さ
れ
る
。

1
．
赤
血
球
は
体
細
胞
の
母
体
で
あ
る

（
赤
血
球
分
化
説
ま
た
は
赤
血
球
一

元
論
）

赤
血
球
は
様
々
な
体
細
胞
が
分
化
す

る
母
体
で
あ
る
。�

2
．
体
細
胞
と
赤
血
球
は
可
逆
的
に
分

化
す
る

栄
養
不
足
や
大
量
出
血
後
な
ど
の
病

的
状
態
の
と
き
は
、
体
組
織
の
細
胞

か
ら
赤
血
球
へ
の
分
化
が
見
ら
れ
る
。

3
．
病
原
体
は
自
然
発
生
す
る

バ
ク
テ
リ
ア
・
ウ
イ
ル
ス
な
ど
病
原

体
は
、
親
が
い
な
く
と
も
有
機
物
の

腐
敗
の
状
態
か
ら
、
そ
の
有
機
物
を

母
体
と
し
て
自
然
に
発
生
す
る
。

4
．
細
胞
新
生
説

細
胞
は
段
階
を
踏
ん
だ
細
胞
分
裂
に

よ
っ
て
増
殖
す
る
の
で
は
な
く
、
5

つ
の
形
態
で
新
生
す
る
。

5
．
造
血
器
官
は
小
腸
絨
毛
で
あ
る
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骨
髄
を
造
血
器
官
と
し
て
認
め
な
い
。

骨
髄
造
血
説
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
造

血
器
官
は
小
腸
の
絨
毛
で
あ
る
。

6
．
獲
得
形
質
は
遺
伝
し
、
生
殖
細
胞

は
血
球
に
由
来
す
る

生
物
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
生
の
間
に
、

そ
の
環
境
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た

形
質
は
子
孫
に
遺
伝
す
る
（
獲
得
形

質
の
遺
伝
の
肯
定
）。
ま
た
、
精
子
や

卵
子
な
ど
の
生
殖
細
胞
は
体
の
組
織

と
は
別
物
で
は
な
く
、
赤
血
球
が
変

化
し
て
で
き
る
（
生
殖
細
胞
の
血
球

由
来
説
）。

7
．
従
来
の
進
化
論
の
否
定
と
共
生
説

の
提
唱

生
物
進
化
の
最
も
重
要
な
要
因
は
、

環
境
に
適
応
し
た
強
い
生
物
が
生
き

残
る
と
い
う
「
適
者
生
存
」
で
は
な

く
、
同
じ
種
類
あ
る
い
は
違
っ
た
種

類
の
生
物
の
助
け
合
い
と
い
う
共
生

現
象
で
あ
る
。

8
．
生
命
弁
証
法

当
該
人
の
用
い
る
独
自
の
弁
証
法（
生

命
弁
証
法
）
は
、
唯
物
弁
証
法
と
唯

心
弁
証
法
を
止
揚
し
統
一
し
た
も
の

で
あ
る
。

千
島
学
説
は
統
合
科
学
へ
の
可
能
性

が
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

国
会
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
千
島
学

説
に
つ
い
て
講
演
し
て
頂
い
た
。
す
な

お
に
考
え
れ
ば�

「
赤
血
球
分
化
説
」
が

当
た
り
前
で
断
食
等
の
日
常
経
験
と
も

一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
学
会
の
先
生

方
は
ど
う
し
て
す
な
お
に
な
れ
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
23
名
、
合
計
37
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

根
源
の
音
―
声
に
出
し
て
歌
う

和
歌

　
　
　
　
　
講
師
　
伊
藤
　
一
夫 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
4
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

伊
藤
一
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

星
と
森
披
講
学
習
会
名
誉
会
長
。
星

と
森
披
講
学
習
会
は
宮
中
で
行
わ
れ
て

い
る
和
歌
の
披
講
を
民
間
に
お
い
て
研

究
実
践
す
る
会
と
し
て
平
成
16
年
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
宮
中
に
お
け
る
重

要
儀
式
の
ほ
と
ん
ど
を
担
当
し
た
中
島

宝
城
先
生
、
聖
徳
大
学　

青
柳
隆
志
教

授
、
早
稲
田
大
学　

兼
築
信
行
教
授
な

ど
の
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
に
至
り

ま
す
。
伊
藤
一
夫
氏
は
初
代
会
長
、
現

名
誉
会
長
。
ま
た
、「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・

愛
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
多
方
面
で
活
動

中
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

人
は
ど
の
国
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
生
後

一
歳
ま
で
は
母
音
言
語
を
共
通
し
て
発

声
し
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ
人
種
民
族
を

超
え
た
命
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

唯
一
母
音
を
言
語
に
残
し
た
日
本
語

の
特
殊
性
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
ま

た
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
形
で

表
現
さ
れ
る
和
歌
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。音

楽
に
は
い
ろ
ん
な
世
界
が
あ
り
ま

す
。
失
恋
し
て
悲
し
み
に
浸
っ
た
時
、

本
当
の
悲
し
み
、
苦
し
み
の
時
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
よ
り
も
演
歌
の
方
が
心
に

響
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
未

来
が
あ
る
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
よ
い
の

で
す
。

日
本
語
と
外
国
語
に
は
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。
母
音
を
閉
じ
込
め
て
い
る

の
が
日
本
語
で
す
。

日
本
語
の
音
は
す
べ
て
母
音
構
造
で

す
。
昔
の
母
音
は
7
、
8
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

古
代
ユ
ダ
ヤ
は
書
体
に
母
音
を
省
い

た
よ
う
で
す
。
ど
の
民
族
の
言
葉
も
、

言
葉
の
最
後
を
伸
ば
せ
ば
な
ん
ら
か
の

母
音
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
言
葉
の

意
味
を
伝
え
る
に
は
、
母
音
の
伸
ば
し

を
省
い
た
ほ
う
が
効
率
が
よ
く
な
り
ま

す
。
子
音
重
視
で
行
く
方
が
多
く
の
意

味
を
効
率
よ
く
伝
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
ほ
と
ん
ど
の
言
語
が
子
音
重
視

と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
言
語
学
的
に
は
日
本
人
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と
外
国
の
差
は
明
ら
か
で
す
。

日
本
語
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
発
音

に
、
必
ず
、
母
音
が
絡
み
ま
す
。

母
音
の
み
の
言
葉
も
あ
り
、
多
く
は

子
音
と
母
音
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

角
田
理
論
に
よ
れ
ば
日
本
人
は
虫
の

音
や
風
の
音
、
水
の
音
な
ど
、
自
然
界

の
音
を
左
脳
で
聞
く
と
い
い
ま
す
。
風

が
何
か
を
伝
え
る
な
ど
日
本
語
は
自
然

を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で

す
。
日
本
人
は
母
音
が
左
脳
に
入
っ
て

く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

こ
の
言
語
の
特
質
は
一
つ
の
限
界
を

超
え
る
も
の
で
本
質
論
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

私
た
ち
は
母
音
で
自
然
に
戻
れ
ま

す
。
日
本
人
以
外
の
場
合
は
、
ほ
と
ん

ど
、
自
然
界
の
音
を
右
脳
で
聞
き
ま
す
。

右
の
脳
は
無
意
識
の
脳
で
あ
り
、
自
然

界
の
音
を
雑
音
と
し
て
切
り
捨
て
ま
す
。

実
際
に
虫
の
鳴
く
音
な
ど
に
気
づ
き
に

く
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
優

れ
て
い
る
と
か
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、

違
い
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

日
本
人
の
脳
は
、
自
然
の
音
を
言
葉

と
し
て
捉
え
る
。
日
本
人
以
外
の
ほ
と

ん
ど
の
脳
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
雑
音

と
し
て
処
理
す
る
。
こ
の
違
い
は
か
な

り
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
観
、
情

緒
、
文
化
、
芸
術
、
人
間
性
に
、
大
き

な
違
い
を
生
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
な

い
は
ず
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
聖
書
を
読
む
時
に

音
を
伸
ば
す
読
み
方
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
次
第
に
メ
ロ
デ
イ
重
視
に
移
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

音
を
伸
ば
す
と
倍
音
化
し
て
ゆ
き
、

非
日
常
的
な
声
に
な
り
ま
す
。
こ
の
母

音
を
あ
え
て
重
視
し
て
発
声
す
る
と
、

倍
音
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

祈
り
、
祝
詞
も
非
日
常
的
な
も
の
で

あ
り
、
上
に
伸
び
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
倍
音
発
声
に
よ
っ
て
、

遠
方
に
ま
で
声
が
届
き
や
す
く
な
る
か

ら
で
す
。

そ
し
て
倍
音
が
も
た
ら
す
他
へ
の
影

響
力
が
あ
り
ま
す
。

倍
音
は
倍
化
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、

高
い
周
波
数
の
発
声
と
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
そ
れ
は
波
長
の
短
い
音
声
で
あ

り
、
他
の
体
を
も
貫
通
し
、
感
覚
的
に

は
一
体
感
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
人
間
は
驚
い
た
り
、
お
び
え
た

り
す
る
際
の
伝
達
に
、
母
音
か
ら
来
る

倍
音
を
自
然
と
選
び
取
る
の
で
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
も
倍
音
で
す
。

こ
こ
で
発
声
の
実
演
と
練
習
が
行
わ

れ
た
。

　

ア

　

イ　

一
番
倍
音
が
出
や
す
い

　

ウ　

生
ま
れ
る
時
の
音

　

エ　

い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

　

オ　

宇
宙
に
流
れ
て
い
る
音

耳
に
聞
こ
え
な
く
て
も
振
動
は
感
ず

る
は
ず
で
す
（
今
回
の
参
加
者
に
聴
覚

障
が
い
の
方
が
お
り
、
伊
藤
氏
は
そ
の

方
に
向
け
て
「
オ
ー
」
と
発
声
し
、
感

ず
る
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
た
）。

現
代
は
便
利
さ
の
文
化
と
引
き
換
え

に
失
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
共
同
洗

濯
場
が
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
懇
談
の

場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

白
人
の
顔
を
見
る
と
悲
し
み
を
感
じ

ま
す
。

近
代
は
音
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
自

己
嫌
悪
に
落
ち
る
よ
う
な
音
が
支
配
し

て
い
ま
す
。

森
の
中
の
落
ち
葉
を
踏
む
音
で
ゆ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
前
で
は
情
報
が
な
さ
す

ぎ
ま
す
。
命
の
音
を
取
り
返
す
こ
と
が

大
事
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
に
で
き
る
の
で
す
。
た

と
え
ば
風
呂
場
で
倍
音
を
発
声
す
る
の

で
す
。

こ
こ
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

二
人
で
ペ
ア
と
な
り
、
ま
ず
相
手
に

伝
わ
る
と
感
じ
た
音
を
し
ば
ら
く
発
声
、

次
い
で
相
手
の
反
応
を
聞
い
た
。

発
声
に
よ
り
、
空
気
も
よ
く
な
り
ま

す
。
命
の
空
気
に
な
る
の
で
す
。

ア
イ
ウ
エ
オ
だ
け
で
な
く
そ
の
前
か

ら
宇
宙
発
生
と
と
も
に
流
れ
て
い
る
音

が
あ
り
ま
す
。

練
習ア

ー
と
い
い
な
が
ら
そ
の
母
音
を
続

け
時
々
子
音
を
入
れ
る
。
そ
れ
を
と
ぎ

れ
な
い
よ
う
に
続
け
る

ア
を
続
け
な
が
ら
オ
ウ
エ
イ
を
続
け

る
と
母
音
の
神
様
（
ヤ
ハ
ア
エ
）
が
現

れ
る17

世
紀
の
教
会
で
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
聖

歌
が
歌
わ
れ
、
音
楽
・
ソ
ル
フ
ェ
ジ
ォ

音
階
を
通
じ
て
神
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ソ
ル
フ
ェ
ジ
ォ
音
階
が
突

然
人
の
前
か
ら
消
え
ま
し
た
。
1

�
9
�9�

0
年
代
に
こ
れ
を
復
活
し
た
の
が
米
国

自
然
療
法
医
ジ
ョ
セ
フ
・
プ
レ
オ
博
士

で
す
。
神
の
愛
そ
の
も
の
で
あ
る
5�

2�

8
Hz
を
中
心
M
I
（
ミ
）
と
す
る
ソ
ル

フ
ェ
ジ
ュ
5
和
音
（
表
1
）
を
聞
く
と

● �●



宇
宙
時
代
の
幕
開
け
が
愛
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
こ
と
か
体
感
で
き
ま
す
。

私
の
友
人
医
師
土
橋
重
隆
氏
は
5�

2�

8
Hz
の
音
が
身
体
と
心
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
、
同

医
師
と
音
と
医
学
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
共

同
で
す
す
め
て
い
ま
す
。

母
音
を
発
声
し
相
手
の
手
を
と
り
認

識
す
る
こ
と
で
、
幸
福
を
感
じ
、
命
と

つ
な
が
る
こ
と
で
仕
事
が
で
き
る
の
で

す
。ま

た
私
は
、
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
星
占
い
を
専
門
に
し
て

い
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
偽
善
が

な
く
な
り
ま
す
。

星
占
い
と
は
天
体
の
運
行
と
人
間
の

運
命
と
が
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
も
の

で
人
間
の
将
来
を
予
測
す
る
方
法
で
す
。

時
間
に
は「
始
ま
り
、
継
続
、
変
化
」

の
三
つ
の
要
素
が
あ
り
、
自
然
に
は

「
火
、
地
、
風
、
水
」
の
四
つ
の
要
素
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
3
×
4
＝
12

通
り
の
変
化
が
意
識
で
き
ま
す
。

和
歌
に
つ
い
て

和
歌
と
は
和
の
歌
で
す
。
共
に
歌
う

こ
と
で
す
。

音
優
位
の
言
語
に
は
、
生
き
る
者
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
が
優
先
さ
れ
や
す

い
構
造
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
言
葉
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
が
和
歌
で
す
。
ま
さ
に
和

の
言
葉
に
よ
り
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
和
歌
に

は
、
他
の
音
声
文
化
に
は
な
い
特
徴
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

和
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
異
質
の

も
の
へ
通
じ
る
音
が
生
じ
、
異
質
の
も

の
と
仲
良
く
一
体
化
で
き
る
音
が
生
じ

ま
す
。

月
、
櫻
、
梅
、
波
な
ど
の
自
然
を
歌

う
歌
が
あ
り
、
大
事
な
時
、
恋
愛
の
歌
、

心
が
動
い
た
時
の
歌
、
死
に
際
し
て
の

歌
が
あ
り
ま
す
。

宮
中
の
歌
会
始
め
は
、
年
初
に
あ
た

っ
て
一
年
の
幸
せ
を
祈
る
歌
で
す
。

い
ず
れ
も
人
を
幸
せ
に
す
る
力
が
あ

り
ま
す
。

和
歌
に
よ
っ
て
思
い
が
伝
達
さ
れ
れ

ば
、
鬼
神
の
心
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
、

神
へ
の
さ
さ
げ
る
音
に
な
る
こ
と
も
、

動
物
や
植
物
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
異
質
の
人
間
同
士

の
中
に
同
一
の
思
い
が
伝
わ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
人
種
の
優
劣
も
差
異
も
な
く

な
る
世
界
の
現
出
の
可
能
性
が
出
て
く

る
の
で
す
。

和
歌
を
歌
う
こ
と
に
は
限
り
の
な
い

夢
が
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
四
季
の
訪
れ
も
、
そ

の
年
そ
の
年
で
味
わ
い
は
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
歌
に
し
て
詠
む
こ
と
で
、
共
に

生
き
る
喜
び
、
共
に
在
る
喜
び
を
私
た

ち
が
感
じ
合
い
、
響
き
合
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
時
代
も
世
界

も
変
わ
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

母
音
を
主
に
し
た
日
本
語
の
特
殊
性

と
日
本
人
の
左
脳
、
右
脳
の
働
き
そ
れ

を
現
し
た
和
歌
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
殊
性
は
、
絆
を
強
め
、
平

和
な
世
界
を
創
る
こ
と
に
貢
献
す
る
で

あ
ろ
う
と
思
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
8
名
、
非
会

員
28
名
、
手
話
通
訳
3
名
、
合
計
39
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務

局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）

ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

音名 読み 周波数 音の意味 対応チャクラ

UT ウートゥ 396Hz 罪の意識や恐怖の解放 咽喉

RE レ 417Hz 変化に挑戦する心、知性 胸

MI ミ 528Hz 無限の可能性、DNAの修復 根

FA ファ 639Hz あらゆる人間関係の向上 腹

SOL ソ 741Hz 問題を解決する力、表現力 胸

LA ラ 852Hz 直感力、自分の魂を知る 眉間



2−4）デバイ遮蔽とオーブ
プラズマの中に、点状電荷（M、+物質）を

置く。（+）電荷なので、自身の電場の為に電子
やイオンを引きつけたり、反発したりして、結
果として、その周りに（+）電荷を打ち消す様な
式（2）の分布を造る。

　Φ（r）=（q/r）exp（–r）/（λp）・・・・・式（2）
　　　Φ（r）：クーロンポテンシャル
　　　 q：電荷　r：距離　λp：デバイ長さ�

しかし、電子やイオンは熱運動しているの
で、空間的に一様分布を造ろうとする。これ
らの2つの運動の釣合いにより、（+）電荷を遮
蔽する空間の分布（ほぼ円形）がきめられる。
両者がバランスした時の、遮蔽距離の特徴的
な長さを「デバイ長さ、デバイ遮蔽」という。
プラズマの中には正（+イオン）と負（−イオン）
が太極図状に絡み合うプラズマボールが有り、

（+イオン）が（−イオン）よりも大になるものが
オーブの核に成るのであろう。オーブがほぼ
円形に撮影されるのは、このデバイ遮蔽の効

果の為であり、円の大きさは式（2）に依存し、
オーブ周りのヘイロー（halo）はデバイ遮蔽周
りの電子光である、と判断している。

2−5）プラズマ振動とオーブ
振り子状に、バランスが保たれているプラ

ズマがある。このプラズマ中の電子分布に粗
蜜が生じる場合を想定する。この粗蜜を打ち
消すために、振り子に復元力が生じ、生成さ
れる静電場によって電子は加速されて動くが、

（振り子が）釣合い点を過ぎると、逆の粗蜜が
生じる。そして逆向きの電場になって逆方向
に動く。この粗蜜を平坦化するように電子は、
逆向きに働く。これらが返されると、振り子が
左右にふれる様に、プラズマが振動する。つ
まり「プラズマ振動」が形成されることになる。
詳細は省略するが、オーブの円形の中の非対
称のマンダラ模様並びに干渉縞は、このプラ
ズマ振動が、伝達物質PSI-pair群の作用の為
に、カオスアトラクターに変化・成長した為で
はないだろうかと推定し、判断している。

● �●

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
3
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「
宇
宙
図
書
館
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と

私
た
ち�

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
ま
た
は
F
A
X

番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
○
月
○
○
○

○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



中の物質（M）が電離して、

（M）+（E）→M（+イオン）+電子（–）
 ・・・・・・式（1）
　　M：物質　　E：エネルギー

になる。これをプラズマという。つまり、空気
を電離するとプラズマになる。プラズマは、正

（+）の電荷を持つ粒子と負（−）の電荷を持つ粒
子の集合体である。

2−2）プラズマの性質
既知のプラズマの性質のうち、本稿に関係

があると思われるものを選んで述べる。（1）プ
ラズマは電荷を持った粒子（荷電粒子）の集合
体であり、集団的に運動する。（2）プラズマ中
の（+）粒子数と（−）粒子数はほぼ等しいので、
全体としては、ほぼ中性である。（3）集団とし
ての電子やイオンの移動に伴い、プラズマ内
に電流が流れる。つまりプラズマには導電性
がある。（4）一つの荷電粒子にたいして、非常
に多くの荷電粒子が相互に作用し合っている。
これらの結果として、多様性が生じる。（5）プ
ラズマ中の電波の伝送には、縦波（音波）と横
波（電磁波）がある。（6）電子は動きやすいが、
イオンは動きにくい。（7）プラズマは、個々の
粒子（イオン）や電子の動きと同時に、集団的
な振舞いが重要である。（8）プラズマは質量を
持っているので、加熱すると、エネルギーが
上昇し、電気抵抗は減少する。（9）熱平衡状態
では、プラズマは巨視的には一様であるが、
微視的には、密度分布の揺らぎを伴っている。

（10）プラズマ中では、（+）電荷の粒子は、この
（+）イオンの周りに集まる電子（−）によって電

荷が遮蔽される傾向がある。これを「デバイ遮
蔽」という。

2−3）オーブとプラズマの関係
オーブはプラズマの中の特異例（別種類）と

して存在している。プラズマは物質なので、
科学的な説明が可能である。これに対し、オー
ブは物と心の2面性を兼ね備えているので、科
学的な解明や説明は未知であり、今後の問題
である。つまり、プラズマに意識（精神）面が
追加された場合の特異例がオーブであると考
える。したがってオーブが撮影される為には、
赤外線領域が撮影出来るデジタルカメラを用
いて、プラズマが存在するであろう（薄暗い）
空間に向けて、フラッシュ撮影する必要があ
る。さらに、オーブ（又はサイ・気）はプラズ
マ中の赤外線領域（△H=1.38eV）に存在して
おり、未知の存在（S.G.）の助けをかりて、変性
意識状態でシャッターを切る場合に出現する
様子である。

一例として、プラズマ中のデバイ遮蔽され
た物質（M）にたいして、撮影者のバイオホト
ンを放射し（変性意識状態時）、さらにフラッ
シュ光（1/1000sec）が放射された時に、オー
ブが形成されて、写ることになる、と推定して
いる。再記すると、無心、リラックス集中して、
シャッターを切ると、フラッシュ光と、放出さ
れた微細身素粒子（オーラ､ バイオフォトン）
がPSI-pair群（PSI-spin群）を形成し、これら
が物質（M）内のプラズマボール（太極図状の
陰イオンと陽イオン）と同調（共鳴、共振）した
ときに、オーブの核が形成され、オーブが写
されるのであろう。

●� ●

写真1（No.1030） 写真２（No.1730）



インターネットのサイト等に報告されている
オーブ写真の70%以上は偽オーブである、と
いわれている。本稿では、はじめに一例とし
て、著者が撮影したオーブ（orb）写真、並びに
偽オーブ写真を紹介する。つぎに、既知のプ
ラズマとオーブが、どの様な関係にあるかに
ついて、検討し考察することにした。

1）オーブ写真の一例
結果の一例を写真1、2に示す。撮影モード

を「オート」に選定、フラッシュ撮影している。
つまり最適な絞り値とシャッター速度をカメラ
が自動的に選択する仕組みになっている。次
頁の写真1（No.1030）をみる。2012年春（6月9
日土曜日）、八王子市、朝方（3:40頃）、小雨の
降り始め時、カメラはCASIO、EX-Z40PC。
オーブと思われる写真の一例である。撮影画
面の右下にA球がある（一番大きい）。白色発
光体で、輪郭は明瞭、ヘイロー（halo）を伴なっ
ている。強い白発光が全面を覆っているので、
明白では無いが、円内部には非対称のマンダ
ラ状模様がある様子。フラッシュ光などのエ
ネルギーを受けて、オーブ内原子の電子軌道
間の電子移動に基づく緩和エネルギーが発光
の原因となり、しかも多くの光が加算されたの
で、白色になったのであろう。2番目に大きい
B球（画面のほぼ真中にある）は、輪郭は明瞭。
円内部に非対称の干渉縞状マンダラ模様を
持っている。3番目に大きいC球は、画面の左
上にある。これはB球とほぼ同一であるが、月
の裏側とも思えるようなマンダラ模様を持って
いる。また、左中央下にある乳白色状小球オー

ブは、尾を引きながら上昇している。その他
大小様々な円形状オーブが写されている。

写真2（No. 1730）をみる。2013年1月22日
（火）、福島市、冬の朝方の5:36分、カメラは
NIKON、E-2200、積雪のある地面の上に、
這う様に濃いモヤが立ちこめていた。撮影画
面のほぼ全面に乳白色で均な一大きさ、円形
状の偽オーブが写されている。輪郭は不鮮明、
円形内部は乳白色で均一、模様は無い。これ
は、カメラレンズ付近にあった微細なモヤとし
ての水滴が、フラッシュ光に反射されて写り
込んだのであろう。

2）プラズマとオーブ
2−1）空気成分の電離

大気中には、宇宙から降り注いでくる宇宙
線によって生成されるイオン（ion）が存在して
おり、これが地球上に降下してきて、空気中
にある10−6～10−3 cmの大きさのエアロゾル

（aerosol）に付着して、大球イオンになる。エ
アロゾルは地球表面付近に多量に存在してい
るので、地表面の電場は、晴天時の地上で約
100V/m程度（高さ方向）になる。地上では普
通は負（−）に帯電している。我々は、この地
球表面上で生活を営んでいる訳であるが、居
住空間の上に厚い雨雲がやってくると、雲の
上側の電位は（+）、下側の電位は（−）に帯電
し、そこの地表面の電位は（−）から（+）に変化
することになる。雨が降り始めると、雨雲の下
の空気の構成成分に電離が起こり、自由電子
とイオンが生成される。

たとえば、ネルギーEが与えられて、空気

オーブの形成過程（1）オーブの形成過程（1）
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九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　

講
師　

奥
野　

節
子 

氏

ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら

車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ

デ
ィ
ア
ニ
ア
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
、

奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ジ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
い
に
や
っ
て

き
ま
す
。

彼
の
療
養
所
で
あ
る
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

の
家
（
通
称
カ
ー
サ
）
で
は
、「
医
師
か

ら
見
放
さ
れ
た
癌
が
治
っ
た
」「
車
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
な
ど
の
話
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

2
0
0
8
年
に
初
め
て
カ
ー
サ
に
滞

在
す
る
ま
で
、
私
自
身
、「
奇
跡
の
癒
し
」

に
つ
い
て
疑
い
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
滞
在
中
、
理
性
で

は
到
底
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
次
々
と

目
撃
し
、
彼
の
治
療
が
本
物
で
あ
る
と

確
信
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

本
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
聖
イ
グ
ナ

チ
オ
の
家
を
5
回
訪
問
し
た
経
験
を
も

と
に
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

と
は
ど
ん
な
人
物
か
、
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
と
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
の
様
子
、
カ

ー
サ
で
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

そ
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
精
神
世
界
関
係

の
訳
書
を
多
数
出
さ
れ
、
そ
の
著
者
た

ち
に
も
会
っ
て
お
話
し
さ
れ
て
い
る
奥

野
氏
の
貴
重
な
講
演
会
で
す
。
質
疑
応

答
時
間
も
十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
奥
野
節
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
校
の
英
語
教
師
を
経
て
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
修
了
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
米
企
業
に
勤
務
。
帰

国
後
、
精
神
世
界
分
野
の
翻
訳
者
と
な

る
。
訳
書
に
、『「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
味
』

（
サ
ン
マ
ー
ク
）『
喜
び
か
ら
人
生
を
生

き
る
!
』（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
）

『
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
』『
オ
ー
ブ

は
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
』『
運

命
を
書
き
換
え
る
前
世
療
法
C
D
ブ
ッ

ク
』『
1
0
0
の
夢
辞
典
』（
以
上
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
多
数
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅱ

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
三
七
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
八
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
佐
々
木
茂
美
会
長
の
新
著
ご
紹
介

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
形
成
過
程
（
2
）

������������������������������������������������������������
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

枝
元　

孝
行　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

本
年
3
月
1
日
発
行
の
「
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
と
と
も
に
、「
年
会
費
納
入
の

お
願
い
」
と
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
致

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
振
り
込
み
未
了

の
方
は
、
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
お

振
り
込
み
願
い
ま
す
。
郵
便
振
替
用
紙

は
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。

0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

年
会
費
一
年
度
分

維
持
会
員　

二
〇
〇
〇
〇
円
（
1
口
）

正
会
員　
　
　

九
〇
〇
〇
円

学
生
会
員　
　

六
〇
〇
〇
円

準
会
員　
　
　

五
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　

講
師　

大
峰　

か
ず
子 

氏

日
時　

平
成
25
年
9
月
21
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

「
世
界
史
上
で
も
第
一
級
の
人
物

空
海
の
修
行
と
世
界
観
、
密
教
超

能
力
の
原
理
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

（
才
能
開
発
研
究
所
、
占
星
学
研
究
家
）

弘
法
大
師�

空
海
に
よ
っ
て
真
言
密
教

の
根
本
道
場
が
創
ら
れ
た
高
野
山
は
、

平
成
27
年
に
開
創
1
2
0
0
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
機
会
に
最
澄
と
共
に
日
本
の
仏

教
の
土
台
を
築
き
あ
げ
、
ま
た
日
本
の

文
化
の
土
台
を
創
っ
た
空
海
の
、
宗
教

家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
家
、
能

力
者
と
し
て
第
一
級
の
人
物
と
成
っ
て

い
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
偶
然
に
満

ち
た
個
人
史
を
紐
解
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

講
師
が
今
年
の
5
月
に
、
高
野
山
で

胎
蔵
界
の
結
縁
潅
頂
を
受
け
た
時
期
の
、

宿
坊
で
の
護
摩
行
の
ビ
デ
オ
映
像
や
金

剛
峯
寺
の
写
真
等
も
紹
介
致
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半
ま
で

　
　
　
（
午
後
1
時
開
場
）

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

　
　
　

究
所
「
第
一
研
修
室
」

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
―
45
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ�
北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L�

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
随
時
入
会
受
付
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
23
回
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と

自
然
治
癒
力
」

「
自
然
治
癒
力
」
は
、
自
己
再
生
機
能

と
自
己
防
衛（
免
疫
）
機
能
の
両
面
を

持
っ
て
お
り
、
こ
の
機
能
は
、
こ
の
物

理
世
界
で
、
す
べ
て
の
人
が
、
訓
練
も

せ
ず
に
、
自
然
に
発
揮
し
て
い
る
能
力

で
す
。
外
科
医
は
、
臓
器
や
皮
膚
を
切

り
裂
き
、
そ
し
て
針
と
糸
で
縫
合
し
ま

す
。
し
か
し
、
臓
器
や
皮
膚
を
、
細
菌

か
ら
守
り
な
が
ら
、
細
胞
同
士
、
神
経

同
士
、
血
管
同
士
を
結
合
し
再
生
さ
せ

て
い
る
の
は
、
自
然
治
癒
力
な
の
で
す
。

た
と
え
、
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
と
言
わ
れ
る

名
医
で
あ
っ
て
も
、
出
来
る
こ
と
は
、

再
生
の
お
膳
立
て
・
お
手
伝
い
だ
け
な

の
で
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
私

た
ち
は
誰
で
も
、
体
内
に
、
自
然
治
癒

力
と
い
う
世
界
一
の
名
医
を
、
持
っ
て

い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

（
徳
永
康
夫�

大
会
委
員
長　

原
稿
抜
粋
）

● ❷●



●❸ ●

★日本サイ科学会　第23回全国大会プログラム★
     　　（サトルエネルギー学会協賛）

（日時）　2013年10月13日（日）10：00～16：50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）

の階段を下り改札口を出て見える高層ビル
（会費）　会員　¥2,000　�一般　¥3,000　�学生　¥1,000
� � ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

プログラム（敬称略）
� 9：30� � 　開場
10：00～10：10�　開会のご挨拶　徳永�康夫�大会委員長

◎会員の研究発表（5名）（20分発表5分質疑応答／1人）
10：10～10：35�　富樫�昭夫　「気と自然治癒力」
10：35～11：00�　ロン�薄葉　「オーブは地球を癒やしている ! ?」
11：00～11：25�　橋本�和哉　「鬱積感情と憑依による気の滞り」
11：25～11：50�　森安�政仁　「こころや霊的作用における病気について」
11：50～13：00�　　昼休み
13：00～13：25�　山根�真　 「『リンゴからダークマター、宇宙へ』重力定数の元を
　　　　　　　　　　　　　　求めて」

◎シンポジウム　テーマ「サイと自然治癒力」
13：30～14：30�　シンポジウム基調講演　佐藤�禎花
� � 「2種類のガンを乗り越えて治す力と治る力　生命エネルギーと氣」
14：30～14：40�　休憩
14：40～16：40�　シンポジウム　パネルディスカッション
　　大会シンポジウム委員長　徳永�康夫（日本サイ科学会理事）
　　　　　　　　　「シンポジウム『サイと自然治癒力』開催に当たって」
　　司会進行　阿久津�淳（日本サイ科学会理事）
　　パネリスト
　　　　佐藤�禎花
　　　　宇治橋�泰志� 「『難病を根本から改善する』新治療法を求めて」
　　　　朝日�舞�� 「自然治癒力と禅エクササイズ」
　　　　小暮�周吾� 「自然治癒力を瞬時に引き出す日本伝統療法、古式腱

けん

引
び

き」　
　　　　田戸�純子� 「植物がもたらす恩恵　～雑穀と野菜を食して心・身体・魂
� � � ヨロコブ～」
　　　　ロン�薄葉� 「人体の微細エネルギー構造の見解　～新時代のエネルギー
� � � 原理と人体の多次元世界～」
　　14：40～15：40� 大会委員長、パネラーの発表（1人10分）
　　15：40～16：40� パネル・ディスカッション　パネラー+会場参加者
16：40～16：45�　優秀研究賞　表彰式　佐々木�茂美�会長
16：45～16：50�　閉会のご挨拶　徳永�康夫�大会委員長
17：30～19：30�　懇親会（希望者：当日受付）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

日
時　

平
成
25
年
10
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
意
識
文
明
の
夜
明
け

　
　
　

講
師　

松
尾　

み
ど
り 

氏

日
時　

平
成
25
年
11
月
16
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之 

氏

（ 

国
際
総
合
研
究
機
構　

生
体
計
測　

研
究
所　

研
究
部
長
）

サ
イ
の
研
究
は
20
世
紀
末
か
ら
周
辺

の
関
連
領
域
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
従
来
の
超
心
理
学
や
宗
教
心
理

学
が
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
問
題
、
特
に

発
生
頻
度
の
少
な
い
特
異
な
体
験
を
扱

う
特
異
心
理
学
が
勃
興
し
、
サ
イ
の
問

題
を
新
し
い
見
方
で
捉
え
直
し
て
お
り

ま
す
。

補
完
代
替
医
療
や
統
合
医
療
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
療
法
（
生
体
念
力
療
法
）
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
メ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

の
医
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ

る
研
究
論
文
も
増
加
し
ま
し
た
。
特
異

心
理
学
は
意
識
研
究
の
一
つ
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
医
療
・
看
護
領
域

の
研
究
は
生
体
に
作
用
す
る
サ
イ
の
研

究
と
言
え
ま
す
。

生
体
は
意
識
よ
り
も
サ
イ
に
敏
感
で

あ
り
ま
す
。
現
在
の
実
験
的
サ
イ
研
究

の
大
き
な
潮
流
は
、
無
意
識
的
な
生
理

反
応
を
サ
イ
の
指
標
と
す
る
研
究
で
あ

り
ま
す
。

筆
者
は
近
年
、
生
体
そ
の
も
の
を
一

種
の
セ
ン
サ
と
見
る
大
胆
な
考
え
方
を

採
用
し
、bio-PK

の
高
感
度
測
定
系
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
生
体
セ
ン
サ

の
概
念
、
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
実
験

デ
ザ
イ
ン
、
筆
者
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
サ
イ
の
物
理
的
性
質
を
分
か
り

易
く
解
説
致
し
ま
す
。

※
長
年
、
サ
イ
と
生
体
計
測
の
面
で
研

究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
小
久
保
氏
の
最

新
の
成
果
と
世
界
の
サ
イ
研
究
の
お
話

も
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て

ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
久
保
秀
之
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

理
学
部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
を
経
て
、
現

在
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長
。

国
際
生
命
情
報
科
学
会
執
行
編
集
委

員
・
常
務
理
事
。
人
体
科
学
会
理
事
。

Parapsychological�A
ssociation�

日

本
連
絡
担
当
。
長
年
に
わ
た
っ
て
超
心

理
現
象
や
気
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
に
近
年
は
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ

た
念
力
の
生
物
物
理
学
的
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
25
年
11
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第

7
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
は
2
0
1
3
年
7
月
28
日
（
日
）

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

十
代
田
光
子
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
演
奏
も

あ
り
、
満
員
御
礼
で
無
事
終
了
!　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
は
中
津
川�
昴

氏
が
受
賞
。

第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
は
、

「
第
1
回　

異
能
科
学
会
議
」
と
し
、
12

月
1
日（
日
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅱ

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

24
年
4
月
（
3
6
7
回
）
か
ら
25
年
3

月
3
7
6
回
）
の
10
回
開
催
し
、
参
加

者
は
会
員
1
1
7
名
非
会
員
2
0
9
名

合
計
3
1
8
名
で
、
23
年
度
よ
り
57
名

減
少
し
た
。

4�

月
21
日
（
土
）
久
保
田
昌
治
「
水
の

は
な
し　

活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

5�

月
19
日
（
土
）
上
森
三
郎
「
地
上
絵

の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の
謎
を
解
明
」

6�

月
16
日
（
土
）
い
よ
の
い
し
「
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解
く
鍵

は
正
四
面
体
」

7�

月
21
日
（
土
）
重
川
風
天
「
誰
で
も

が
幸
せ
に
な
る
ブ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹

く
」

9�
月
15
日
（
土
）
藤
枝
縁
「
真
実
さ
え

広
ま
れ
ば
世
界
は
今
に
で
も
理
想
郷

に
で
き
る
」

10�

月
20
日
（
土
）
池
田
邦
吉
「
神
様
が

い
る
ぞ
!
」

11�

月
17
日
（
土
）
白
根
正
志
「
農
林
水

産
物
の
革
新
へ
の
道
」

1�

月
19
日
（
土
）
櫻
井
喜
美
夫
「
出
口

王
仁
三
郎
の
大
復
活
」

2�

月
16
日
（
土
）
鹿
毛
俊
孝
「
魂
に
ひ

び
く
瞑
想
」

3�

月
16
日
（
土
）
酒
向
猛
「
千
島
学
説

と
は　

血
液
腸
内
造
血
説
、
生
体
内

原
子
転
換
説
」

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度
は
左
記
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、
25
年
4
月
（
3
7
7
回
）

か
ら
26
年
3
月
（
3
8
6
回
）
の
10
回

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

4�

月
20
日
（
土
）
伊
藤
一
夫
「
根
源
の

音
―
声
に
出
し
て
歌
う
和
歌
」

5�

月
18
日
（
土
）
和
田
高
幸
「
ダ
ウ
ジ

ン
グ
の
現
代
」

6�

月
15
日
（
土
）
村
上
晋
一
「
人
類
の

進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
：
ア

セ
ン
シ
ョ
ン
」

7�

月
27
日
（
土
）
池
田
邦
吉
「
神
様
が

い
る
ぞ
・
続
編
」

9�

月
21
日
（
土
）
大
峰
か
ず
子
「
音
の

魅
力
に
挑
戦
」

10�

月
19
日
（
土
）
中
野
瑞
樹
「“
フ
ル
ー

ツ
の
精
”
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

11
月　

松
尾
み
ど
り	

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

金
子　

輝
夫

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
25
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木�

茂
美

理
事
長　

浪
平�

博
人

顧
問　
　

窪
田�

啓
次
郎
、
品
川�

次
郎
、

　
　
　
　

西
條�

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
々
木�

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

山
田�

哲
三
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野�

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

金
子�

輝
夫
＊

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
、
大
木�

高
伸
、

　

大
谷�

宗
司
＊
、
久
保
田�

昌
治
、

　

小
林�

泰
樹
＊
、
小
林�

信
正
、

　

小
林�

正
典
、
小
牧�

昭
一
郎
、

　

志
賀�

一
雅
＊
、
志
村�

則
夫
、

　

徳
永�

康
夫
＊
、
中
島�

敏
樹
＊
、

　

鯰
江�

勇
＊
、
本
間�

修
二
、

　

前
田�

知
則
、
苗�

鉄
軍
＊
、

　

渡
辺�

宙
明
＊

●❺ ●



幹
事��

飯
見�

勇
、
吉
田�

一
美

評
議
員

　

薄
葉�
達
夫
＊
、
占
部�

浩
一
、

　

瓜
生�

昌
代
司
＊
、
大
西�

章
＊
、

　

奥
村�

八
郎
＊
、
加
納�

愛
信
、

　

鴨
川�

裕
司
＊
、
小
久
保�

孝
行
＊
、

　

小
林�

隆
文
＊
、
佐
藤�
ひ
ろ
子
＊
、

　

杉
立�

繁
、
高
橋�

至
誠
＊
、

　

谷
口�

五
月
＊
、
飛
田�

洋
子
、

　

三
浦�

良
江
＊
、
屋
敷�

益
男

監
事　

和
田�

守
央
＊

（
1
）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3
）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

　

東
京
都　
　

浪
平　

博
人　

殿

　

昭
和
17
年
2
月
21
日
生

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て

貴
下
の
研
究
活
動
に
対
し
基
幹
研
究

賞
を
贈
り

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

　
　

平
成
25
年
6
月
9
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長�

佐
々
木�

茂
美

研
究
活
動
「
動
的
視
覚
化
に
よ
る
新
し

い
教
育
方
法
論
」

加
速
教
育
の
視
覚
版
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
法
を
理
論
付
け
、

確
立
さ
れ
た

学
会
賞

1
．
目
的
：
本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

2
．
対
象
：
論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
た
い
し
て
。

3
．
選
考
方
法
：

3
・
1　

自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

3�

・
2　

顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専

門
家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受

賞
予
定
者
を
き
め
る
。

4
．
表
彰
：
年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功 

労 

賞

　
　
　
　
　

小
林　

泰
樹　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員（
理

事
、
事
務
局
長
）と
し
て

永
年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た�

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は

あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で

あ
り
ま
す

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　
　

平
成
25
年
6
月
9
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長�

佐
々
木�

茂
美

［
平
成
24
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
25
年
度
予
算
］

● ❻●

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 300,000 299,250
寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
交通費 40,000 交通費 50,000 40,600
事務所維持費 140,000 事務所維持費 110,000 141,164
郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
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寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
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郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 300,000 299,250
寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
交通費 40,000 交通費 50,000 40,600
事務所維持費 140,000 事務所維持費 110,000 141,164
郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出



九
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
!?

　

講
師　

ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　

井
戸 

理
恵
子 

氏

（ 

多
摩
美
術
大
学
講
師
：
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

　

椿 

真
由
美 

氏

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◎
椿
真
由
美
氏
の
御
講
演

私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
さ
れ

て
も
名
前
は
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
口
コ
ミ
で
ご
相
談

に
乗
っ
て
お
り
ま
す
。
主
に
ご
相
談
内

容
は
身
体
的
な
事
や
霊
的
な
事
、
ま
た

企
業
の
方
で
す
と
、
気
の
流
れ
を
み
て
、

会
社
の
流
れ
か
ら
、
人
事
の
相
性
な
ど

様
々
な
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

警
察
か
ら
事
件
関
係
の
協
力
依
頼
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も

東
日
本
大
震
災
後
、
一
番
多
い
の
は
行

方
不
明
者
捜
索
の
お
手
伝
い
で
す
。

私
は
宗
教
的
修
行
を
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
小
さ
い
頃
か
ら
何
か
自
分
の
感

覚
で
見
え
る
こ
と
と
、
実
際
に
見
え
て

い
る
こ
と
が
違
う
ん
だ
な
、
と
い
う
こ

と
を
自
覚
し
て
お
り
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ホ
ン
マ
さ
ん
と
は
、
震
災
の
何
年
も

前
か
ら
、
気
の
お
話
や
霊
的
な
お
話
な

ど
何
で
も
お
話
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

こ
ち
ら
が
伝
え
づ
ら
い
よ
う
な
内
容
で

も
、
ホ
ン
マ
さ
ん
の
方
で
「
多
分
こ
う

い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。」
と

理
解
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
放
射
能
は
、
大
気
中
に

お
い
て
、
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
見
え
ま
す
。
震
災
後
は
八
百

屋
さ
ん
や
魚
屋
さ
ん
へ
行
く
と
、
食
べ

物
に
放
射
能
が
つ
い
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
見
え
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
洗
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
取
っ

て
か
ら
食
べ
て
お
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
後
の
身
体
的
な
変
化
に
つ

い
て
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
出
血
量
が

多
く
な
り
、
血
管
系
の
病
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
番
早
か
っ
た
の

は
福
島
の
あ
た
り
で
、
お
子
さ
ん
達
が

痔
と
か
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
下
血
し

た
り
、
鼻
血
や
目
の
充
血
な
ど
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

血
液
検
査
を
す
る
と
、
病
気
で
は
な

い
の
で
す
が
、
赤
血
球
の
形
が
異
変
を

起
こ
し
て
い
た
り
、
血
圧
も
高
く
な
る

方
や
低
く
な
る
方
が
こ
れ
ま
で
の
私
の

経
験
で
も
な
い
く
ら
い
多
く
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
逆
に
こ
れ
ま
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
が
強
か
っ
た
方
が
、
少
し
治
ま
っ
て

き
た
と
い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。
喘
息

持
ち
の
方
が
発
作
の
回
数
が
減
っ
た
と

い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
変
化
が
放
射
能
の
影
響
な

の
か
、
大
地
震
に
よ
る
心
理
的
な
影
響

な
の
か
は
、
よ
く
お
話
を
伺
っ
て
み
な

い
と
分
か
り
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
私
が
個

人
毎
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
い
て
「
こ

れ
は
放
射
能
の
影
響
で
は
な
い
か
。」、

あ
る
い
は
「
こ
れ
は
大
地
震
の
影
響
で

は
な
い
か
。」
を
判
断
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
お
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
特
に
お
子
さ
ん
が
地
震
や
津
波
を

予
知
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
一
年
以

上
も
前
か
ら
プ
ー
ル
の
時
期
で
は
な
い

の
に
「
泳
げ
な
い
」
と
泣
い
た
り
水
の

音
を
怖
が
っ
た
り
、
お
水
に
ま
つ
わ
る

お
話
が
す
ご
く
多
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
動
物
で
は
メ
ダ
カ
の
産
卵

サ
イ
ク
ル
が
早
く
な
っ
た
り
、
植
物
で

は
、
例
え
ば
バ
ラ
の
生
長
が
異
常
な
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

福
島
か
ら
は
遠
い
で
す
が
南
の
方
の

一
例
を
お
話
し
し
ま
す
。
高
知
県
で
海

に
潜
る
仕
事
を
し
て
い
る
五
十
代
の
男

性
の
経
験
で
す
が
、
2
0
1
0
年
の
9

月
の
時
点
で
は
海
水
温
が
安
定
し
て
い

て
透
明
度
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
2�

0	

1�

0
年
の
10
月
く
ら
い
に
な
る
と
、
急

に
海
水
温
が
高
く
な
っ
て
珊
瑚
が
一
斉

に
死
ん
で
し
ま
い
、
高
知
県
で
は
か
な

り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
0
年

10
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
も
海
水
温
が

下
が
ら
ず
、
居
る
は
ず
の
魚
が
い
な
か

っ
た
り
し
て
、
魚
の
水
揚
げ
も
減
少
し

●❼ ●



ま
し
た
。

通
常
の
よ
う
に
海
が
青
く
な
ら
な
か

っ
た
り
、
風
が
な
い
の
に
海
が
荒
れ
た

り
、
海
の
下
の
方
の
透
明
度
が
落
ち
て
、

深
く
潜
れ
な
く
て
半
年
以
上
仕
事
に
就

け
な
い
う
ち
に
、
東
日
本
大
震
災
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

海
に
関
し
て
の
お
話
で
は
、
震
災
前

全
国
各
地
で
イ
ル
カ
や
鯨
が
方
向
感
覚

を
失
っ
た
の
か
、
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
相
談
を
受
け
て
い
た
仙
台
の
信

仰
心
が
深
い
女
性
の
お
話
で
す
が
、
夫

が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
夢
を
よ
く
見
て

い
た
の
で
す
が
、
夫
は
あ
ま
り
気
に
し

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
に
娘

さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
親
戚
の
方

ま
で
厄
が
起
こ
っ
て
き
て
、
私
が
2�

0	

1�

0
年
の
3
月
に
相
談
を
受
け
た
わ
け

で
す
。

夢
で
母
親
の
言
う
の
は
「
実
家
に
引

っ
越
し
な
さ
い
。」
と
い
う
こ
と
で
、
岩

手
に
あ
る
実
家
の
引
っ
越
し
先
が
古
い

家
で
、
お
札
が
沢
山
貼
っ
て
あ
っ
た
り

し
て
幽
霊
屋
敷
の
よ
う
な
の
で
、
子
供

達
も
猛
反
対
し
た
の
で
す
が
、
私
が
そ

の
家
を
み
て
大
丈
夫
だ
と
診
断
し
て
、

引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
東
日

本
大
震
災
の
3
ヶ
月
前
く
ら
い
だ
っ
た

の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
今
ま
で
住
ん
で
い

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
た
り
は
近
く
の
川

が
氾
濫
し
て
、
あ
そ
こ
に
居
た
ら
助
か

ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

仏
様
に
助
け
ら
れ
た
と
大
変
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
幽
霊
屋
敷
の
よ
う
だ
っ
た
家
も

い
ろ
い
ろ
改
善
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

今
で
は
町
の
中
で
集
い
の
場
所
に
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。
庭
に
は
2
本
の
巨
木

が
立
っ
て
い
て
、
小
鳥
が
来
て
卵
を
生

ん
だ
り
、
植
物
が
繁
茂
し
た
り
し
て
、

環
境
が
良
い
ほ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
私
は
行
方
不
明
者
の
透
視

な
ど
で
昼
も
夜
も
な
く
協
力
し
て
お
り

ま
し
た
。
行
方
不
明
者
の
ご
親
族
は
、

本
人
が
「
亡
く
な
っ
て
い
る
の
か
?
」、

「
今
も
生
き
て
い
る
の
か
?
」「
ど
こ
か

で
避
難
し
て
い
る
の
か
?
」
を
ま
ず
知

り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
き

ま
す
。

私
が
観
た
状
況
を
そ
の
ま
ま
ご
親
族

に
話
せ
な
い
場
合
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

海
の
中
の
ご
遺
体
で
眼
の
玉
の
あ
た
り

を
突
つ
か
れ
て
い
た
り
、
腕
だ
け
し
か

な
い
状
態
な
ど
で
す
が
、
ど
う
い
う
こ

と
で
ご
親
族
の
捜
さ
れ
て
い
る
方
と
確

認
す
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
も
し
腕
時

計
や
宝
石
等
の
金
品
を
身
に
付
け
て
い

る
場
合
は
「
こ
う
い
う
も
の
を
身
に
付

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
?
」
と

聞
い
た
り
、
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

急
遽
、
透
視
を
霊
視
に
替
え
て
、「
こ
う

い
う
ふ
う
な
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
、
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
?
」

と
聞
い
て
、
確
認
致
し
ま
す
。

ご
遺
体
が
あ
が
っ
て
い
な
い
場
合
、

「
こ
う
い
う
場
所
に
あ
り
ま
す
よ
」
と

伝
え
て
、
現
地
の
捜
索
隊
の
方
に
そ
こ

ま
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
げ
て
い

た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

震
災
か
ら
一
年
半
経
っ
て
よ
う
や
く

や
っ
と
自
分
の
身
内
の
死
を
受
け
入
れ

て
、「
改
め
て
霊
視
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
か
、「
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
地
震
は
起
き

る
の
だ
ろ
う
か
?
」
と
い
う
予
知
の
部

分
で
伺
い
た
い
、
な
ど
ま
だ
恐
怖
心
は

残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
ご

相
談
は
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

そ
の
中
で
私
が
ど
ん
な
能
力
を
も
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
世
の
中
に
何
を
貢

献
で
き
る
の
か
、
た
だ
観
た
だ
け
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
今

現
在
に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
と
い
う
こ

と
の
ほ
う
が
大
事
な
テ
ー
マ
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ご
相
談
者
の

方
々
か
ら
学
ば
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現い

代ま

　
　
　

講
師　

和
田　

高
幸 

氏

　
（ 

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト　

研
究
所
代
表
）

と
き　
　

平
成
25
年
5
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

和
田
氏
は
米
国
の
著
名
な
プ
ロ
・
ダ

ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
を
日

本
に
招
き
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム（
1
9
9
3
）
を
開
催
、
か

た
わ
ら
淡
路
島
の
Y
学
園（
1
9
9
5
）、

京
都
府
の
M
食
品
メ
ー
カ
ー（
1
9
9
7
）

で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ウ
オ
ー
タ
ー
（
処

女
水
）
鑿
井
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

り
成
功
に
導
い
た
。
コ
ッ
ク
ス
氏
と
の

交
流
を
通
じ
て
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
体
系
と

技
術
を
習
得
、
脳
や
感
覚
器
官
と
探
知

能
力
、
フ
ォ
ー
ム
（
か
た
ち
）
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
関
連
に
つ
い
て
探
究
す
る
一

方
、
地
図
や
写
真
上
で
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ

調
査
を
実
用
化
し
て
い
る
。

「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
浪

● ❽●



速
社
）
は
同
氏
と
の
共
著
。
ほ
か
「
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
秘
密
」（
ア

ニ
マ
2
0
0
1
）、「
未
知
の
彼
方
へ
～

神
秘
の
U
F
O
写
真
集
」（
浪
速
社
）、

「
定
本
・
言
霊
予
知
術
」（
同
）
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。

論
文
に
「
生
命
観
の
確
立
に
果
た
す

音
の
作
用
と
意
識
へ
の
影
響
に
つ
い
て

～
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
応
用
」

（
1
9
8
8
、
社
団
法
人
生
命
科
学
振

興
会
助
成
研
究
）
ほ
か
。

講
演
概
要

●
古
代
の
直
観
技
術
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ

●�

ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
レ

イ
ラ
イ
ン
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー

●�

埋
蔵
物
、
古
代
遺
跡
の
探
査
に
活
用

さ
れ
た
ダ
ウ
ジ
ン
グ

●�

水
脈
や
鉱
脈
探
知
に
活
躍
す
る
欧
米

の
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
た
ち

●
探
査
手
法
と
成
功
事
例

●�

ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
用
い
る
道
具
の
い
ろ

い
ろ

●�

戦
時
中
は
敵
潜
水
艦
の
探
知
に
も
利

用
●�

戦
場
で
地
雷
や
危
険
物
を
避
け
る
方

法
●�

遺
失
物
や
行
方
不
明
者
の
居
場
所
を

知
る
に
は

●
地
震
断
層
や
震
源
の
位
置

●�

放
射
能
や
電
磁
波
汚
染
（
エ
リ
ア
）

の
探
知

●�

縄
文
海
岸
線
、
湖
沼
や
溜
池
な
ど
旧

地
形
を
復
元
（
液
状
化
へ
の
備
え
）

●
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
科
学

●�

左
右
両
半
球
、
前
頭
葉
の
は
た
ら
き

に
つ
い
て

●�

だ
れ
で
も
で
き
る
振
り
子
占
い
（
ダ

ウ
ジ
ン
グ
）

●�

当
て
物
と
し
て
や
っ
て
み
よ
う
、
恋

愛
、
勝
負
事
、
家
相
、
仕
事
運
な
ど

ダ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
昔
は
柳
の
枝
を
使

う
な
ど
し
て
水
や
鉱
脈
を
探
す
技
術
を

指
す
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
に
も

そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
我
が
国

で
は
、
役
行
者
や
空
海
が
用
い
た
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

も
鉱
物
探
知
に
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
ダ
ウ
ジ
ン
グ
す
る
の
に
道
具

は
問
わ
な
い
が
、
地
中
や
遠
隔
地
か
ら

未
知
の
情
報
を
得
る
に
は
、
ま
ず
何
を

探
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
イ
メ

ー
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
差
は
あ
る
が
、
楽
器
と
同
じ
よ

う
に
、
そ
の
人
の
素
質
、
努
力
、
練
習

に
よ
り
ダ
ウ
ジ
ン
グ
能
力
が
磨
か
れ
る
。

自
分
の
脳
を
、
と
く
に
右
脳
と
左
脳
の

機
能
を
分
離
的
に
、
ま
た
五
感
の
感
覚

を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
の
決
め
手
と
な
る
。

洗
濯
屋
の
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
、
普
通
の

針
金
で
い
い
か
ら
、
こ
れ
を
L
字
型
に

曲
げ
て
、
水
平
に
回
転
す
る
よ
う
に
軽

く
握
る
。
そ
の
と
き
何
を
探
し
て
い
る

か
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
こ
こ

で
実
験
。
部
屋
の
床
下
に
電
線
や
水
道

管
が
な
い
か
探
し
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

振
り
子
な
ど
を
使
え
ば
、
地
図
の
上
で
、

行
方
不
明
者
な
ど
を
探
す
こ
と
が
で
き

る
。尖

閣
諸
島
周
辺
の
潜
水
艦
が
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン
グ

を
し
て
み
た
。
す
る
と
米
原
潜
2
隻
、

自
衛
艦
2
隻
、
国
籍
不
明
艦
2
隻
が
み

つ
か
っ
た
。
国
籍
不
明
艦
は
東
方
に
移

動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
さ

て
、
後
日
、
中
国
艦
2
隻
の
沖
縄
方
面

で
の
活
動
が
朝
刊
一
面
で
報
道
さ
れ
た

こ
と
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。

レ
ー
ダ
ー
の
な
い
時
代
、
各
国
の
軍
に

は
か
な
ら
ず
ダ
ウ
ザ
ー
が
い
た
し
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
を
専
門
と
す
る
部
隊
が
存
在

し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ル
コ
ッ
ク
ス
は
各
国
の
政
府
機
関

や
企
業
か
ら
石
油
や
水
源
の
調
査
を
依

頼
さ
れ
た
が
、
数
百
も
の
掘
削
事
例
で

的
中
率
は
95
%
を
誇
っ
た
。
コ
ッ
ク
ス

氏
は
、
実
査
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
図

上
で
調
査
を
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
み
、
時
間
を
節
約
し
て
い
た
よ
う
だ
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ウ
ザ

ー
、
ボ
ビ
ー
は
、
ミ
イ
ラ
化
し
た
動
物

の
死
骸
を
み
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
を

発
見
し
た
。
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
は
、
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
体
を
「
形
」
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
て
い
る
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
斜
面
は
正
確
に
北
極

星
を
向
い
て
い
る
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ
て
実
験
し
て
み
る

と
、
た
と
え
ば
昆
虫
が
い
や
が
っ
て
近

づ
か
な
い
の
で
、
虫
よ
け
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
確
に
ピ
ラ
ミ
ッ

●❾ ●



ド
の
形
を
模
し
た
建
物
の
な
か
で
ヨ
ガ

を
行
う
と
、
体
が
柔
ら
か
く
な
り
直
観

が
冴
え
る
と
い
う
ト
レ
ー
ナ
ー
も
い
る
。

ち
な
み
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
は
、
表
面

積
最
大
で
容
積
は
最
少
で
あ
る
。
太
陽

光
発
電
の
受
光
板
と
し
て
は
最
適
と
思

う
が
ど
う
だ
ろ
う
。

（
こ
こ
で
身
体
を
と
り
ま
く
オ
ー
ラ
の

実
験
が
行
わ
れ
た
）

堺
市
の
黒
山
古
墳
そ
ば
の
音
楽
ホ
ー

ル
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
古

墳
の
立
地
に
つ
い
て
マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン

グ
で
し
ら
べ
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
古
墳
の
中
央
部
に
水

圧
の
高
い
水
源
が
あ
り
、
周
辺
に
は
有

用
な
水
脈
の
交
差
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。

も
と
も
と
こ
の
地
域
は
、
有
名
な
河
内

鋳
物
師
の
里
と
い
わ
れ
て
お
り
、
豊
富

な
水
量
供
給
に
よ
り
産
業
拠
点
と
し
て

栄
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
昔
の
古
墳
の

多
く
は
泉
源
と
思
わ
れ
る
。
周
辺
の
田

ん
ぼ
に
水
を
供
給
す
る
の
が
役
目
も
担

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
集
落
が
水
源
の

周
り
に
出
現
す
る
。

地
震
断
層
も
水
脈
と
大
き
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
石
油
、
地
下
水

は
地
球
内
部
の
化
学
反
応
で
生
成
さ
れ

る
も
の
で
、
無
尽
蔵
に
存
在
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ダ
ウ
ジ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
道
具

（
振
り
子
）
の
材
質
は
何
で
も
よ
い
が
、

振
り
子
に
片
寄
り
が
な
い
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
和
田
の
場
合
は
、
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
前
後
（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

に
振
る
の
を
基
本
に
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
イ
エ

ス
と
ノ
ー
の
動
き
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

今
は
温
暖
化
か
ら
寒
冷
化
の
方
向
。

石
油
の
価
格
は
高
騰
す
る
が
、
太
陽
光

や
原
子
力
は
そ
れ
を
抑
止
す
る
作
用
と

し
て
は
た
ら
く
。
石
油
利
権
は
大
手
フ

ァ
ン
ド
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
反
原
発

の
流
れ
を
好
感
す
る
だ
ろ
う
。

マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
手
法
だ
が
、

地
図
上
で
定
規
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
な
が

ら
振
り
子
が
回
転
す
る
位
置
を
確
認
し

て
そ
こ
に
線
を
引
く
。
こ
の
作
業
を
上

下
、
左
右
、
45
度
の
方
向
で
ス
キ
ャ
ン

す
る
と
い
く
つ
か
の
交
点
が
出
現
す
る
。

こ
れ
を
読
み
解
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

情
報
を
も
た
ら
す
の
は
右
脳
（
無
意

識
）
で
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
の
が
左
脳

（
意
識
）。
前
頭
葉
は
、
直
観
の
場
所
と

も
い
え
る
。

右
脳
に
よ
る
「
カ
ン
」
の
は
た
ら
き

は
日
常
的
に
経
験
す
る
が
、
通
常
は
右

脳
が
知
っ
て
い
て
も
意
識
し
な
い
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
を
引
き
出
す
一
つ
の
方

法
が
ダ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
ダ
ウ
ジ
ン

グ
は
ま
た
、
予
測
・
判
断
力
を
磨
く
に

も
有
用
で
あ
る
。
右
脳
ば
か
り
を
徹
底

的
に
使
っ
て
1
0
0
%
に
な
れ
ば
、
急

激
に
反
転
し
て
左
脳
に
情
報
が
流
れ
る
。

こ
う
す
れ
ば
脳
を
2
0
0
%
使
う
こ
と

が
で
き
、
情
報
処
理
は
加
速
す
る
。
脳

は
、
実
は
代
謝
器
官
と
し
て
1
0
0
%

使
用
さ
れ
て
い
る
。
も
し
使
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
ら
萎
縮
す
る
は
ず
だ
。
感
覚

器
官
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
か
ら
委
縮

し
な
い
の
だ
ろ
う
。

脳
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、

数
列
を
根
数
に
す
る
計
算
な
ど
、
片
方

の
脳
へ
情
報
を
詰
め
込
む
こ
と
は
有
効

だ
。
こ
の
と
き
血
液
の
流
れ
が
左
脳
に

集
中
し
、
や
が
て
右
脳
へ
溢
れ
出
す
か

ら
だ
。
つ
ま
り
脳
に
空
白
を
つ
く
っ
て

情
報
処
理
の
流
れ
を
よ
く
す
る
の
で
あ

る
。呼

吸
法
に
よ
る
場
合
は
、
一
方
の
鼻

の
孔
か
ら
吸
い
、
も
う
一
方
の
鼻
の
孔

か
ら
吐
く
。
つ
ぎ
は
吐
き
出
し
た
孔
か

ら
吸
っ
て
他
方
か
ら
吐
く
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
横
隔
膜
の

訓
練
で
、
自
律
神
経
を
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

ほ
ん
の
す
こ
し
先
の
場
面
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
訓
練
も
ダ
ウ

ジ
ン
グ
に
は
有
効
だ
。
音
の
出
方
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
楽
器
演
奏
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

古
く
か
ら
知
ら
れ
た
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の

概
略
と
探
査
の
実
例
が
示
さ
れ
た
。

サ
イ
科
学
的
能
力
の
訓
練
に
も
役
立

も
の
と
思
わ
れ
る
。　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
非
会
員

10
名
学
生
1
名
合
計
27
名
で
し
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2

	
0
	0	

0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0

7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



第
三
百
七
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
類
の
進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
：
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

講
師　

村む
ら

上か
み　

晋し
ん

一い
ち 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
6
月
15
日　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　

村
上
晋
一
氏
は
1
9
3
9
年
兵
庫
生

ま
れ
。
1�

9
6�

2
年
神
戸
大
学
工
学
部

卒
業
、
神
戸
大
学
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
へ
て
1
9
8
6
年
教
授
。
工
学
博

士
（
東
京
工
業
大
学
）。
2
0
0
3
年
定

年
退
官
、
名
誉
教
授
。
2
0
0
4
年
以

降
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
活
動
多
数
、
現
在

に
い
た
る
。　

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
に
関
す
る
最
高
水
準
の
解
説
の
紹
介

で
あ
る
。
何
万
年
ぶ
り
の
地
球
の
活
性

時
期
を
迎
え
て
2
0
1
2
年
末
か
ら
、

時
空
間
シ
フ
ト
と
生
命
体
の
多
次
元
構

造
体
と
し
て
の
生
物
物
理
的
な
変
容
が

始
ま
っ
た
。
マ
ヤ
暦
に
お
い
て
暦
の
終

焉
と
言
わ
れ
て
い
た
2
0
1
2
年
12
月

の
時
期
、
表
面
上
は
何
事
も
な
く
通
過

し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
多
重
多

次
元
宇
宙
の
レ
ベ
ル
で
は
、
現
在
の
人

類
の
思
考
能
力
を
遥
か
に
超
え
る
壮
大

な
変
化
に
向
け
て
の
始
動
が
始
ま
っ
た
。

宇
宙
に
は
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
て
い
る
よ

う
な
直
線
的
時
間
は
存
在
せ
ず
、
同
時

存
在
す
る
全
体
の
中
で
す
べ
て
関
連
し

あ
っ
た
多
く
の
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
が
動
い
て
い
る
。
2

	
0
	1	

2
年
末
か
ら
2
0
1
3
初
頭
に
か
け
て

地
球
は
崩
落
に
向
か
う
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

か
ら
、
地
球
開
闢
以
来
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
再
生
と
飛
躍
的
進
化
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
切
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど

こ
に
向
か
う
べ
く
宇
宙
に
お
い
て
設
定

さ
れ
て
い
た
種
属
で
あ
る
の
か
、
約
一

兆
年
に
わ
た
る
局
部
銀
河
集
団
の
な
か

に
お
け
る
生
命
の
流
れ
の
多
次
元
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
限
界
点
に
達
し
た
人
類

に
対
す
る
救
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
、
初
め
て
人
類
に
開
示
さ
れ
て
き

た
多
重
多
次
元
的
宇
宙
か
ら
の
教
え
の

概
略
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
単
な
る
形
而
上
学
的
な
思

索
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
な
く
、
局
部
銀

河
全
記
録
を
ベ
ー
ス
に
意
図
的
に
降
ろ

さ
れ
た
、
科
学
的
な
精
密
さ
と
深
さ
を

持
つ
比
類
の
な
い
教
え
で
あ
る
と
い
う
。

天
の
川
、
地
球
、
人
類
の
作
ら
れ
た

経
緯
、
地
球
自
体
が
特
殊
的
に
持
つ
超

次
元
的
性
質
と
、
そ
れ
故
の
地
球
の
攻

防
戦
の
歴
史
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
ま

で
の
地
球
と
人
間
の
劣
化
と
変
質
の
原

因
は
、
遥
か
高
次
元
世
界
に
端
を
発
し

て
い
る
意
図
的
な
操
作
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
操
作
の
結
果
は
一
言
で
言
え
ば
、

人
間
が
本
来
持
っ
て
い
た
12
次
元
ま
で

の
認
識
力
が
現
在
の
三
次
元
的
時
空
間

の
み
の
認
識
能
力
と
価
値
観
に
押
さ
え

込
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人
間
と
し
て
普
通
に
持
つ
、
種

と
し
て
の
集
合
的
概
念
や
価
値
観
そ
の

も
の
ま
で
が
歪
ん
で
き
て
い
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
宇

宙
的
免
疫
力
の
発
動
で
あ
る
広
域
の
時

間
空
間
に
住
ま
う
存
在
た
ち
か
ら
の
大

規
模
な
救
出
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
太
古
か
ら

存
在
し
、
現
在
で
は
劇
的
と
い
え
る
ほ

ど
に
強
力
に
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が
話

さ
れ
た
。

さ
ら
に
近
未
来
の
可
能
性
に
た
い
す

る
展
望
と
し
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
個

人
の
周
り
の
現
実
と
し
て
展
開
し
体
験

さ
れ
る
世
界
の
あ
り
よ
う
は
、
個
々
人

の
D
N
A
の
活
性
あ
る
い
は
目
覚
め
が

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
に
よ
る
と
い

う
。
と
は
い
え
世
に
多
く
あ
る
D
N
A

活
性
法
な
ど
の
他
力
に
よ
る
セ
ラ
ピ
ー

は
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
注
意

も
あ
っ
た
。
条
件
を
満
た
す
地
球
人
類

と
天
の
川
全
域
の
存
在
は
、
近
未
来
に

内
部
創
造
の
世
界
か
ら
吹
き
出
し
て
来

る
、
あ
る
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
に

乗
っ
て
、
内
な
る
世
界
へ
と
急
速
に
帰

還
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
部

創
造
の
世
界
と
い
う
の
は
次
元
と
い
う

マ
ト
リ
ク
ス
構
造
を
超
え
た
領
域
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
意
識
の
世
界
の
こ
と
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
前
述
の
「
現
在
の
人
類
の

思
考
能
力
を
遥
か
に
超
え
る
壮
大
な
」

変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
と
き

人
類
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
生
物
的
設
計
で

あ
る
、
生
死
や
輪
廻
を
超
越
し
た
リ
ア

リ
テ
ィ
に
入
っ
て
い
き
、
全
多
重
宇
宙

を
自
由
に
生
き
て
経
験
で
き
る
、
永
遠

の
生
命
を
持
つ
存
在
に
進
化
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
18
名
非
会
員

30
名
合
計
48
名
で
し
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
八
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
神
様
が
い
る
ぞ
!
続
編
」

―
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
現
場
か
ら
報
告
―

　
　
　
　

講
師　

池
田　

邦
吉 

氏

　
　
　

と
き　
　

平
成
25
年
7
月
27
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
池
田
邦
吉
氏
：
1
9
4
7
年
東
京
生
ま

れ
。
1
9
6
9
年
東
京
工
業
大
学
建
築

学
科
卒
。
現
在
は
福
岡
県
北
九
州
市
在

住
。手

翳
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ（
霊
気
ヒ
ー

リ
ン
グ
と
か
チ
ャ
ク
ラ
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

も
言
わ
れ
る
）
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

同
じ
症
状
の
患
者
で
治
る
人
と
治
ら
な

い
人
が
居
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
治
る

人
に
は
守
護
神
が
い
て
、
そ
の
神
様
の

応
援
が
あ
る
。

人
は
肉
体
と
精
神
と「
た
ま
し
ひ
：

魂
」
と
の
三
身
一
体
の
存
在
で
あ
っ
て
魂

は
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
こ

れ
を
神
道
で
は「
分
け
御
魂
」
と
い
う
。

人
は
神
が
作
っ
た
神
の
乗
り
物
で
あ
る

か
ら
、
誰
し
も
守
護
神
が
つ
い
て
い
る

は
ず
で
あ
る
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
病
気

が
治
ら
な
い
人
は
神
か
ら
見
放
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
っ
た
。
神
々
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
方
が
、
病
気
が
治
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
分
り
、
明
窓
出
版
よ
り

『
神
様
が
い
る
ぞ
』（
￥
1
5
0
0
）
と

『
続
神
様
が
い
る
ぞ
』（
￥
1
5
7
5
）

を
出
版
。
こ
の『
続
』の
中
で
ベ
ス
ビ
オ

の
大
爆
発
が
今
年
で
あ
る
こ
と
を
書
い

た
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
終
了

7
月
18
日
、
神
々
が
ロ
ー
マ
に
集
ま

り
ベ
ス
ビ
オ
が
爆
発
し
な
い
こ
と
を
確

認
。7

月
14
日
に
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の

守
護
神（
以
下
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
と
略
す
）

が
出
雲
に
来
た
。
地
球
来
訪
の
目
的
は
、

今
秋
に
予
想
さ
れ
た
、
べ
ス
ビ
オ
爆
発

時
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
救
出
作
戦
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
救
出
作
戦
と

は
宇
宙
連
盟
に
よ
る
宇
宙
船
に
よ
る
救

出
の
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
連
盟
の
本
部

は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
内
の
ザ
ン
シ
ュ

ウ
ス
星
に
あ
る
。

7
月
16
日
午
後
2
時
半
頃
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
神
が
我
が
家
を
初
め
て
訪
問
し

た
。
そ
の
目
的
は
預
言
解
読
の
本
人
確

認
並
び
に
、
秋
以
降
に
お
こ
る
私
の
仕

事
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て
で
あ
っ

た（
私
の
役
割
の
こ
と
）。
一
通
り
の
面

談
が
終
わ
っ
た
後
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
神

は
ナ
ポ
リ
に
行
っ
た
。
案
内
役
は
大
国

主
の
兄
弟
神
で
あ
る
大
な
む
ち
の
命
で

あ
っ
た
。
現
地
時
間
で
は
16
日
午
後
1

時
す
こ
し
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
神
は
ベ
ス
ビ
オ
の
姿

を
見
て
9
月
27
日
の
時
点
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
。
そ
の
時
ベ
ス
ビ
オ
は
爆

発
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
我

が
家
に
居
残
っ
て
い
た
神
々
に
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
神
が
連
絡
し
て
き
た
。
不
思
議

に
思
っ
た
神
々
が
ベ
ス
ビ
オ
に
行
っ
た
。

そ
の
中
に
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
も
居
た
。

神
々
は
17
日
い
っ
ぱ
い
か
け
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
本
当
に
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
年
の
9
月

27
日
に
ベ
ス
ビ
オ
は
爆
発
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

7
月
18
日
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
見
送

っ
た
神
々
が
我
が
家
に
戻
っ
て
き
て
―

―
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
が
終
了
し

た
―
―
こ
と
を
私
に
告
げ
た
。
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
島
爆
発
の
話
は
消
え
、
宇
宙
連

盟
に
よ
る
救
助
作
戦
も
無
く
な
っ
た
、

と
。7

月
19
日
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
が
私
に

言
っ
た
。
―
―
大
惨
事
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

預
言
書
の
話
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、

お
前
の
仕
事
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

ぞ
―
―
と
。

　

神
々
は
、
な
ぜ
ベ
ス
ビ
オ
の
爆
発
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
分
析
に
入

っ
た
。

　

こ
の
日
か
ら
お
よ
そ
2
週
間
ほ
ど
前

7
月
の
初
め
頃
、
闇く

ら
み
つ
は
の
め
が
み

水
発
女
神
が
我
が

家
に
来
て
、
ベ
ス
ビ
オ
山
体
に
何
の
変

化
も
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
た
。

闇
水
発
女
神
は
雨
の
神
で
い
ざ
な
気
の

神
の
分
身
で
あ
る
。
そ
の
日
は
い
ざ
な

● �●



気
の
神
と
い
ざ
な
実
の
神
が
我
が
家
に

来
て
い
た
。
闇
水
発
女
神
は
在
イ
タ
リ

ア
日
本
大
使
館
と
在
ス
イ
ス
日
本
大
使

館
と
に
御
自
身
の
御
魂
の
日
本
人
が
勤

め
て
い
る
た
め
、
そ
の
守
護
に
ロ
ー

マ
、
ス
イ
ス
に
度
々
出
か
け
て
い
た
。

そ
ん
な
時
に
ベ
ス
ビ
オ
の
観
察
を
し
て

い
た
。

国
之
床
立
の
神
が
昨
年
か
ら
2

	
0
	1	

3
年
7
月
に
ベ
ス
ビ
オ
の
火
山
活
動

が
始
ま
る
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
他
の

神
々
が
聞
い
て
い
た
の
で
、
神
々
は
交

代
で
ベ
ス
ビ
オ
の
観
察
を
続
け
て
い
た
。

7
月
10
日
い
ざ
な
気
の
神
が
私
に
言

っ
た
。―
―
ベ
ス
ビ
オ
は
爆
発
し
な
い
。

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
は
終
了
し
た

―
―
と
。
し
か
し
、
私
と
ノ
ス
ト
ラ
ダ

ム
ス
は
承
知
で
き
な
か
っ
た
。
―
―
そ

う
結
論
す
る
の
は
、
ま
だ
早
す
ぎ
る
―

―
と
言
っ
た
。

予
言
書
の
話
が
終
わ
っ
た
原
因
を
追

究
し
て
い
た
神
々
は
あ
る
一
つ
の
事
態

に
辿
り
着
い
た
。
そ
れ
は
6
月
29
日

（
土
）
の
日
に
預
言
書
の
映
像
（
バ
ー
チ

ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
三
次
元
映
像
）

が
消
え
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
映
像
を
消
し
た
の
は
国
之
床
立

地
の
神
と
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
6
月

28
日
ま
で
は
ベ
ス
ビ
オ
の
大
爆
発
の
三

次
元
映
像
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

7
月
20
日
以
降
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。

6
月
29
日
に
国
之
床
立
地
の
神
が
預

言
書
の
内
容
を
消
し
た
時
、
他
の
神
々

に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
独
断
で
実
行

し
た
ら
し
い
。
し
か
も
そ
の
後
、
天
乃

御
中
ぬ
ち
の
神
に
も
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

に
も
、
宇
宙
連
盟
に
も
、
タ
オ
さ
ん
に

も
、
八
大
龍
王（
預
言
書
の
作
者
）に
も

黙
っ
て
い
た
。

7
月
10
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
国

之
床
立
地
の
神
は
我
が
家
に
い
た
。
そ

れ
で
、
私
は
何
度
か
、
国
之
床
立
地
の

神
に
ベ
ス
ビ
オ
の
活
動
は
い
つ
か
と
質

問
を
し
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

つ
も
―
―
そ
の
時
期
は
分
か
ら
な
い
。

ど
う
し
て
分
か
ら
な
く
っ
た
の
だ
ろ
う

か
?
―
―
と
、
と
ぼ
け
て
い
た
。

　

こ
の
事
態
を
受
け
て
7
月
23
日（
火
）、

か
し
こ
ね
の
神
（
：
し
な
つ
ひ
こ
の
神

の
親
神
）
が
地
球
の
神
々
の
代
表
と
し

て
、
預
言
書
の
内
容
が
終
わ
っ
た
事
を
、

天
之
御
中
ぬ
ち
の
神
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、

宇
宙
連
盟
、
並
び
に
タ
オ
さ
ん
に
報
告

し
た
。
そ
の
結
果
『
続
・
神
様
が
い
る

ぞ
!
』
の
最
終
章
に
書
い
た
「
宇
宙
の

進
ん
だ
文
明
技
術
を
地
球
に
導
入
す
る

計
画
」
は
な
く
な
っ
た
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
非
会
員

30
名
合
計
42
名
で
し
た
。　

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2

	
0
	0	

0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0

7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　

秋
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

秋
の
大
会
テ
ー
マ

2
0
1
3
年
伊
勢
と
出
雲
同
時
遷
宮
記

念
「
ヤ
マ
ト
の
こ
こ
ろ
の
目
覚
め
で
天

地
と
つ
な
が
ろ
う
!
」

日
時
：
平
成
25
年
11
月
2
日
（
土
）　

10
：
15　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
50　

開
演　

�
19
時
終
演
予
定

講
演
者

川
口
哲
史　

佐
治
晴
夫　

鈴
木
俊
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ている。哺乳動物においては、猿類の意識の
状態から人の意識の状態へと、遺伝子の突然
変異などの原因により、意識は確実に進化し
てきたと判断出来る。つまり、意識の進化が
あったと考えられるにも関わらず、意識の科
学・解析研究は極めて小である。人間は、心
と魂と霊と肉体から出来ており、心身相関と言
われる様に、それらは相互に関連し合って存
在している。心理学や生理学などが証明する
様に、身体の調子が悪く病気勝になると心が
沈み、心が喜びに満ちあふれると身体も元気
を取り戻してくる。

心と物を結びつける研究は、心理学者のユ
ングと物理学者のパウリの討論（意味のある偶
然の一致、シンクロニシティ、共時性）が最初
である、と言う意見がある。つまり、そこでは
テレパシー（遠隔知覚、ESP）という超常現象
が心と物の間の仲立ちをしているという。時間
が経過して現代となり、今、話題になってい
る「オーブ出現」も、内容としては、これとほ
ぼ同一内容であると言えよう。「オーブ」は、
物質面と精神面とサムシング・グレイト（SG）
に関係して出現してくる。さらに、因果律が不

明であり、再現性に欠ける点がある、これら
の共通した性質があるので、「オーブ」も一種
の超常現象であるともいえる。

以上から、心理学（心）と現代科学（物）の谷
間を埋めて、円満なる社会を発展させる為に
は、超常現象ならびにその原因としてのサイ

（気）エネルギーの研究が必要である、と考え
ている。

人々には幸福になる権利がある。毎日の生
活をより豊かにする方法、つまり、「願いを叶
える」ためには、どうすれば良いか。人は何時
かは死ぬ運命にあるが、死んだらどうなるか。
生きる目的は何か。などを考えるきっかけを与
えてくれる事を願っている。

顕微鏡の発見により､ 細胞が発見された
（1665、ロバート・フック）と言われている。近
代生物、生理学の母体誕生（iPS細胞など）で
ある。同様に、デジタル・カメラの発明によっ
てオーブ像が発見された。思いを巡らせば､
両者の発見の事情はほぼ同一であると思える。
そこで、我々のオーブ像研究の努力が、新た
な近代精神科学（新分野）樹立に発展する事を
祈念したい。

● �●
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3．オーブの形成過程
空の上から降ってきたイオン粒子は、地表

面付近の電場の影響（空中電界）を受けてエネ
ルギーを増し、しだいに活性化する。図1に示
したイオン・ボールは、巴形陰要素と巴形陽
要素の回転に伴う押し合いにより、その境界
面では中和（ゼロ場）になっている。このゼロ
場は、巴形回転要素が、絞り込まれて点状に
なってゼロ点を形成することになる。絞込みの
回数が重なり、ゼロ場にゼロが積み重なると、
次第に不安定な状態になり、オーブ形成の準
備が整えられる事になる。つまりエネルギー一
定（核形成条件）で、エネルギー不安定状態と
なり、核形成・生成の条件が整えられること
になる。

他方、撮影者は、意識を変成させた変成意
識状態（リラックス、集中）となり、無心で
シャッターをきる、すると、撮影者から図3の
PSI-pair群が放出されて（別報参照）、プラズ
マ・ボール上のゼロ点との間に共鳴、共振が
おこり、オーブ核が形成されることになる。他
方、この不安定状態は、カオス・アトラクター

の生起・発生点でもある。さらに、カオス・ア
トラクターは分岐するが、分岐点の生起・発
生点において未知なる存在（SG）の働きが関与
することになり、関与の内容に応じて、様々な
現象（願い事を叶える）が生起・発生してくる、
と判断している。

4．実験的な検討
このオーブ形成モデルの真否を確かめる為

の実験を、いま、前述（別稿）の気エネ・マシ
ンを用いて実施している。このマシンは、ピラ
ミッド、単結晶水晶、無誘導コイル、磁石、
赤外線発生部などから構成されており、人工
的に外気を集積する装置の内容を持ち、ゼロ
場を形成し、赤外線領域に存在する気（サイ）
を集積し（△H=1.38eV）、機能的には、オー
ブと同一なので、別名を人工オーブと呼ばれ
ている。しかし様々な理由から実験は未完成
であり、正確な法則性や対応性を見出す段階
にはなっていない。

一例として、「赤小豆粒」と「てんこ豆（小黒
豆）」等を実験試料とし、マシーンが集めたサ
イ（気）の作用による発芽、初期成長の効果実
験をおこなっている。図1～図3の原理を応用
した（トレート）の場合と、用いない（コント
ロール）場合との比較実験を行ったところ、結
果として、成長促進（+）、ゼロ（0）、成長阻害

（−）の特徴的な波動、変動効果作用が見いださ
れている。つまり、図1のイオン・ボールを動
的に変化させたときに期待される効果の波動
性が、確かめられている。

5．研究のひろがり
オーブは、赤外線領域の写るデジタルカメ

ラを用いてフラッシュ撮影すると写る。つま
り、人の五感では感知する事の出来ない赤外
線周波数範囲内にオーブは存在しており、ま
た、変性意識状態に関係しているので、リラッ
クス集中してシャッターを切る。さらには、周
りの空気成分が電離していると判断出来る時
に写すことが求められている。

しかし、どうしても、写らない場合がある。
その時には、何回も繰り返してフラッシュ撮影
すると良い。フラッシュを炊くと、カメラ周り
の物質は、その光を吸収する（僅かに発熱す
る）が、すぐに、赤外線として（その光が）空気
中に放出される。このようにして、放出赤外線
が空気中に蓄積され、ある限界量に達すると、
つぎのフラッシュ撮影で写る事になるのであ
ろう。

人の精神（心）は意識と無意識から構成され

●� ●
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1．はしがき
超常現象としてのPK（念力）の研究は、人

の心と体外にある物の関係を扱っている。人
の心と物のより深いところ（素粒子状）では、
両者の区別が出来ない程に類似していて、心
の働きによって物が変化させられると判断でき
る。人間では、心身相関と言われるように、元
来、物（肉体）と心（精神）は影響し合っている
が、現代の科学技術万能の世界では、精神の
世界の科学的な解明は無いに等しい。

最近になると、「オーブ」がデジタル・カメ
ラに写るようになってきた。「オーブ」は、古来
から言われている「たまゆら」のことであり、
魂とか霊（スピリット）を意味している。また

「オーブ」は「パワースポット」で出現し易いこ
とがわかってきた。「パワースポット」とは気場
や聖地のことであり、神社や佛閣、巨岩や老
木などを意味している。

ここには、心身を健全にする気（サイ）エネ
ルギーがより濃く存在している場所であると判
断されている。本稿は、心と物の関係を科学
的に究明するための初期段階として、「オーブ

（orb）」について検討・考察している。
最近になると、科学技術の最先端の分野か

ら「人の意識とは何か」、「ロボット」に人の意
識を持たせることは出来ないだろうか、等が
検討されるようになってきた。これらの研究を
進める為にも、本稿で扱っている様な内容の
実験研究をすべきではないだろうかと考えて
いる。

2．オーブ形成モデル（仮定）
空気中に含まれる微細な水滴など空気構成

要素の原子が電離して電子とイオンになり、

プラズマとなる。これが環境としての電磁気
場などの影響を受けて、プラズマ・ボールが
形成される場合を想定する。

図1は、原子から電子を放出させた陽イオン
（右旋回）と原子に電子を加算させた陰イオン
（右旋回）から構成される太極図状イオン・
ボール（プラズマ・ボール）を示している。図
示の陰と陽の巴型の頭の部分には、それぞれ
対応する陰と陽の小部分を内包する目（小円）
と言われる部分を持っている。つまり、陽の中
には少量の陰があり、陰の中にも少量の陽が
ある。

陰イオンと陽イオンから構成されるイオン・
ボールの基底にあるのは電子と反電子（陽電
子）から構成される図2のPSI-pairである。
図2のそれぞれは物質（粒子）と反物質（反粒
子）の意味を持っており、電子は上向きベクト
ルで右旋回、反電子（陽電子）は下向きベクト
ルで（同様に）右旋回である。電子は空気中で
も割合に安定に存在しており、陽電子は宇宙
から降下するもの、ならびに不安定な中性子
を持つ原子核の崩壊の際に生ずるもの、等が
ある。

このPSI-pairに微細身素粒子（オーラ、バイ
オフォトン）としての下向き左旋回ならびに上
向き右旋回のベクトル等を加算させたのが図3
のPSI-pair群である。微細身素粒子は意識を
変成させた変成意識状態時（未知現象生起時）
のチャクラ（エネルギー・センター）やツボ（経
穴）等から放出されている。以上の、図1～
図3は、全体としては、それぞれは、中和の状
体、または各々を加算させたとき、零（ゼロ）
の状態になっている。

オーブの形成過程（2）オーブの形成過程（2）
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学
部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
を
経
て
、
現

在
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長
。

国
際
生
命
情
報
科
学
会
執
行
編
集
委

員
・
常
務
理
事
。
人
体
科
学
会
理
事
。

Parapsychological A
ssociation

日

本
連
絡
担
当
。
長
年
に
渡
っ
て
超
心
理

現
象
や
気
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
に
近
年
は
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
念
力

の
生
物
物
理
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
時　

平
成
25
年
11
月
9
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

　

十
二
月
忘
年
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
定
例
会
報
告

◎
平
成
24
年
十
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
出
現
に
つ
い
て
（
3
）
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
1
回
　
異
能
科
学
会
議

日
時　

平
成
25
年
12
月
1
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

 

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

 

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。今

回
最
初
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
発
表

し
た
い
方
一
、二
名
に
20
分
位
ず
つ
で

口
火
を
切
っ
て
頂
い
て
、
引
き
続
い
て

出
席
者
の
皆
様
か
ら
自
由
に
発
表
し
て

頂
き
ま
す
。

皆
様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
V
H
S
テ
ー
プ
や
D
V
D
ビ
デ
オ

等
で
お
見
せ
し
た
い
方
は
、
装
置
予
約

の
た
め
早
め
に
事
務
局
に
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※ 

最
初
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
方
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X

願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
5
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
の
発
見

　
　
　
　
講
師
　
小
川
　
博
章 

氏

30
年
以
上
前
、
歯
科
医
療
に
自
然
治

癒
力
を
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
自
然
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
、
生
物
の
観
察
を

始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に
様
々

な
疑
問
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。「
感
動

す
る
と
い
う
心
の
働
き
で
、
ど
う
し
て

涙
と
い
う
物
質
が
生
ま
れ
る
の
か
。
考

え
て
も
生
ま
れ
な
い
創
造
は
、
ど
こ
か

ら
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
の
か
。
一
般
的

に
信
じ
ら
れ
て
い
る
、『
人
は
、
生
ま
れ

て
、
生
き
て
、
死
ぬ
だ
け
』
と
い
う
考

え
方
は
、
本
当
に
真
実
な
の
か
。
だ
と

し
た
ら
キ
リ
ン
の
首
は
、
な
ぜ
伸
び
た

の
か
」。

生
物
の
観
察
を
続
け
る
中
で
、
魂
と

い
う
実
体
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
、

進
化
を
説
明
出
来
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慧
能
の
偈
や

白
隠
の
賛
、
童
謡
の
「
カ
ゴ
メ
の
歌
」

を
解
釈
す
る
中
で
、
魂
を
発
見
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
魂
を
、
自
分

の
真
心
だ
と
考
え
る
事
で
、
人
生
の
悩

● ❷●



●❸ ●

み
が
、
こ
と
ご
と
く
消
え
る
の
を
感
じ

て
来
ま
し
た
。

現
代
科
学
が
無
視
し
続
け
て
い
る
分

野
に
光
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
近
年
医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る

方
々
の
肉
体
以
上
の
存
在
に
関
す
る
著

書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
り
す
る

こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
世

の
中
の
関
心
が
少
し
ず
つ
“
サ
イ
の
世

界
”
に
向
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
長
年
歯
科
医
の
職
に
就

か
れ
た
先
生
の
興
味
深
い
お
話
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
川
博
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
8
年
生
ま
れ
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
歯
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
生
化

学
に
進
学
。
流
山
市
で
歯
科
医
院
を
開

業
の
か
た
わ
ら
、
東
京
大
学
医
学
部
解

剖
学
教
室
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
付
属

医
用
器
材
研
究
所
、
昭
和
大
学
歯
学
部

歯
科
理
工
学
教
室
で
研
究
。
歯
科
診
療

に
自
然
治
癒
力
を
生
か
す
道
を
求
め
て
、

40
以
上
の
民
間
療
法
を
尋
ね
歩
く
。
心

理
学
の
分
野
で
は
交
流
分
析
士
1
級
、

同
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。

漢
方
の
分
野
で
は
医
監
の
資
格
を
取
得
。

著
書『
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
が
歯
を
壊
す
』

現
代
書
林
。
歯
科
医
師
。
歯
学
博
士
。

昭
和
大
学
歯
学
部
兼
任
講
師
。

日
時　

平
成
26
年
1
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
意
識
文
明
の
夜
明
け

　
　
　
講
師
　
松
尾
　
み
ど
り 
氏

日
時　

平
成
25
年
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
3
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
25
年
12
月
7
日
（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0 

6
（
6
4
4
3
）
0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※ 

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※ 
12
月
4
日
（
水
）
ま
で
に
、
事
務
局

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡

　
　
　
講
師
　
櫻
井
　
喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
26
年
1
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
報
告

「 

世
界
史
上
で
も
第
一
級
の
人
物

空
海
の
修
行
と
世
界
観
、
密
教

超
能
力
の
原
理
」



　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 

氏

（
才
能
開
発
研
究
所
、
占
星
学
研
究
家
）

開
催　

平
成
25
年
9
月
22
日（
日
）

会
場　

 

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

究
所

弘
法
大
師 

空
海
に
よ
っ
て
真
言
密
教

の
根
本
道
場
が
創
ら
れ
た
高
野
山
は
、

平
成
27
年
に
開
創
1
2
0
0
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
機
会
に
最
澄
と
共
に
日
本
の
仏

教
の
土
台
を
築
き
あ
げ
、
ま
た
日
本
の

文
化
の
土
台
を
創
っ
た
空
海
の
、
宗
教

家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
家
、
能

力
者
と
し
て
第
一
級
の
人
物
と
成
っ
て

い
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
偶
然
に
満

ち
た
個
人
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。

1
．
弘
法
大
師 

空
海
の
個
人
史
と
業
績

特
に
あ
り
得
な
い
ほ
ど
の
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
が
続
く
の
は
、
八
〇
四
年
の

遣
唐
使
船
で
渡
唐
、
当
時
の
世
界
的
な

都
、
長
安
で
の
20
年
の
留
学
予
定
を
、

半
年
間
で
真
言
密
教
の
奥
義
を
一
子
相

伝
で
受
け
、
た
ま
た
ま
日
本
か
ら
来
て

い
た
船
で
2
年
間
で
帰
国
で
き
た
経
緯

で
す
。

八
〇
三
年
の
遣
唐
使
船
が
嵐
で
一
旦

日
本
に
戻
り
、
改
め
て
八
〇
四
年
に
遣

唐
使
船
が
出
る
前
に
急
遽
空
海
は
留
学

生
と
し
て
乗
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長

安
に
着
く
ま
で
は
苦
難
の
連
続
で
、
行

き
の
遣
唐
使
船
は
嵐
に
遭
い
な
が
ら
、

予
定
よ
り
ず
っ
と
南
の
福
州
赤
岸
鎮
に

漂
着
し
、
4
ヶ
月
後
に
長
安
の
都
に
到

着
、
そ
こ
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど

を
学
ん
だ
後
、
密
教
の
第
七
祖
・
青
龍

寺
の
恵
果
和
尚
に
師
事
し
て
、
半
年
間

で
胎
蔵
界
、
金
剛
界
、
伝
法
阿
闍
梨

位
の
灌
頂
を
受
け
、
密
教
の
第
八
祖
と

な
っ
た
後
、
恵
果
和
尚
が
入
寂
、
恵
果

和
尚
の「
す
ぐ
日
本
に
戻
っ
て
、
密
教

を
弘
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
遺
言
で
、

た
ま
た
ま
日
本
か
ら
来
た
船
で
帰
国
し

た
の
で
す
。

こ
の
う
ち
の
1
つ
で
も
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ず
れ
て
い
た
ら
、
日
本
に
真
言
密
教

は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
、
陰
で
大
い
な
る
見
え
な
い
力
が

働
い
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

2 

．
2
0
1
3
年
5
月
瀬
尾
の
高
野
山

訪
問
ビ
デ
オ

講
師
が
今
年
の
5
月
に
、
高
野
山
で

胎
蔵
界
の
結
縁
潅
頂
を
受
け
た
時
期
の
、

宿
坊
で
の
護
摩
行
の
ビ
デ
オ
映
像
や
壇

上
伽
藍
の
金
堂
や
大
塔
、
奥
の
院
参
道

の
映
像
等
も
紹
介
す
る
。

3 

．
空
海
の
構
築
し
た
真
言
密
教
の
世

界
観

大
日
如
来
を
中
心
に
し
た
密
教
の
神

々
の
構
成
を
示
し
た
金
剛
界
、
胎
蔵
界

の
曼
荼
羅
、
宇
宙
の
実
体
を
表
す
六
大
、

真
言
密
教
の
真
髄
で
あ
る「
即
身
成
仏
」、

目
指
す
理
念
は「
済
世
利
人
」「
密
厳
仏

国
」、
心
の
進
化
形
を
分
析
し
た「
秘
密

曼
荼
羅
十
住
心
論
」
を
紹
介
す
る
。

4
．
密
教
超
能
力
の
原
理

昨
年
の
全
国
大
会
で
瀬
尾
が
提
唱
し

た
「
創
造
方
程
式
」(f

＋v

＋s)e

＝m
a

（「
サ
イ
科
学
2
0
1
2
」
参
照
）
に
お

い
て
、
真
言
密
教
の
三
密
加
持
は
、
方

程
式
の
s
：
第
三
者
の
支
援
に
関
わ
り
、

導
師
の
身
密（
手
印
：
ム
ド
ラ
ー
）、
口

密（
真
言
：
マ
ン
ト
ラ
）、
意
密（
入
我

我
入
：
仏
を
観
相
し
、
仏
と
一
体
化
す

る
）
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
パ

ワ
ー
を
も
っ
た
大
い
な
る
存
在
と
つ
な

が
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
願
い
を
実
現

す
る
強
力
な
支
援
を
与
え
る
。

護
摩
は
上
記
方
程
式
の
e
：
環
境
運

の
上
昇
に
関
わ
り
、
火
の
パ
ワ
ー
は
煩

悩
を
焼
き
浄
め
、
ま
た
想
い
の
増
幅
器

と
な
り
、
次
元
を
超
え
た
存
在
と
繋
が

り
を
造
る
、
と
解
説
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
24
年
11
月
本
部
例
会
報
告

気
（
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の

実
在
と
能
力

　
　
　
　
講
師
　
藤
森
　
博
明 

氏

練
馬
区
の
方
で
気
の
健
康
道
場
を
や
っ

て
お
り
ま
す
藤
森
で
す
。
30
代
半
ば
か

ら
20
年
間
ほ
ど
ず
っ
と
“
気
”
を
求
め

て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
稽
古
を
し
た

り
、
自
分
で
工
夫
し
た
り
と
い
う
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
日

気
の
存
在
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

※ 

道
場
で
の
稽
古
風
景
の
ビ
デ
オ
映
像

が
映
さ
れ
る

気
の
稽
古
映
像
を
初
め
て
見
ら
れ
た

方
は
び
っ
く
り
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の

は
も
の
す
ご
く
強
い
も
の
が
あ
り
ま
し

て
、
私
が
弟
子
に
触
れ
な
い
で
あ
れ
だ

け
人
が
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
自
分

が
実
際
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

ま
だ
不
思
議
と
思
う
く
ら
い
、
す
ご
い

こ
と
で
す
。

今
日
は
、
気
の
存
在
と
能
力
に
つ
い
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て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

ま
ず
気
が
出
る
た
め
に
は
、
3
つ
の
条

件
が
必
要
で
す
。
そ
の
3
つ
と
い
う
の

は
、

1
．
体
の
緩
め

2
．
呼
吸

3
．
体
の
意
識

で
す
。
こ
の
3
つ
が
備
わ
っ
た
と
こ
ろ

の
真
ん
中
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て

き
ま
す
。

私
は
始
め
に
、
合
気
道
の
源
流
で
あ

る
大
東
流
合
気
柔
術
を
、
卒
業
生
で
先

輩
の
方
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
2

年
ほ
ど
で
し
た
が
、
体
の
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
野
流
呼
吸
法

や
他
の
呼
吸
法
を
学
び
、
最
後
に
身
体

意
識
と
か
体
の
緩
め
を
学
ん
で
、
あ
る

日
偶
然
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
え
る
と

い
う
こ
と
が
、
後
々
分
か
っ
て
く
る
の

で
す
が
、
取
り
あ
え
ず
見
え
な
い
存
在

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
現
代
は
科
学

で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
す
る
の
が
、
常
識

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
元
々
科
学
は

目
に
見
え
な
い
も
の
を
扱
い
ま
す
。

例
え
ば
、
電
気
は
当
然
見
え
な
い
も

の
で
、
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
実
は
見

え
な
い
も
の
で
す
。
台
風
な
ん
か
も
視

点
を
変
え
て
見
れ
ば
、
や
は
り
見
え
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

そ
の
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

の
は
な
い
の
か
、
と
い
う
と
あ
る
わ
け

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
体
感

で
き
ま
す
。
例
え
ば
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
に
乗
っ
た
り
、
ま
た
は
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
を
外
か
ら
眺
め
る
と
、
高

い
所
に
い
る
と
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
、
低
い
所
に
い
る
と
速
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
1
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
も
の
は
実
は
体

感
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

気
も
同
じ
よ
う
に
体
感
で
き
ま
す
。
動

物
も
気
で
動
い
て
い
る
わ
け
で
、
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
同
じ
で
す
。
大

き
い
も
の
は
鯨
か
ら
、
小
さ
い
も
の
は

微
生
物
ま
で
、
生
命
を
も
っ
て
い
る
も

の
は
、
す
べ
て
同
じ
よ
う
な
気
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
動
い
て
い
ま
す
。

犬
と
か
猫
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
? 

と
考
え
た
と
き
に
、
母
が
飼
っ
て
い
る

犬
に
試
し
て
み
た
の
で
す
。
犬
が
喜
ん

で
飛
び
つ
い
て
く
る
と
き
に
は
、
す
ご

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て
く
る
の
で
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
こ
ち
ら
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
返
す
と
、
犬
は
コ
ロ
ッ
と
転
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
生
命
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
は
特
殊
な
扱
い
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
他
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
、
力
学
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
比
べ
る
と
、
非
常
に
違
っ
た
扱

い
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
世
間

で
言
う
と
、「
胡
散
臭
い
」
目
で
見
ら
れ

ま
す
。

本
当
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
目
に
見
え

な
い
も
の
を
扱
う
の
で
す
か
ら
、
気
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
当
然
科
学
と
し
て
扱
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
け
れ
ど
も
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
ま
だ
科
学
的
に
扱
わ
れ
な

い
理
由
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に

特
殊
で
あ
る
、
も
う
一
つ
は
現
代
科
学

の
レ
ベ
ル
が
ま
だ
追
い
つ
い
て
き
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
つ
て
私
が
西
野
流
呼
吸
法
の
道
場

に
通
っ
て
い
た
頃
、
西
野
先
生
の
お
話

で
す
と
、
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
は

あ
と
50
年
く
ら
い
か
か
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
時
間
が
経
ち
、

あ
と
20
年
く
ら
い
経
つ
と
解
明
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
の
特
殊
性
の
お

話
を
し
て
お
き
ま
す
。

1
．
意
思
が
働
く
。

意
思
に
導
か
れ
て
気
と
い
う
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
働
く
。
中
国
の
諺
で
し
た

か
「
意
至
る
所
に
気
流
れ
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
意
識
が
必

要
な
の
で
す
。

2
．
自
然
治
癒
力

頭
脳
知
が
働
か
な
く
て
も
、
身
体
が

完
治
し
て
勝
手
に
動
く
。
細
胞
自
体
に

知
性
が
伴
っ
て
い
る
。
車
に
傷
が
つ
い

た
ら
何
年
経
っ
て
も
傷
は
そ
の
ま
ま
で

す
が
、
生
命
体
の
場
合
は
傷
は
治
り
ま

す
。

3
．
出
産
や
成
長
や
生
殖
、
そ
し
て
最

後
は
死
去
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
出

産
と
同
じ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
死
ぬ

と
き
に
必
要
で
す
。
今
の
時
代
は
病
院

で
、
い
ろ
い
ろ
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
さ
れ
寝

た
切
り
に
さ
れ
て
、
死
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
生
き

ぬ
い
て
、
初
め
て
い
い
死
に
方
が
出
来

る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

4
．
生
物
は
物
理
法
則
を
乗
り
越
え
て

し
ま
う
。

5
．
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
が
働

か
な
い
。

自
然
界
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
大
き
く
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な
る
（
無
秩
序
の
度
合
い
が
高
ま
る
）、

す
な
わ
ち
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
生
物
は
そ
の
逆
を
行
く
の

で
す
。
生
き
て
い
る
間
中
、
こ
の
法
則

に
反
し
て
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の
図
は
精
子
が
卵
子
に
向
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
精
子
自
体
が
意
思
を

も
っ
て
動
い
て
い
る
よ
う
に
、
卵
子
に

向
か
い
ま
す
。
多
数
の
精
子
は
長
い
道

の
り
を
競
っ
て
子
宮
の
一
番
奥
ま
で
行

き
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
が
受
精
し
、
受

精
卵
は
子
宮
の
手
前
ま
で
移
動
し
て
着

床
し
ま
す
。
子
宮
の
手
前
で
受
精
し
な

い
で
、
わ
ざ
わ
ざ
一
番
奥
で
受
精
す
る

の
も
生
命
の
摂
理
と
し
か
言
い
よ
う
の

な
い
不
思
議
な
現
象
で
す
。

地
球
上
に
生
活
す
る
生
物
に
と
っ
て

最
大
の
問
題
は
何
か
? 

そ
れ
は
重
力

で
す
。
長
く
宇
宙
で
生
活
し
て
い
た
宇

宙
飛
行
士
が
地
球
に
帰
還
し
て
か
ら
、

自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
4
、

5
日
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
重
力
は

大
き
い
の
で
す
。
け
れ
ど
も
普
段
重
力

を
感
じ
て
い
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で

し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
空
気
の
存
在
で
す
。
曇

り
の
日
は
何
と
な
く
体
が
重
い
、
晴
れ

た
日
は
体
が
軽
く
感
じ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
晴
れ
た
日
は
高
気
圧
で
空
気
の

密
度
が
高
い
の
で
、
浮
力
が
大
き
い
こ

と
か
ら
く
る
現
象
で
す
。

我
々
は
普
段
、
重
力
と
か
空
気
の
存

在
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
感
じ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
稽
古
で
す
。
体
の
緩
め

と
か
意
識
と
か
呼
吸
法
を
や
り
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
感
じ
る
体
に
変
え
て
い
く
わ

け
で
す
。

西
野
流
呼
吸
法
の
西
野
先
生
は
、
正

座
し
た
と
き
と
立
ち
上
が
っ
た
時
の
1

メ
ー
ト
ル
の
大
気
圧
の
差
を
体
感
で
き

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

さ
す
が
に
そ
こ
ま
で
は
体
感
で
き
ま
せ

ん
が
、
普
通
の
人
の
10
倍
く
ら
い
細
か

く
気
圧
の
差
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

重
力
に
抵
抗
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
台
風

が
来
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
倒
れ
た
り

し
ま
す
が
、
倒
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

そ
の
後
ど
う
な
る
の
か
?

実
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
自
分
の
力
で

立
ち
上
が
り
ま
す
。し
か
し
立
ち
上
が
っ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ま
ず
く
て
食
べ
ら

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
立
ち
上
が
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
蓄
え
て

あ
っ
た
糖
分
が
分
解
さ
れ
て
、
重
力
に

抵
抗
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

使
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

結
果
、
動
物
だ
け
で
な
く
植
物
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
分
か
る
わ
け
で
す
。

動
物
や
植
物
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
重
力
に
逆
ら
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常

に
大
事
な
事
実
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
ヶ
月
程

で
首
が
す
わ
っ
て
き
ま
す
。
首
、
腰
、

足
首
の
順
に
固
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
固
ま
る
と
い
う

こ
と
と
不
可
避
な
行
動
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
生
き
て
い
る
間
中
、

固
ま
る
方
向
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
固
ま
る
も
の
を

逆
に
緩
め
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、

気
の
巡
り
と
い
う
も
の
が
起
き
て
き
ま

す
。動

物
で
も
最
大
の
難
所
は
立
ち
上
が

り
で
す
。
特
に
草
食
動
物
は
生
ま
れ
て

か
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
が
ら
な
い
と
生
命

に
関
わ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
鹿
の
脚
や

キ
リ
ン
の
脚
は
非
常
に
細
い
の
で
す
が
、

ホ
ン
ダ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
ア
シ
モ
」
や

重
機
の
ク
レ
ー
ン
も
脚
は
非
常
に
太
く

な
っ
て
い
ま
す
。
動
物
は
気
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
細
い
脚
で

も
立
っ
て
い
ら
れ
ま
す
が
、
機
械
は
下

半
身
が
相
当
太
く
な
い
と
、
立
ち
上
が

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、
物
理
的
に
不
可
能
と
言

わ
れ
て
い
た
の
が
、
蜂
の
飛
行
で
す
。

ト
ン
ボ
な
ど
と
比
べ
て
、
蜂
の
羽
は
胴

体
と
比
べ
て
、
甚
だ
小
さ
い
の
で
す
。

蜂
が
飛
べ
る
の
は
物
理
法
則
を
乗
り
越

え
る
と
も
か
つ
て
は
言
わ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
最
近
で
は
蜂
の
飛
び
方
に
特

殊
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
蜂
の
飛
び
方
は
羽
を
動
か
す
と
き

に
羽
の
元
の
方
に
渦
が
で
き
て
、
そ
の

渦
に
よ
っ
て
気
圧
差
が
生
じ
て
、
浮
く

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

動
物
は
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
気
を

感
じ
て
、
生
き
て
い
ま
す
。
蚊
や
ゴ
キ

ブ
リ
を
人
間
が
叩
こ
う
と
す
る
と
き
、

彼
ら
は
人
間
の
殺
気
を
感
じ
て
す
ぐ
に

逃
げ
て
い
き
ま
す
。

人
間
同
士
も
そ
れ
と
同
様
に
気
を
感

じ
て
生
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
う
い

う
場
所
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

き
も
、
温
か
い
目
で
見
て
い
た
だ
け
る

の
か
、
そ
れ
と
も
変
な
や
つ
が
来
た
と

思
っ
て
見
て
い
る
の
か
、
何
と
な
く
感

じ
取
れ
ま
す
。
今
日
は
温
か
い
目
で
見

て
い
た
だ
い
て
、
非
常
に
助
か
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
人
間
も
言
葉
で

は
言
え
な
い
も
の
を
感
じ
取
る
わ
け
で

す
。
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特
に
こ
の“
気
”を
必
要
と
し
た
の
は
、

生
死
が
関
わ
る
時
代
に
あ
り
ま
す
。
戦

国
時
代
に
気
を
捉
え
よ
う
と
し
た
人
は

沢
山
い
ま
す
。
そ
の
一
人
が
有
名
な
柳

生
宗
矩
と
か
、
沢
庵
禅
師
で
す
。
古
来

武
芸
者
達
は
自
分
の
生
命
が
か
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら
気
を
捉

え
る
か
に
つ
い
て
は
必
死
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

戦
を
す
る
と
き
に
、
2
つ
の
軍
隊
、

例
え
ば
武
田
軍
と
上
杉
軍
が
対
峙
を
し

た
と
き
に
、
そ
の
上
空
に
飛
ん
で
い
る

鳥
の
様
子
を
見
る
と
ど
ち
ら
が
勝
つ
か

鳥
は
先
に
分
か
る
の
で
す
。
な
ぜ
か
と

申
し
ま
す
と
、
鳥
は
死
体
を
処
理
し
ま

す
の
で
、
ど
ち
ら
が
や
ら
れ
る
か
が
先

に
分
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
上
空
に
カ

ラ
ス
と
か
鳥
が
飛
ん
で
い
る
軍
隊
は
負

け
な
の
で
、
直
ち
に
逃
げ
る
わ
け
で
す
。

武
田
家
の
軍
法
が
書
か
れ
て
い
る「
甲

陽
軍
鑑
」
に
よ
る
と
、
2
つ
の
軍
団
が

対
峙
し
た
と
き
に
、
煙
が
立
ち
上
が
っ

た
と
し
ま
す
。
そ
の
煙
の
色
を
見
て
、

白
か
黒
か
で
勝
つ
か
負
け
る
か
が
分
か

る
、
ま
た
煙
の
た
な
び
く
方
が
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
の
で
、
勝
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
昔
の
軍

師
達
は
随
分
研
究
し
た
よ
う
で
す
。
た

だ
戦
国
時
代
の
も
の
は
、
明
確
な
記
録

は
沢
山
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

幕
末
に
来
る
と
資
料
と
し
て
残
っ
て

い
る
物
が
多
く
、
勝
海
舟
と
山
岡
鉄
舟

で
す
が
、
二
人
と
も
気
を
捉
え
よ
う
と

考
え
て
、
稽
古
を
し
た
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
二
人
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

江
戸
城
の
明
け
渡
し
が
成
立
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
岡
鉄
舟
が
実
際

に
西
郷
隆
盛
と
会
談
し
た
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
指
揮
し

た
の
が
、
勝
海
舟
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

た
だ
山
岡
鉄
舟
は
が
た
い
が
大
き
い

の
で
、
元
々
筋
力
に
頼
る
形
態
の
人
間

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
勝
海
舟
に

比
べ
る
と
気
の
レ
ベ
ル
が
ち
ょ
っ
と
低

い
で
す
ね
。
勝
海
舟
は
こ
の
肩
を
見
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
肩
の
降
り
具
合
が

気
を
捉
え
た
か
ど
う
か
の
差
が
出
る
と

こ
ろ
で
、
山
岡
鉄
舟
の
上
が
っ
た
肩
と

比
べ
る
と
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

特
に
幕
末
の
頃
は
、
皆
必
死
に
な
っ

て
気
を
捉
え
る
の
で
す
が
、
生
き
延
び

る
た
め
に
は
単
な
る
勉
強
で
は
話
に
な

ら
な
い
で
す
ね
。
例
え
ば
今
の
時
代
、

官
僚
や
代
議
士
は
○
○
大
学
卒
と
い
う

の
が
重
視
さ
れ
ま
す
が
、
幕
末
の
時
代

は
○
○
流
免
許
皆
伝
と
い
う
の
が
重
要

で
し
た
。
そ
う
で
な
い
と
本
当
に
必
要

な
気
力
や
胆
力
が
出
て
こ
な
い
の
で
す

ね
。江

戸
時
代
中
期
の
白
隠
禅
師
は
、
禅

の
修
行
を
し
過
ぎ
て
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
、「
内
観
法
、
軟
酥
の
法
」
と
い
う

気
を
体
の
中
に
巡
ら
す
方
法
で
健
康
を

取
り
戻
し
、
70
代
の
頃
、
書
い
た
「
夜

船
閑
話
」
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
70

代
の
頃
の
方
が
20
代
30
代
よ
り
体
力
が

あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
が
、
気
を

捉
え
た
ら
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
は
身
体
を
「
鍛
え
る
」
の
は
身

体
を
硬
く
す
る
の
で
健
康
に
逆
効
果
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
柔
ら
か
い

動
き
が
で
き
る
の
が
長
生
き
で
き
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
米
国
の
提
唱
者
が
急

死
し
た
よ
う
に
身
体
に
害
と
な
り
、
早

歩
き
に
近
い
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
い

い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　
講
師
　
大
峰
　
か
ず
子 

氏

�
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

と
き　
　

平
成
25
年
9
月
21
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

大
峰
氏
は
宮
崎
県
出
身
。
大
分
県
立

芸
術
短
期
大
学
、
大
阪
音
楽
大
学
声
学

科
卒
業
。「
天
国
と
地
獄
」
で
オ
ペ
ラ
デ

ビ
ュ
ー
。
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

共
演
や
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
数
多
く
出
演
。

ベ
ル
ギ
ー
に
て
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
オ
ブ
ベ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
な
ど
を
終

了
。
現
在
は
「
日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会
」

に
て
文
化
、
伝
統
を
守
り
広
げ
る
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

日
本
の
こ
こ
ろ
歌
う
会
と
は
幅
広
い

年
代
の
方
々
に
、
代
々
日
本
の
四
季
や

こ
こ
ろ
を
歌
い
継
い
で
い
き
た
い
思
い

か
ら
始
め
た
会
で
す
。
歌
う
と
元
気
に

な
る
・
歌
う
と
笑
顔
に
な
る
・
笑
う
と

福
が
来
る
。

「
声
を
出
す
こ
と
」
は
、
そ
れ
だ
け

で
健
康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
そ
の
声
に
「
倍
音
」
が
含
ま
れ
て

く
る
と
、
心
身
の
健
康
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
調
和
を
も
た

ら
し
、
夢
や
願
望
の
実
現
な
ど
、
人
生

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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講
演
概
要

音
の
魅
力
（
倍
音
編
）

「
声
を
出
す
こ
と
」
は
、
そ
れ
だ
け
で

健
康
に
良
く
、
し
か
も
そ
の
声
に
「
倍

音
」
が
含
ま
れ
て
く
る
と
、
心
身
の
健

康
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関

係
に
調
和
を
も
た
ら
し
ま
す
。

私
は
、
声
楽
家
で
す
の
で
、
声
と
言

う
視
点
か
ら
、
音
の
魅
力
を
語
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

声
で
す
が
、
声
だ
け
で
も
色
々
な
声

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
こ
に
は
、
倍
音
と
い
う
用
語
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
ま
す
。

倍
音
が
、
声
の
音
色
・
印
象
を
決
め

る
の
に
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。基

本
的
に
は
、
ど
ん
な
音
も
必
ず
倍

音
が
鳴
っ
て
い
ま
す
。

人
の
耳
に
は
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
実
感
し
に
く
く
、
音
を
基
音

だ
け
で
鳴
ら
す
の
は
、
不
可
能
で
す
。

基
音
と
は
、
電
子
音
の
よ
う
な
人
工

的
な
響
き
で
完
全
に
整
数
倍
の
成
分
だ

け
の
音
な
の
で
、
長
時
間
聞
く
と
疲
れ

や
す
い
で
す
ね
。
倍
音
の
中
で
、
も
っ

と
も
強
く
鳴
っ
て
い
る
元
の
音
の
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

「
倍
音
」
を
し
っ
か
り
鳴
ら
し
て
い
い
声

に
な
る
!

倍
音
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、

声
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

一
般
的
に
人
は
倍
音
の
多
く
含
ま
れ

て
い
る
声
を
好
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
と
場
合
に
も
よ
り
ま
す
が
・
・
・

倍
音
の
量
を
増
や
す
に
は
、
体
内
で

の
声
の
共
鳴
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
内
で
声
の
共
鳴
が
起
こ
る
と
さ
れ

て
い
る
主
な
場
所
は
「
胸
」「
喉
」「
鼻

腔
」
の
3
箇
所
で
す
。

そ
の
場
所
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

後
半
で
は
、
実
体
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
学
生
の
頃
か
ら
、
音
楽
好
き
で

声
に
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

大
分
県
立
芸
術
短
期
大
学
か
ら
、
大

阪
音
楽
大
学
声
学
科
へ
と
進
み
ま
し
た

が
、
大
学
で
は
不
十
分
と
い
う
こ
と
で
、

ベ
ル
ギ
ー
で
発
声
の
練
習
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

声
を
ど
の
よ
う
に
響
か
せ
る
か

日
本
で
は
地
鳴
り
。
身
体
を
使
っ
て

響
か
せ
る
こ
と
で
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
も

ホ
ー
ル
の
後
ろ
ま
で
響
か
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
倍
音
を
使
え
ば

よ
い
の
で
す
。

音
は
目
に
は
見
え
な
い
が
体
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
そ
し
て
高
い
癒
し
効

果
が
あ
り
ま
す
。
自
律
神
経
が
活
性
化

し
ま
す
。

高
周
波
は
鼻
の
奥
に
反
響
し
て
発
声

す
る
の
で
す
。

音
の
振
動
が
心
や
肉
体
に
影
響
し
ま

す
。
倍
音
は
鬱
の
改
善
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

耳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
音
か
ら
90 

%
、
血
液
か
ら
10
%
と
殆
ど
は
音
か
ら

得
て
い
ま
す
。

一
般
に
高
齢
化
と
と
も
に
高
い
音
が

聞
き
と
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
聴
力
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
維
持
で
き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
の
曲
が
お
す
す
め
で
す
。
そ
れ
は

音
が
高
く
、
そ
し
て
音
が
動
い
て
い
る

か
ら
で
す
。

音
と
併
用
す
る
こ
と
で
3
～
4
時
間

の
睡
眠
で
朝
の
目
覚
め
が
良
く
て
頭
が

す
っ
き
り
し
ま
す
。

倍
音
は
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す

脳
波
を
シ
ー
タ
波
に
変
え
て
、
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
核
心
で
あ
り
奇
跡
を
起

こ
す
「
魔
法
の
脳
波
」
で
す
。

脳
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
90
%
を
供
給
し
ま

す
。倍

音
が
少
な
い
と
「
丸
く
・
輪
郭
の

ぼ
け
た
よ
う
な
冷
た
く
暗
い
、
こ
も
っ

た
よ
う
な
音
」、
多
い
と「
鋭
く
・
輪
郭

の
は
っ
き
り
し
た
、
暖
か
く
明
る
い
よ

く
通
る
音
」
に
な
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
整
数
だ
け
の
倍
音
は

電
子
音
の
よ
う
に
味
の
な
い
声
に
な
り

ま
す
。

（
大
峰
氏
の
声
は
倍
音
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。
ピ
ア
ノ
の
そ
ば
で
発

声
し
、
声
を
止
め
た
あ
と
、
ピ
ア
ノ
の

複
数
の
弦
が
共
鳴
し
て
し
ば
ら
く
唸
っ

て
い
る
ら
し
い
。）

歌
う
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
り

ま
す
。
歌
の
会
で
は
15
分
ほ
ど
歌
う
た

め
の
体
操
を
し
て
か
ら
歌
を
歌
い
ま
す
。

歌
声
は
他
人
に
聞
い
て
も
ら
わ
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。

ノ
ド
声
に
な
っ
て
し
ま
う
と
声
の
効

率
が
悪
く
な
り
、
声
帯
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
り
や
す
い
で
す
。

下
顎
に
は
力
を
入
れ
な
い
の
が
よ
い

の
で
す
。

き
ち
ん
と
し
た
響
き
が
出
る
に
は
、

お
な
か
か
ら
出
す
こ
と
に
注
意
し
ま
す
。

● ❽●



身
体
の
中
の
次
の
部
分
が
共
鳴
し
て

い
ま
す
。

胸
、
喉
、
鼻
腔
、
頬
骨

呼
吸
に
つ
い
て
、
最
近
は
口
呼
吸
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
花
粉
ホ

コ
リ
を
吸
う
の
で
鼻
で
吸
う
意
識
を
し

ま
し
ょ
う
。

歌
う
時
に
は
鼻
を
主
に
し
ま
す
。
口

か
ら
も
吸
っ
て
も
い
い
で
す
が
、
ま
ず

鼻
か
ら
吸
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

鼻
か
ら
吸
っ
て
、
お
腹
が
膨
ら
め
ば

よ
い
の
で
す
。

肩
を
動
か
す
と
そ
こ
に
力
が
入
り
、

下
顎
と
肩
に
影
響
し
ま
す
。

横
隔
膜
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
腹
式

呼
吸
を
行
い
ま
す
。

へ
そ
の
下
の
筋
肉
を
使
い
ま
す
。
こ

れ
が
倍
音
に
つ
な
が
り
ま
す
。

腹
式
呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と
。

鼻
か
ら
息
を
吸
う
、
一
旦
止
め
る
、

ス
ッ
と
吐
く
。
肩
は
動
か
さ
な
い
。

こ
れ
を
3
セ
ッ
ト
行
う
。

気
を
つ
け
る
こ
と
は
、

へ
そ
の
下
を
意
識
し
て
ス
ッ
と
強
く

吐
き
だ
す
。
動
か
な
い
場
合
は
押
す
。

同
じ
強
さ
で
出
て
い
れ
ば
筋
力
が
増

え
、
倍
音
が
増
え
る
。
そ
う
す
る
と
日

常
の
会
話
も
イ
キ
イ
キ
と
し
て
き
ま
す
。

チ
ェ
ス
ト
ボ
イ
ス
も
大
切
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。

ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
の
音
を
口
の

形
に
注
意
し
て
発
声
練
習
を
し
ま
す
。

腹
式
呼
吸
を
確
認
す
る
た
め
、
仰
向

け
に
寝
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
腹
の
上
に
乗

せ
腹
式
呼
吸
を
す
る
の
が
よ
い
。

生
ま
れ
た
時
は
皆
腹
式
呼
吸
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
胸
式
呼
吸
に
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

喉
、
口
で
高
め
の
音
を
出
し
ま
す
が
、

開
け
す
ぎ
る
と
下
顎
に
力
が
入
り
ま
す
。

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
ま
す
。

閉
じ
な
く
な
る
の
は
ス
ト
レ
ス
の
影
響

な
ど
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

喉
の
奥
に
注
意
し
ま
す
。

鼻
か
ら
吸
う
と
口
内
が
広
が
り
響
き

が
よ
く
な
り
ま
す
。
卵
が
口
の
中
に
あ

る
よ
う
な
空
間
が
大
切
で
す
。

口
を
開
け
て
欠
伸
を
す
る
と
力
が
抜

け
や
す
い
で
す
。

舌
に
つ
い
て
、
硬
い
舌
根
を
柔
ら
か

く
す
る
に
は
、

ル
ル
ル
ル
、
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
と
発
声
す

る
の
が
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
す
。

プ
ル
ル
ル
の
音
を
音
程
を
変
え
な
が

ら
発
声
し
ま
す
。

鼻
腔
は
鼻
を
つ
ま
ん
で
音
色
が
変
わ

り
過
ぎ
な
け
れ
ば
O
K
で
す
。

目
を
大
き
く
開
け
て
、
笑
顔
に
し
ま

す
。
筋
肉
を
ゆ
る
め
て
、

フ
ゥ
ー
ン
、
フ
ゥ
ー
ン
と
響
か
せ
ま

す
。小

さ
い
音
で
も
よ
い
か
ら
口
の
中
に

卵
が
あ
る
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
口
の
中
の
空
間
を
広
げ

ま
す
。

ノ
ド
ボ
ト
ケ
、
口
を
開
け
て
上
下
し

ま
す
。

下
げ
る
と
こ
も
っ
た
太
い
声
に
な
り

ま
す
。

一
寸
上
げ
る
と
声
が
前
へ
出
ま
す
。

柔
ら
か
い
声
を
出
す
に
は
体
を
柔
ら
か

く
し
ま
す
。

左
右
片
足
上
げ
を
前
へ
、
横
へ
と
行

う
。歌

う
時
、
ブ
レ
ス
を
深
く
取
る
と
遅

れ
ま
す
。
姿
勢
を
よ
く
し
、
椅
子
は
中

ほ
ど
に
掛
け
ま
す
。

倍
音
は
口
を
縦
に
し
て
前
へ
前
へ
と

出
し
ま
す
。

高
い
音
は
顔
の
上
部
を
意
識
し
て
響

か
せ
て
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

こ
れ
ら
の
発
声
指
導
の
あ
と
歌
の
練

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
連
の
軽
い
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、

「
花
」「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」「
里
の

秋
」「
月
の
沙
漠
」「
故
郷
」
の
歌
に
つ

い
て
先
ほ
ど
の
指
導
が
繰
り
返
さ
れ
て

全
員
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
達
の
声
に
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
希
望
で
倍
音
の
あ
る

声
と
倍
音
の
な
い
声
の
違
い
も
聞
か
せ

て
頂
き
、
最
後
に
「
君
が
代
」
を
歌
っ

て
頂
き
一
同
感
激
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
非
会

員
14
名
合
計
26
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送

料
込
み
）
で
す
。
事
務
局（
0
7
9
7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❾ ●



5）「オーブ」撮影の現状

（5）オーブは非局所的に広く拡散して、流動
しながら、存在している。何時もそこに固定
して存在している訳では無い。有名寺院や佛
閣で大勢の人達が集まるところでも、昼間で、
背景が明るいと、写らない。（6）空気が乾燥
していると、夜空でも写らない。（7）有名なパ
ワースポットでも、能力者が同席して協力して
も、写らない場合がある。（8）諸条件が満足さ
れて写されたオーブは、ほぼ明確な輪郭をも
ち、カオス・アトラクタ形成以前のものと、形
成以後のものがある。形成以後のオーブは非
対象のマンダラ模様を持ち、核を持っている。

6）「たまゆら」と「オーブ」

辞書などによると、一般的には、「オーブ」
には−球体、円形､ 軌道−の意味があ

り、「たまゆら」には−ほんの僅かな、魂、
霊−の意味があると言う。文字どおりに解
釈すれば、デジタル・カメラでフラッシュ撮
影された円形状像の総ては「オーブ」になって
しまう。つまり、カメラ付近の塵や埃、微小
水滴や霧などを（円形状に）写した偽オーブも、
撮影者の意識が関与した真オーブも、総てが、

「オーブ」と言って良いことになる。当然のこ
とながら、研究対象になるのは、後者である。
つまり、「オーブ」とは言わないで「たまゆら」
と言う方が間違いが少ない、と言えよう。意
識（心､ ASC）の関与が有り、機能的な面のあ
る「オーブ」が研究対象になっており、撮影の
可否ではない。

● �●

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
6
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 
秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
�A�

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



りを自動的に開いて光量を増し、フラッシュ光
（1/1000sec）による反射光をも含めて、カメラ
内の光量が適正露出になった時に、シャッター
が下りる（切る）ように自動調節されている。

写真1（No.368、福島自宅）は、40分方向（時
計の針）に手ぶれさせた時の一例である。3個
所の大きな光群は既知の電灯光や窓のガラス
光（電灯）であり、シャッターが下りても、存
在し続けている（40分方向のブレも写る）。
オーブは約4個（薄いオーブを入れると7個）
写っている。うち1個は中位の円形、3個は小
円形であるが、内小1個は下方向（30分方向）
に尾を引いている。尾を引かない中、小円形
オーブは背景（家の景色）とほぼ同時刻に消失
し、30分方向に尾を引くオーブのみが、背景
や他のオーブよりも、より早い時間内に上昇し
ながら消失したと考えられる。特徴的な事とし
て、（1）垂直方向に尾を引くオーブは、上昇し
ながら背景消失（シャッターが閉まる）よりもよ
り早い時刻に消失する、（2）円形状のオーブは
背景とほぼ同時刻に消失する、と判断できる。

写真2（No.1737、福島瀧洞神社）は、30分
方向（上下垂直方向）に手ぶれさせたときの一
例である。中円形オーブが右側に、上昇に尾
を引く変形オーブが左側に、矩形状の残像を
持つ微小円形オーブが多数写されている。こ
の手ぶれ残像（矩形状）の特徴は、矩形の長さ
が異なっている点にある。また、矩形形状で

尾が切れている（終結した）のは、オーブの存
在時間が、シャッターが下りてからも持続して
いた事を意味するのであろう。これとは別に、
筆者らは、予備実験として、カメラ・レンズの
先方に50cm置きに400cmになるまで（フラッ
シュ光到達範囲）、径30mmの小球を吊るして
おき、距離による大きさの減少と明度の変化
を調べた。そして、距離が遠くなるにつれて
寸法（小球の大きさ）がより小になる事を確か
めた。つまり矩形状長さが小になる程、オー
ブはより遠くに存在している、ことになる。つ
まり、（3）オーブは、カメラ付近のみではなく、
より遠方にも存在している、と判断した。

3）オーブの移動方向

一例として写真3（No. 371、福島）を示す。
中央の中円形オーブは20分方向に尾を引いて
移動しているが、他の小円形オーブは、28分
方向に移動している。つまり、（4）オーブは垂
直方向のみではなく、別の方向にも移動して
いる、と考えられる。

4）非円形微小オーブの存在

写真4（No.1359、福島）に一例を示す（拡大
表示）。微小粒で、上昇運動をして合体して円
形オーブと成るのであろう（薄葉達夫の「分身
ブローブ体」参照）。

●� ●

写真３（No.371） 写真４（No.1359）



赤外線領域が撮影出来るデジタルカメラを
用いてフラッシュ撮影した画面に、小円形で
乳白色のオーブが写り込むことがある。条件
を変えたときに、オーブがどの様な状態で撮
影されるかについて、物質面から検討する。

1）従来の批判

例えば、オーブはフラッシュ光がカメラ付近
にある空気中の微細物などに反射して発生す
る現象で、霧などが夜間に降って来たときに
発生しやすい。レンズの焦点距離付近にある
場合ほど大きく写り、ボケ状となり、ピントが
合っていないから円形に写る。しかし、反面、
オーブは気まぐれであり、条件を整えてた場
合でも何時も写るとは限らず、また写らない人

には、条件には無関係に、どうしても写らない
と言う。本稿では、これらも考慮して検討する。

2）手ブレ写真像からの検討

結果の一例を写真1、2に示す。2012年秋
（11月）、福島市、夕方（6:00～7 :00）、晴れま
たは小雨の降り始め、カメラは2台（NIKON 
E-2200、CASIO EX-Z40PC）。撮影モードを

「オート」に選定、フラッシュ撮影している。つ
まり最適な絞り値とシャッター速度をカメラが
自動的に選択する仕組みになっている。暗い
ときに物を見る場合には、人の目の瞳孔は開
いて網膜にはいる光量をふやす。カメラの場
合も同一であり、被写体が暗いときには、絞

オーブの出現について（3）オーブの出現について（3）
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆

様
方
に
一
言
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
度
が
サ
イ
科
学
会
と
皆
様
方
に
と

っ
て
、
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
明
る
く
、
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
の
年
と
言
わ
れ
た
2

0
1
2
年
。
つ
づ
く
昨
年
は
新
し
い
気

分
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
変
革
、
大
転
換
、

躍
進
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
共
に
2
0
1
3
年
は
始
ま
っ
た

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
リ
ー
マ
ン
不
況
後

の
永
い
閉
塞
感
を
打
ち
破
り
、
日
本
を

創
生
さ
せ
る
と
判
断
さ
れ
た
参
議
院
選

挙
に
よ
っ
て
政
治
担
当
者
の
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
困
難
を
伴
う
問
題

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
T
P
P
交
渉
、

2
0
2
0
年
開
催
予
定
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
成
功
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
決
定
、
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。生

活
に
直
接
関
係
の
あ
る
政
治
経
済

面
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。
一
昨
年
末

に
は
、
参
議
院
選
挙
の
結
果
と
し
て
自

民
党
総
裁
の
安
倍
政
権
が
発
足
し
、
国

会
の
ね
じ
れ
現
象
が
解
消
し
ま
し
た
。

日
本
は
、
今
で
も
、
世
界
第
三
位
の
経

済
大
国
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
景
気
が

良
く
な
れ
ば
、
世
界
の
景
気
も
良
く
な

る
だ
ろ
う
と
世
界
中
の
人
達
は
考
え
、

注
目
し
て
お
り
ま
す
。
現
実
を
見
る
と
、

中
東
な
ど
の
紛
糾
と
混
乱
が
続
い
て
お

り
、
欧
州
の
経
済
不
況
に
加
え
、
昨
年

末
に
は
米
国
デ
ト
ロ
イ
ト
市
が
負
債
破

綻
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
現
在
1
0
0
0
兆

円
余
（
国
の
年
間
予
算
額
の
約
10
倍
以

上
）
も
の
借
金
が
あ
り
ま
す
。
子
や
孫

達
の
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
為
に
も

財
政
再
建
が
急
務
で
あ
り
、
国
民
の
協

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
平
成
25
年
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
ス
プ
レ
ー
噴
霧
時
に
お
け
る
オ
ー
ブ

　

の
出
現
現
象
（
第
一
報
）

◎
「
オ
ー
ブ
」
の
カ
オ
ス
解
析

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
実
情
を

統
計
で
み
る
と
、
製
造
業
従
事
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
1
6
0
3
万
人
か
ら
現
在

約
9
9
8
万
人
へ
と
減
少
し
、
失
業
率

は
8
・
2
%
（
ギ
リ
シ
ャ
44
・
4
%
、

独
8
・
6
%
）
に
な
り
、
非
正
規
雇
用

者
は
過
去
最
大
の
約
38
・
2
%
と
な
り
、

社
会
の
不
安
定
条
件
は
次
第
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
最
大
の
課
題
と
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木　
茂
美



し
て
高
齢
者
問
題
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
は
高
齢
者
の
15
%
、
65
歳
以
上
で
は

4
人
に
1
人
が
予
備
化
し
て
い
る
、
と

の
こ
と
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
デ
フ
レ
、
円
高

か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
、
景
気
刺
激
策

と
し
て
、
日
銀
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

円
安
と
2
%
の
物
価
上
昇
目
標
を
導
入

し
、
結
果
と
し
て
大
企
業
と
投
資
家
に

多
く
の
利
益
を
与
え
ま
し
た
。
嬉
し
い

事
に
大
学
卒
業
生
の
就
職
率
が
増
加
し

た
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
反
面
、
実
情
は
、
な
か
な
か
デ
フ

レ
か
ら
は
脱
却
出
来
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や

小
麦
の
値
上
げ
等
で
、
国
民
生
活
に
は

苦
し
み
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
財
政
再

建
は
是
非
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

為
に
は
国
民
の
協
力
が
是
非
必
要
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

科
学
技
術
面
を
み
ま
す
。
4
月
に
は
、

暗
黒
物
質
（
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
）
の
証
拠

が
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
E
R
N
）

で
観
測
さ
れ
、
暗
黒
物
質
が
崩
壊
す
る

時
に
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
粒
子
を
捉
え

た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
9
月
に
は
、
ボ
イ
ジ

ャ
ー
1
号
が
太
陽
系
外
の
空
間
に
飛
び

出
し
た
、
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
宙
に
は
一
千
億
余
の
星
が
あ
り
、
そ

の
内
百
万
の
星
が
文
明
を
持
つ
だ
ろ
う

と
言
う
。
微
視
的
並
び
に
巨
視
･
宇
宙

的
な
未
知
な
る
世
界
の
探
求
は
、
我
々

に
ど
れ
程
か
、
夢
と
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
、
未
知
の
世
界
か
ら
の
報
告

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
反
面
、

日
本
で
は
福
島
原
発
の
事
故
の
処
理
が

未
完
成
で
あ
り
、
汚
染
水
処
理
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
事
故

に
関
す
る
科
学
者
側
か
ら
の
目
立
つ
様

な
発
言
は
な
く
、
科
学
者
の
無
力
さ
が

反
省
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
日
本

は
、
資
源
小
国
な
の
で
、
付
加
価
値
の

高
い
技
術
を
伴
っ
た
物
造
り
が
必
要
な

事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
々

で
科
学
者
の
奮
起
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
昨
年
も
酷
暑
、
台
風
、
洪
水
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
事
と
し
て
、
北
京
濃

霧
と
し
て
の
大
気
汚
染（
P
M
2
・
5
）

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
W
H
O
の
基

準
値
の
約
60
倍
に
も
達
す
る
と
の
事
。

速
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
市
民
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、

豊
か
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

物
質
面
と
と
も
に
、
精
神
面
の
充
実
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

サ
イ
科
学
の
分
野
を
み
る
と
、
最
近
、

嬉
し
い
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
不
況
と
共
に
や
っ
て
き

た
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
り
、

や
っ
と
、
底
打
ち
か
ら
会
員
増
に
転
じ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
達
の
会
員
増
が
目
立
つ
様
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
秋
の
全
国
大
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
（
気
）
と
自
然
治
癒

力
」
で
あ
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く

の
専
門
家
が
集
ま
り
、
様
々
な
観
点
か

ら
建
設
的
な
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
伝
統
医
（
漢
方
な
ど
）
と
西
洋

医
の
両
者
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
を
統

合
し
た
統
合
医
学
的
な
立
場
、
な
ら
び

に
精
神
面
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
の
医
療
法
の
流

行
状
況
と
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
サ
イ
（
気
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
と

其
の
応
用
な
ど
も
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

他
方
、
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
物

質
と
精
神
（
心
）
の
両
者
に
関
連
し
た

研
究
と
し
て
、
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）

の
研
究
が
活
発
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
分

科
会
活
動
と
し
て
、
宇
宙
生
命
並
び
に

U
F
O
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の

実
験
研
究
は
、
一
部
を
除
き
、
こ
れ
か

ら
で
あ
り
ま
す
が
、
各
方
面
か
ら
の
調

査
研
究
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
に
続
く
本
年
も
、
こ
れ
ら

の
研
究
と
啓
蒙
の
深
化
と
発
展
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

為
に
は
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導

と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
14
受
領
分
ま
で
）

金
四
十
万
円
也�

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也�

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
円
也�

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
の
発
見

　
　
　
　

講
師　

小
川　

博
章 

氏

30
年
以
上
前
、
歯
科
医
療
に
自
然
治

癒
力
を
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で「
自
然
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
、
生
物
の
観
察
を

始
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
々
に
様
々

な
疑
問
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。「
感
動

● ❷●



●❸ ●

す
る
と
い
う
心
の
働
き
で
、
ど
う
し
て

涙
と
い
う
物
質
が
生
ま
れ
る
の
か
。
考

え
て
も
生
ま
れ
な
い
創
造
は
、
ど
こ
か

ら
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
の
か
。
一
般
的

に
信
じ
ら
れ
て
い
る
、『
人
は
、
生
ま
れ

て
、
生
き
て
、
死
ぬ
だ
け
』
と
い
う
考

え
方
は
、
本
当
に
真
実
な
の
か
。
だ
と

し
た
ら
キ
リ
ン
の
首
は
、
な
ぜ
伸
び
た

の
か
」。

生
物
の
観
察
を
続
け
る
中
で
、
魂
と

い
う
実
体
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
、

進
化
を
説
明
出
来
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慧
能
の
偈
や

白
隠
の
賛
、
童
謡
の
「
カ
ゴ
メ
の
歌
」

を
解
釈
す
る
中
で
、
魂
を
発
見
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
魂
を
、
自
分

の
真
心
だ
と
考
え
る
事
で
、
人
生
の
悩

み
が
、
こ
と
ご
と
く
消
え
る
の
を
感
じ

て
来
ま
し
た
。

現
代
科
学
が
無
視
し
続
け
て
い
る
分

野
に
光
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
近
年
医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る
方

々
の
肉
体
以
上
の
存
在
に
関
す
る
著
書

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
り
す
る
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
世
の

中
の
関
心
が
少
し
ず
つ“
サ
イ
の
世
界
”

に
向
い
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
長
年
歯
科
医
の
職
に
就
か
れ
た

先
生
の
興
味
深
い
お
話
で
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い

し
て
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
川
博
章
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
8
年
生
ま
れ
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
歯
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
生
化

学
に
進
学
。
流
山
市
で
歯
科
医
院
を
開

業
の
か
た
わ
ら
、
東
京
大
学
医
学
部
解

剖
学
教
室
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
付
属

医
用
器
材
研
究
所
、
昭
和
大
学
歯
学
部

歯
科
理
工
学
教
室
で
研
究
。
歯
科
診
療

に
自
然
治
癒
力
を
生
か
す
道
を
求
め
て
、

40
以
上
の
民
間
療
法
を
尋
ね
歩
く
。
心

理
学
の
分
野
で
は
交
流
分
析
士
1
級
、

同
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。

漢
方
の
分
野
で
は
医
監
の
資
格
を
取
得
。

著
書
『
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
が
歯
を
壊
す
』

現
代
書
林
。
歯
科
医
師
。
歯
学
博
士
。

昭
和
大
学
歯
学
部
兼
任
講
師
。

日
時　

平
成
26
年
1
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　

講
師　

小
林　

信
正 

氏

　
　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

何
も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
空
間

か
ら
、
物
を
叩
く
音
が
発
生
す
る
現
象

を
ラ
ッ
プ
音（
r
a
p
＝
叩
音
）と
呼
び
、

昔
か
ら
霊
魂
が
出
現
す
る
と
き
の
音
で

心
霊
現
象
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
海
外
で
は
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
現
象
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
に
そ
の
音
の
発
生
原
因

は
不
明
で
あ
り
、
正
体
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ラ
ッ
プ
音
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、

割
り
箸
が
折
れ
る
よ
う
な
音
、
ハ
ン
マ

ー
で
物
体
を
叩
い
て
い
る
よ
う
な
音
、

ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
、
足
音
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
こ
れ
ら
ラ
ッ
プ
音
に
怯
え
る

様
々
な
住
人
達
の
訴
え
に
よ
り
、
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
を
兼
ね
て
、
現
場
に
特

殊
な
撮
影
機
器
及
び
物
理
的
測
定
機
器

を
準
備
し
て
調
査
、
徹
底
観
測
、
撮
影

を
敢
行
し
ま
し
た
。

想
定
さ
れ
る
原
因
の
仮
説
と
し
て
は
、

①
人
工
電
磁
波
説
、
②
ウ
オ
ー
タ
ー
ハ

ン
マ
ー
現
象
説
、
③
建
築
建
材
工
法

説
、
④
低
周
波
に
よ
る
振
動
、
共
鳴
説
、

⑤
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
説
、
⑥
オ

ー
ブ
に
よ
る
心
霊
現
象
説
、
等
々
。
建

築
家
や
音
響
専
門
家
た
ち
に
現
場
の
立

ち
会
い
を
依
頼
し
、
家
屋
の
構
造
調
査

や
建
材
等
の
音
響
実
験
、
音
源
の
分
析

等
に
よ
る
検
証
を
試
行
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
住
人
の
心
理
状
態
の
意
識
調
査
も

行
い
ま
し
た
。

検
証
の
結
果
、
ラ
ッ
プ
音
の
発
生
に

は
オ
ー
ブ
が
介
在
し
て
霊
的
な
可
能
性

が
大
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ー
ブ
が
何
ら

か
の
意
思
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
ま
す
。

“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
”
ラ
ッ
プ
現

象
が
頻
発
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
現
場

の
実
態
を
ビ
デ
オ
で
収
録
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
長
年
東
京
キ
ー
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
心
霊
現
象
や
能
力

者
に
関
し
て
科
学
的
検
証
も
含
め
た
多

く
の
番
組
を
制
作
し
て
こ
ら
れ
た
講
師

な
の
で
、
興
味
深
い
お
話
が
沢
山
紹
介

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
は



ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加

願
い
ま
す
。

●
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
、
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
（
現
東
京
工
芸
大
）
卒
後
、

慶
応
大
で
哲
学
、
心
理
学
を
専
攻
。

T
V
局
勤
務
、
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
部
長
と
し
て
多
数
の
番
組
制
作
に

永
年
携
わ
る
。
定
年
退
社
後
、
T
V
制

作
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
多
数
の

放
送
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
制
作
。

大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
も
務
め
、

特
異
能
力
研
究
会
を
主
宰
し
て
意
識
と

サ
イ
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
著
に
神
社
仏
閣
50
選
「
ご
利
益
さ

ま
」
縁
結
び
編
。

日
時　

平
成
26
年
2
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
26
年
3
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
時
～
18
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
」行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
・
国
際
ヒ

ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
会
員
）

癒
し
（heal

）
は
、
全
体
（w

hole

）、

聖
（holy

）、
健
康
（health

）
に
通
ず
る

と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ル
博
士
は
述

べ
て
い
る
。

実
際
、
癒
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
?　

癒
し
と
は
な
ん
な
の
か
?

第
6
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
「
癒
し
の
ツ
ボ
」
と
題
し
て
、

癒
し
の
本
質
、
原
点
に
迫
ろ
う
と
思
い

ま
す
!�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
黄
金
鏡

　
　
　

講
師　

櫻
井　

喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
26
年
1
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

巨
大
地
上
絵
発
見
で
わ
か
っ
た 

世
界

文
明
の
『
起
源
は
日
本
』
だ
っ
た
!

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 

氏

日
時　

平
成
26
年
2
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

今
、
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　

講
師　

土
橋　

重
隆 

氏

日
時　

平
成
26
年
3
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

● ❹●



第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

（
第
1
回
異
能
科
学
会
議
）
報
告

平
成
25
年
12
月
1
日（
日
）10
時
～
18
時

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室
で
開

催
。M

C
は
石
田
桃
子
さ
ん
、
佐
野
千
遥

（
セ
ン
ト
ク
レ
メ
ン
ツ
大
教
授
）、
小

林
正
典（
茨
城
大
名
誉
教
授
）、
小
川
博

章
（
昭
和
大
講
師
）
等
、
12
名
の
論
客

が
集
合
し
、
反
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
、
オ
ー

ブ
、
富
士
山
噴
火
、
メ
ガ
ク
ウ
ェ
イ
ク
、

U
F
O
、
宇
宙
連
合
な
ど
な
ど
の
テ
ー

マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

参
加
者
の
投
票
に
よ
り
、
第
1
回
異

能
科
学
賞
は
上
森
三
郎
氏
に
授
与
さ
れ

た
。フ

ル
ー
ト
奏
者
A
K
I
さ
ん
の
演
奏
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
柏
田
ほ
づ
み
さ
ん
が
ヘ
ブ
ラ
イ

語
で
「
か
ご
め
」「
君
が
代
」
等
4
曲
を

披
露
。
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
科
学
に
お
け
る
異
端
と
正
統
を
、
佐

野
博
士
の
「
何
故
生
き
る
の
か
?
」
と

い
う
問
い
か
け
か
ら
論
じ
合
っ
た
!

懇
親
会
に
は
30
名
が
参
集
し
、
盛
会
に

終
了
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
1
月
本
部
例
会
報
告

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

　
　
　
　
　
（
脳
力
開
発
研
究
所
所
長
）

脳
波
の
研
究
を
始
め
て
、
足
掛
け
40

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
少
し
後
の
1 

9�

7 

6
年
に
関
英
男
先
生
が
日
本
P
S
学

会
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
創
立
前
か

ら
電
気
通
信
大
学
で
研
究
会
が
あ
り
ま

し
て
、
私
も
電
通
大
卒
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
研
究
会
に
出
て
お
り
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

毎
月
1
回
の
研
究
会
の
勉
強
テ
ー
マ

は
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ロ
ザ
ノ
フ
博
士
が
出

さ
れ
た「
サ
ジ
ェ
ス
ト
ロ
ジ
ー
&
サ
ジ
ェ

ス
ト
ペ
デ
ィ
ア
」（
暗
示
学
習
法
）
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
に
つ
い
て
で
し
た
。

そ
れ
と
は
別
に
、
ア
メ
リ
カ
で
「
バ

イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
て
、
そ
の
中
で
も
特
に
関
心

の
あ
る
の
が
ア
ル
フ
ァ
波
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
よ
る
ア
ル
フ
ァ
波
増
強
に
つ

い
て
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
私
は
そ
の
当
時
松
下
電
器

の
研
究
所
で
L
S
I
の
開
発
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
半
導
体
の
学
会
に

参
加
す
る
こ
と
も
兼
ね
て
、
ア
メ
リ
カ

の
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
で
脳

波
に
つ
い
て
ど
の
位
取
り
組
ま
れ
て
い

る
か
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。

一
言
で
い
う
と
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
み

た
い
な
装
置
で
測
定
し
て
お
り
、
そ
う

い
う
も
の
で
こ
ん
な
に
も
盛
り
上
が
る

の
か
と
思
う
ほ
ど
話
題
性
の
豊
富
な
分

野
で
し
た
。
で
す
か
ら
脳
波
を
も
う
少

し
し
っ
か
り
し
た
装
置
で
観
察
し
な
が

ら
分
析
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
客
観

的
手
が
か
り
と
し
て
、
脳
波
は
非
常
に

有
効
な
手
段
だ
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

調
査
か
つ
研
究
を
始
め
よ
う
か
な
と
考

え
ま
し
た
。

研
究
所
で
能
力
開
発
の
た
め
の
脳
波

研
究
を
し
た
い
と
提
言
し
、
上
司
の
理

解
も
あ
っ
て
、
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

を
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
1 

9�

8 

3
年
に
松
下
技
研
を
退
社
、
株
式
会

社
脳
力
開
発
研
究
所
を
設
立
し
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
脳
波
計
を
開
発
・
販
売
し

な
が
ら
、
ア
ル
フ
ァ
波
の
研
究
を
続
け
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
も
し

て
お
り
ま
す
。
2
0
0
7
年
か
ら
は
電

気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学
研
究

科
院
生
・
研
究
員
と
し
て
、
脳
波
の
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
も
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

電
通
大
で
の
研
究
を
活
か
し
、
1
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
も
い
い
か
ら
、
臨
床
用
の

脳
波
計
と
同
等
の
性
能
を
も
つ
簡
易
脳

波
計
を
開
発
し
て
、
計
測
実
験
を
始
め

て
お
り
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
波
に
関
し
て
面
白
い
実
験

の
い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

昭
和
48
年
、
昨
年
ま
で
日
本
将
棋
連
盟

会
長
を
さ
れ
て
い
た
米
長
邦
雄
氏
に
、

百
手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
考
え
て
い
た

だ
い
て
、
閃
き
（
ひ
ら
め
き
）
が
出
た

と
き
の
脳
波
を
見
て
み
ま
す
と
、
9
・

9
ヘ
ル
ツ
の
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
が

出
て
い
ま
す
。
閃
き
の
脳
波
は
風
呂
に

入
っ
て
い
る
と
き
と
か
、
寝
床
に
入
っ

て
ま
さ
に
寝
る
前
の
ま
ど
ろ
み
状
態
の

と
き
と
か
、
庭
で
草
む
し
り
を
し
て
い

る
と
き
な
ど
に
出
る
の
で
す
。
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ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
で
記
憶
力
世
界
一
を

六
年
間
維
持
し
た
、
ソ
ニ
ー
の
友
寄
英

哲
さ
ん
は
円
周
率
を
4
万
桁
の
ど
の
桁

か
ら
で
も
言
え
ま
し
た
。
や
は
り
昭
和

48
年
に
友
寄
さ
ん
が
こ
ち
ら
が
指
定
し

た
場
所
か
ら
円
周
率
を
言
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し

た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ア
ル
フ
ァ
波
が

強
く
出
て
い
る
と
き
に
は
、
円
周
率
を

言
う
ス
ピ
ー
ド
が
か
な
り
速
く
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
っ
と
つ
っ
か

え
た
と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
ル
フ
ァ

波
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
深
呼
吸
を
し
た

り
、
左
手
を
こ
す
っ
た
り
、
天
井
の
方

に
目
を
向
け
た
り
し
て
、
ま
た
ア
ル
フ

ァ
波
が
出
だ
す
と
数
字
が
出
て
く
る
の

で
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
の
強
さ
と
回
想
す

る
速
さ
は
対
応
し
て
い
る
な
、
と
い
う

印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

友
寄
さ
ん
が
円
周
率
を
想
起
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
は
9
・
8
ヘ
ル
ツ
が
特

徴
で
し
て
、
毎
朝
30
分
瞑
想
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
瞑
想
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
は
9
・
1
ヘ
ル
ツ
が
強
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
後
円
周
率
の
記
憶
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
々
は
沢
山
い
て
、
2
0
0
7

年
原
口
證
さ
ん
が
円
周
率
10
万
桁
の
暗

唱
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
印
象
づ
け
た
い
の
は
、
友
寄
さ
ん
は

45
歳
で
世
界
記
録
を
作
っ
た
の
で
す
が
、

原
口
さ
ん
は
60
歳
で
10
万
桁
に
成
功
し

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
記
憶
力
は

ほ
と
ん
ど
年
齢
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
う
い
う
記
憶
は
好
奇
心
が
一
番
大

事
で
あ
り
、
友
寄
さ
ん
や
原
口
さ
ん
も
、

数
字
を
文
字
に
変
換
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
記
憶
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
違
う
分
野
で
す
が
「
ハ
タ
・
ヨ

ガ
」
は
、
緊
張
が
伴
っ
た
ア
ー
サ
ナ
の

と
き
に
は
、
12
・
5
ヘ
ル
ツ
ほ
ど
の
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
集
中
状
態
の
サ
バ
・

ア
ー
サ
ナ
（
屍
の
ポ
ー
ズ
）
の
と
き
に

は
9
・
9
ヘ
ル
ツ
の
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ

ァ
波
が
出
ま
す
。

訓
練
を
積
ん
で
フ
ァ
ー
ス
・
ア
ル
フ

ァ
波
→
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
反
射

が
で
き
て
い
ま
す
と
、
日
常
生
活
で
大

変
だ
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に

も
、
冷
静
で
落
ち
着
い
た
対
応
が
で
き

ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
奨
め
し
た
い
の
で
す
が
、

朝
起
き
た
と
き
に
、
目
が
覚
め
た
ら
、

何
も
考
え
ず
に
手
を
握
り
し
め
、
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
、
布
団
の
中
で
グ
ー
っ

と
背
伸
び
を
し
て
、「
よ
く
寝
た
!
」
と

毎
朝
思
う
と
、
フ
ァ
ー
ス
・
ア
ル
フ
ァ

波
→
ミ
ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
反
射
が

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
日
中
「
大
変

だ
!
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
落
ち

着
い
て
対
応
で
き
ま
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
が
本
番
で
緊
張
す
る
場
面
で
も
実

力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

間
違
っ
て
も
朝
目
が
覚
め
た
と
き
に
、

「
眠
い
!
」
と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
脳
の
中
で
思
い
方
と
し
て

は
眠
る
方
向
に
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
職
場
や
学
校
に
行

っ
て
、
必
ず
居
眠
り
し
ま
す
。
逆
に
、

た
と
え
3
時
間
睡
眠
で
あ
ろ
う
と
、
3

時
間
は
よ
く
寝
た
の
で
す
か
ら
「
よ
く

寝
た
!
」
と
思
う
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。

朝
起
き
た
と
き
の
思
い
方
で
、
そ
の
日

の
覚
醒
状
況
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を

頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

右
脳
と
左
脳
の
脳
波
を
同
時
に
計
測

し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
位
相
を

計
算
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
近
似
的

に
「
コ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
係
数
」
と
い
う
の

を
計
算
し
て
、
コ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

て
い
く
と
、
あ
る
程
度
脳
波
の
位
相
が

揃
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
の
で
、

ソ
フ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
の
右
脳

と
左
脳
が
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
（
周
波
数
、

位
相
が
揃
っ
た
状
態
）
に
な
る
と
、
音

が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
ス

ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
る
と
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
て
、
ミ

ッ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
波
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
る
と
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て

き
て
、
さ
ら
に
音
楽
を
背
景
に
し
な
が

ら
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
る
と
す
ご

く
い
い
状
態
だ
と
分
か
る
よ
う
に
す
る

と
、
脳
は
ど
ん
ど
ん
学
習
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
見
事
に
脳
波
が
コ
ヒ
ー

レ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

に
な
っ
た
ら
何
が
い
い
こ
と
あ
る
の
?

と
い
う
の
は
ま
た
後
で
述
べ
ま
す
。

こ
ん
な
実
験
を
し
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
方
を
9
名
選
び
、

あ
る
程
度
「
自
律
訓
練
法
」
を
既
に
習

得
し
た
方
4
名
を
お
手
本
と
し
て
、
計

測
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
自
律

訓
練
法
」
の
ポ
イ
ン
ト
は“
感
知
の
度

合
い
”
す
な
わ
ち
、
手
の
ひ
ら
が
す
ご

く
温
か
く
感
じ
た
ら
2
点
、
少
し
温
か

く
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ
な
か
っ

た
ら
0
点
、
そ
れ
か
ら
お
腹
が
す
ご
く

温
か
く
感
じ
た
ら
2
点
、
お
腹
が
少
し

温
か
く
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ
な

か
っ
た
ら
0
点
、
さ
ら
に
額
が
す
ご
く

涼
し
い
と
感
じ
た
ら
2
点
、
額
が
少
し

涼
し
い
と
感
じ
た
ら
1
点
、
全
く
感
じ

な
か
っ
た
ら
0
点
、
と
い
う
よ
う
に
申

告
し
て
も
ら
っ
て
ス
コ
ア
を
出
し
ま
す
。

合
計
4
点
以
上
を
エ
ク
ス
パ
ー
ト
と
し
、

3
点
以
下
は
ビ
ギ
ナ
ー
と
位
置
づ
け
て
、
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こ
れ
か
ら
「
自
律
訓
練
法
」
を
ビ
ギ
ナ

ー
に
対
し
て
、
で
き
る
だ
け
エ
ク
ス
パ

ー
ト
に
近
づ
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
結
構
時
間
が
か
か
り
、
3

ヶ
月
か
ら
6
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
の
位
相
を
み
ま
す
と
、

エ
ク
ス
パ
ー
ト
は
ア
ル
フ
ァ
波
の
位
相

は
概
ね
揃
っ
て
い
ま
す
が
、
ビ
ギ
ナ
ー

の
位
相
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
10
ヘ
ル
ツ

の
右
脳
と
左
脳
の
位
相
差
分
布
の
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
と
気
づ
き
の
ス
コ
ア
に
つ
い

て
相
関
関
係
を
み
る
と
、
ビ
ギ
ナ
ー
は

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
高
く
て
気
づ
き
の
ス

コ
ア
は
低
く
、
エ
ク
ス
パ
ー
ト
は
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
低
く
て
気
づ
き
の
ス
コ
ア

が
高
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
右
脳
と

左
脳
の
ア
ル
フ
ァ
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ

ー
が
高
い
ほ
ど
、
気
づ
き
が
鋭
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
先
は
私
の
推
測
に
な
り
ま

す
が
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
値
が
ど
ん
ど

ん
下
が
っ
て
1
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

E
S
P
あ
る
い
は
P
K
が
生
じ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
ま
す
。

E
S
P
の
強
い
人
や
P
K
の
強
い
人
を

測
定
す
る
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
値
は
相

当
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
自
律
訓
練
法
に
つ
い
て
、

ビ
ギ
ナ
ー
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
装
置
を

使
わ
な
い
で
通
常
の
訓
練
法
で
練
習
す

る
と
、
や
は
り
6
ヶ
月
は
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
音
が
出
る
装
置
を
使
っ
て
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す

と
、
ほ
ぼ
4
週
間
で
習
得
で
き
ま
す
。

ま
た
別
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
平
成

13
年
に
山
梨
県
に
あ
る
全
寮
制
の
日
本

航
空
高
等
学
校
に
招
か
れ
て
、
野
球
部

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
夏
の
甲
子
園

は
1
回
出
て
1
回
戦
で
敗
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
年
は
夏
の
県
大
会
で
優
勝
し

て
甲
子
園
に
出
場
し
、
甲
子
園
で
も
強

豪
に
勝
ち
3
回
戦
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま

し
た
。
本
番
の
緊
張
す
る
場
面
で
選
手

は
実
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
理
事
長
先
生
か
ら
「
も
う
野

球
部
だ
け
で
な
く
、
全
校
生
徒
に
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
く
れ
。」

と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
で
し
た
ら
、
甲
子
園
に
出
た

り
勝
敗
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
が
分
か
り
ま
す
が
、
一
般
の
学
生

に
は
何
が
ど
う
な
の
?
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
遊
び
半
分
で「
右

脳
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
称
し
ま
し
て
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら

E
S
P
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
透
視
力
実

験
を
私
の
授
業
の
時
間
に
や
り
ま
し
た
。

「
○
、
□
、
☆
、
+
、
波
」
の
5
種

類
の
カ
ー
ド
×
5
枚
＝
25
枚
の
E
S
P

カ
ー
ド
を
透
視
で
当
て
る
の
で
す
が
、

偶
然
確
率
の
平
均
値
は
5
枚
で
す
が
、

平
成
13
年
は
全
校
生
徒
で
な
ん
と
25
枚

全
部
当
て
た
生
徒
が
3
名
出
ま
し
た
。

翌
年
の
平
成
14
年
に
は
も
っ
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
25
枚
全
部
当
て

た
生
徒
が
13
名
も
出
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
で
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
勘

が
良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
透
視
力
ま

で
身
に
つ
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。
25
枚
当
て
た
生
徒
の
一
人
が
柔

道
部
の
主
将
で
し
た
が
、
柔
道
の
成
績

も
俄
然
良
く
な
っ
て
、
柔
道
の
山
梨
県

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
や
は
り
副
次

的
成
果
が
一
杯
出
て
き
ま
す
。

※
こ
こ
で
参
加
者
全
員
で
G 

C 

N

（
世
界
意
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：Global 

Consciousness N
etw

ork

）の
5
分
間

瞑
想
を
行
う
。「
よ
か
っ
た
!
」
と
思
い

な
が
ら
息
を
吸
い
、「
あ
り
が
と
う
!
」

と
思
い
な
が
ら
、
息
を
吐
き
ま
す
（
詳

し
く
は
サ
イ
ト
を
参
照
願
い
ま
す
）。

　

30
年
位
前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
自

分
が
所
属
し
て
い
た
研
究
所
で
、
佐
々

木
茂
美
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

透
視
能
力
者
の
Y
H
君
の
脳
波
測
定
を

し
ま
し
た
。

被
験
者
を
目
隠
し
を
し
て
、
目
の
前

に
画
を
置
い
て
透
視
さ
せ
る
と
、
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
画
を
描
く
の
で
す
。
彼
の

説
明
で
は
第
三
の
眼
の
延
長
線
上
の
メ

ン
タ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
画
が
映
る
と

い
う
の
で
す
。
自
分
が
使
っ
て
い
る
鉛

筆
の
先
も
メ
ン
タ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
上
に

映
る
の
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
描
く
と

い
う
の
で
す
。
や
は
り
人
間
の
五
感
と

は
も
う
ひ
と
つ
違
う
感
覚
、
い
わ
ゆ
る

第
六
感
が
働
き
な
が
ら
脳
で
情
報
を
処

理
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
と
き
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

研
究
所
な
の
で
酒
な
ど
は
な
い
の
で
す

が
、
ニ
ッ
カ
の
G
&
G
の
広
告
写
真
を

目
の
前
に
置
き
ま
す
と
、
ア
ル
フ
ァ
波

が
強
く
出
て
く
る
の
で
す
が
、
よ
く
分

か
ら
な
い
と
言
い
、
た
だ「
酒
臭
い
」
と

騒
ぎ
出
し
て
、「“
G
”が
二
つ
あ
る
な
、

真
ん
中
に
ト
ー
ン
記
号
み
た
い
の
が
あ

る
」、
そ
の
後
ボ
ト
ル
み
た
い
の
が
見
え

て
き
て
、「
な
ん
だ
こ
れ
は
ウ
イ
ス
キ
ー

か
、
だ
か
ら
臭
い
ん
だ
!
」
と
言
い
ま

し
た
。
結
局
、
嗅
覚
が
先
に
働
い
た
の

で
す
。

研
究
所
の
助
手
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
と
1
2
0
円
と
描
い
た
画
を
、
目
の
前

に
置
く
と
、
舌
な
め
ず
り
を
し
て
、「
口

の
中
が
冷
た
く
な
っ
て
き
た
、
甘
い
!
」

●❼ ●



と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
1
2
0
円

が
見
え
て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
画
が

描
け
る
の
で
す
。
嗅
覚
の
次
は
味
覚
が

先
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

太
陽
と
そ
の
下
に
ひ
ま
わ
り
の
画
を

描
い
て
、
透
視
さ
せ
る
と
、
冷
房
の
効

い
た
部
屋
な
の
に
「
暑
い
!
」
と
言
い

な
が
ら
、
汗
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

皮
膚
感
覚
＝
触
覚
が
そ
の
次
に
働
く
よ

う
で
す
。

森
の
画
を
透
視
さ
せ
る
と
、
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
か
ら
、
森
の
画

が
見
え
る
の
で
、
聴
覚
が
次
に
働
く
よ

う
で
す
。

五
感
で
は
視
覚
が
一
番
強
い
で
す
が
、

精
神
的
な
感
覚
で
は
、
嗅
覚
→
味
覚
→

触
覚
→
聴
覚
→
視
覚
の
順
で
感
じ
る
よ

う
で
す
。
彼
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
フ

ァ
波
が
特
徴
で
し
た
。
こ
の
当
時
は
位

相
差
を
測
定
す
る
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
も
し
測
定
で
き
て
い
た
ら
、

右
脳
と
左
脳
の
位
相
差
が
ぴ
っ
た
り
合

っ
た
と
き
に
見
事
に
透
視
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
10
年
位
は
2
人
の
人
間
の
脳
波

の
シ
ン
ク
ロ
に
す
ご
く
興
味
を
も
っ
て

い
ま
し
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
や
遠
隔
透
視

な
ど
の
作
用
力
に
つ
い
て
、
残
念
な
が

ら
科
学
的
に
は
ま
だ
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明

確
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
仮
説
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
説
が
注

目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
お
い
お
い

選
択
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
私
は
い
ろ
い
ろ
な
説

を
等
距
離
に
み
て
お
り
ま
す
。
た
だ
現

象
面
と
し
て
は
、
脳
波
は
非
常
に
関
連

が
あ
る
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で

す
か
ら
2
人
の
脳
波
間
の
共
鳴
と
か
引

き
込
み
現
象
は
、
観
察
と
し
て
は
あ
る

の
で
す
が
、
な
ぜ
あ
る
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
被
験
者
A
さ
ん
の
脳
波
と

被
験
者
B
さ
ん
の
脳
波
を
重
ね
て
み
ま

す
。
ま
っ
た
く
独
立
の
脳
で
す
か
ら
重

な
る
方
が
お
か
し
い
は
ず
で
す
が
、
根

気
よ
く
測
定
し
て
い
ま
す
と
、
偶
然
に

し
て
は
お
か
し
い
く
ら
い
に
脳
波
が
揃

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
メ
イ
さ
ん
と
い
う
カ

リ
ス
マ
美
容
師
に
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
し
て

も
ら
う
と
、
き
れ
い
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
体
調
が
良
く
な
っ
た
り
、
仕
事
面

が
良
く
な
っ
た
り
で
評
判
に
な
っ
て
、

ご
指
名
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

メ
イ
さ
ん
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
脳
波
を

測
定
す
る
と
、
や
は
り
揃
う
と
き
が
多

く
、
メ
イ
さ
ん
の
脳
波
が
相
手
に
移
っ

て
体
調
が
良
く
な
っ
た
り
、
仕
事
が
う

ま
く
い
く
の
か
?
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
先
ほ
ど
の
右
脳
と
左
脳
の
位

相
を
測
定
す
る
ソ
フ
ト
で
、
そ
の
ま
ま

2
人
の
被
験
者
の
脳
波
の
シ
ン
ク
ロ
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
鍼
灸
院
に
行
っ
て
、

鍼
灸
師
と
患
者
さ
ん
の
間
の
脳
波
を
同

時
に
調
べ
ま
す
。
最
初
は
鍼
灸
治
療
を

し
な
い
状
態
で
2
人
を
測
定
し
ま
す
と

脳
波
に
は
ほ
ぼ
相
関
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
治
療
を
始
め
る
と
触
診
の
段
階
で

2
人
の
脳
波
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
鍼
灸
の
先
生
に
「
先
生
失
礼
な

こ
と
を
言
い
ま
す
け
れ
ど
、
鍼
が
無
く

て
も
治
せ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
?
」

先
生
は
「
私
も
そ
う
は
思
う
け
ど
、
鍼

を
立
て
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す

か
ら
。」
と
答
え
ま
し
た
。

鍼
灸
師
の
脳
内
の
健
康
情
報
が
患
者

さ
ん
の
脳
内
に
あ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い

る
健
康
情
報
が
タ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
、

元
気
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
も

そ
う
で
す
し
、
指
圧
と
か
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
か
エ
ス
テ
と
か
ヘ
ア
カ
ッ
ト
な
ど
、

人
と
人
が
相
対
し
て
い
る
と
、
技
術
を

も
っ
た
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
意
識
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

脳
波
が
共
鳴
し
や
す
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。こ

れ
は
昨
年
清
田
益
章
君
が
知
り
合

い
に
対
し
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
る

写
真
で
す
が
、
ス
ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波

で
強
い
シ
ン
ク
ロ
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
や
り
と
り
を
し
て
い
る
う
ち

に
相
手
の
方
は
元
気
が
出
て
き
ま
す
。

ス
ロ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
波
の
周
波
数
は
ほ

ぼ
7
・
8
～
7
・
9
ヘ
ル
ツ
の
あ
た
り

で
、
こ
れ
は
シ
ュ
ー
マ
ン
レ
ゾ
ナ
ン
ス

と
同
じ
周
波
数
と
な
り
、
多
分
人
間
の

脳
の
奥
の
方
の
ク
ロ
ッ
ク
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
は
ペ
ー
ス
が
シ
ュ
ー
マ
ン
レ
ゾ
ナ

ン
ス
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
素
直
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

だ
と
健
康
体
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
清
田
君
の
脳
か
ら
相
手
の
脳
に

タ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
正
常
に
戻
す
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
（
フ
ル
ー
ツ
の
伝
道
師
）

と
き　
　

平
成
25
年
10
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
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中
野
氏
は
平
成
13
年
に
京
都
大
学
大

学
院（
農
学
修
士
）
修
了
。
ア
メ
リ
カ
国

立
海
洋
気
象
局（
N
O
A
A
）
客
員
研

究
員
。
平
成
13
年
4
月
～
平
成
17
年
3

月
東
京
大
学
大
学
院（
工
学
部
）
教
員
。

平
成
18
年
5
月
に
起
業
、
企
業
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
研
修
、
食
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

多
数
。

2
0
0
9
年
5
月“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
5
年
半
。

そ
の
後
、
食
欲
の
調
整
期
間
を
経
て
、

2
0
0
9
年
9
月
28
日
よ
り
、「
フ
ル
ー

ツ
は
総
合
食
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
の

も
と
、
実
験
と
し
て
、
水
も
お
茶
も
飲

ま
ず
、
お
米
も
パ
ン
や
豆
な
ど
の
穀
類
、

お
肉
も
お
魚
も
、
野
菜
（
果
菜
類
を
除

く
）も
一
切
摂
ら
ず
、
フ
ル
ー
ツ
中
心
の

果
実
だ
け
の
食
生
活
（
基
本
は
生
食
）

を
送
る
。
2
0
1
3
年
10
月
19
日
現
在

で
、
1
4
8
3
日
目
と
な
る
。
フ
ル
ー

ツ
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、
果
菜
類（
ト

マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
）や
ナ
ッ
ツ（
栗

な
ど
）
や
梅
干
し（
塩
だ
け
の
も
の
）
な

ど
を
た
ま
に
食
べ
る
。
ナ
ッ
ツ
や
梅
干

し
な
ど
に
は
塩
分
が
含
ま
れ
る
の
で
、

塩
は
少
々
摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
フ
ル
ー
タ
リ
ア
ン
（
果
食

主
義
者
）
に
分
類
さ
れ
る
が
、
日
本
で

は
、
徹
底
し
た
フ
ル
ー
タ
リ
ア
ン
は
私

だ
け
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ス
マ
ト

ラ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
も
フ
ル
ー
タ
リ
ア

ン
で
あ
る
。

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
、「
フ
ル
ー

ツ
は
甘
い
か
ら
太
る
」「
フ
ル
ー
ツ
は

陰
の
食
べ
物
だ
か
ら
身
体
を
冷
や
す
」

「
フ
ル
ー
ツ
は
果
糖
が
多
い
か
ら
摂
り

す
ぎ
る
と
糖
尿
病
に
な
る
」
は
私
の
身

体
に
お
い
て
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
体
重

62
・
1
→
50
・
6
㎏
、
ウ
エ
ス
ト
が

73
→
60
・
8
㎝
（
身
長
1
7
2
㎝
）。
始

め
て
半
年
で
36
・
1
度
が
36
・
6
度
と

子
供
の
頃
の
体
温
に
戻
っ
た
。
ち
な
み

に
現
在
ま
で
の
所
は
糖
尿
病
に
な
っ
て

い
な
い
。

1
．
フ
ル
ー
ツ
の
基
本

や
ま
と
こ
と
ば
で
あ
る
“
く
だ
も
の
”

と
は
、
け
だ
も
の（
毛
の
た
く
さ
ん
あ

る
物
）
と
同
じ
く
、“
く
の
も
の
”
つ
ま

り
“
く
”
に
な
っ
て
い
る
物
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。“
く
”
と
は
、
古
事
記
・
日
本

書
紀
に
現
れ
、
五
行
の
木
の
神
で
あ
る
、

ク
ク
ノ
チ（
木
木
の
霊
）
の
ク
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
く
だ
も
の
の
原
意
は
、
木
に

実
っ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
、

木
本
性
果
実
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、

漢
字
の“
果
”の
字
も
、
木
に
実
が
な
っ

て
い
る
象
形
文
字
で
あ
る
。

農
水
省
の
定
義
も
、
右
記
に
な
ら
っ

て
お
り
、
木
本
性
果
実
の
こ
と
を
果
実

類
、
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
な
ど
、

草
本
性
果
実
の
こ
と
を
果
実
的
野
菜
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
草
本
性
で
あ
っ
て

も
例
外
的
に
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
バ
ナ

ナ
な
ど
多
年
生
の
も
の
は
、
果
実
類
に

分
類
し
て
い
る
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

一
方
で
、
フ
ル
ー
ツ
は
英
語
の

f
r
u
i
t
由
来
の
外
来
語
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
果
実
の
う
ち
、
甘
い
か

酸
っ
ぱ
い
か
甘
酸
っ
ぱ
い
も
の
を
、
私

た
ち
は
“
フ
ル
ー
ツ
”
と
呼
ん
で
い
る
。

果
物
で
は
あ
っ
て
も
、
ア
ボ
カ
ド
や
栗

は
、
甘
く
も
酸
っ
ぱ
く
も
な
い
の
で
、

通
常
フ
ル
ー
ツ
と
は
呼
ば
な
い
。
同
様

に
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
な
ど
も
、
甘
く

も
酸
っ
ぱ
く
も
な
い
の
で
フ
ル
ー
ツ
と

は
呼
ば
な
い
。
今
後
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ

ト
の
よ
う
な
甘
味
の
強
い
品
種
が
多
く

な
っ
て
く
れ
ば
、
ト
マ
ト
も
フ
ル
ー
ツ

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
果
実
は
、
液
果
類
と
乾
果
類

に
分
け
ら
れ
る
。
液
果
類
は
、
一
般
的

な
フ
ル
ー
ツ
や
、
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
水
分
の
多
い
果
菜
類
の
こ
と
で
あ

る
。
乾
果
類
と
は
、
ナ
ッ
ツ
や
穀
類
の

こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
液
果
類
と
乾
果
類
を
更
に
、

木
本
性
と
草
本
性
に
分
け
て
考
え
て
い

る
。
①
木
本
性
フ
ル
ー
ツ
（
り
ん
ご
、

み
か
ん
な
ど
）
②
木
本
性
果
物
（
ア
ボ

カ
ド
）
③
草
本
性
フ
ル
ー
ツ
（
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
な
ど
）
④
草
本
性
野

菜
（
果
菜
類
：
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
な
ど
）
⑤
木
本
性
果
実
（
木
本
性

種
実
類
：
栗
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ク

ル
ミ
な
ど
）
⑥
草
本
性
果
実
（
草
本
性

種
実
類
：
落
花
生
な
ど
）
⑦
草
本
性
果

実
（
穀
類
：
米
、
麦
、
豆
類
）

①
か
ら
⑥
の
う
ち
、
私
が
現
在
食
べ

て
い
る
の
は
、
①
～
④
で
あ
り
、
①
③

が
主
食
で
、
②
④
⑤
が
補
助
食
で
あ
る
。

⑥
⑦
は
全
く
食
べ
な
い
。

現
代
栄
養
学
で
は
、
炭
水
化
物
を
一

緒
に
し
て
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
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性
質
は
大
き
く
異
な
る
。
栄
養
学
で
は
、

炭
水
化
物
は
、
ま
ず
体
内
の
消
化
酵
素

で
消
化
さ
れ
る
糖
質
と
、
消
化
酵
素
で

は
消
化
さ
れ
な
い
食
物
繊
維
に
分
け
ら

れ
る
。

糖
質
は
、
単
糖
類
（
ブ
ド
ウ
糖
、
果

糖
な
ど
）
と
少
糖
類
（
シ
ョ
糖
、
麦
芽

糖
な
ど
）
と
多
糖
類
（
デ
ン
プ
ン
、
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
な
ど
）
に
分
け
ら
れ
る
。

単
糖
類
は
そ
れ
以
上
消
化
分
解
す
る
必

要
が
な
い
の
で
、
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
だ

け
な
ら
ば
す
ぐ
に
小
腸
で
吸
収
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
補
酵
素
が
不

足
し
て
い
る
と
、
代
謝
し
き
れ
な
い
の

で
、
糖
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
出
せ
な
い
。
摂
り
す
ぎ
た
場
合
は
、

貯
蔵
物
質
と
し
て
中
性
脂
肪
に
変
わ
る

恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
単
糖
類
は
菌
類
な

ど
も
利
用
し
や
す
い
の
で
、
ワ
イ
ン
な

ど
の
よ
う
に
発
酵
す
る
。

少
糖
類
は
、
単
糖
類
が
2
～
10
個
つ

な
が
っ
た
物
を
言
う
。
砂
糖
の
主
成
分

で
あ
る
シ
ョ
糖
は
、
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖

が
一
つ
ず
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
オ
リ
ゴ
糖
と
言
わ
れ
る
も
の
も
少

糖
類
に
分
類
さ
れ
る
。
シ
ョ
糖
は
、
小

腸
内
で
消
化
酵
素
に
よ
っ
て
ブ
ド
ウ
糖

と
果
糖
に
分
解
さ
れ
て
か
ら
、
吸
収
さ

れ
る
。
植
物
性
多
糖
類
で
あ
る
デ
ン
プ

ン
は
、
ブ
ド
ウ
糖
が
数
千
か
ら
数
百
万

つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
本
来
貯
蔵
物
質

で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
で
は
発
酵
し
な
い

の
で
、
加
水
分
解
な
ど
し
な
い
と
発
酵

食
品
を
作
れ
な
い
。
体
内
に
お
い
て
も
、

唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
腸
内
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

な
ど
、
か
な
り
の
量
の
消
化
酵
素
が
必

要
に
な
る
。
ご
飯
を
食
べ
て
甘
く
感
じ

る
の
は
、
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
、

デ
ン
プ
ン
の
一
部
が
甘
味
の
あ
る
麦
芽

糖
に
分
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
胃
腸

で
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
デ
ン

プ
ン
質
食
品
を
食
べ
る
時
は
、
よ
く
噛

ん
だ
方
が
よ
い
。

食
物
繊
維
は
、
水
溶
性
食
物
繊
維（
ペ

ク
チ
ン
な
ど
）と
不
溶
性
食
物
繊
維（
セ

ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
な
ど
）に
分
け
ら

れ
る
。
特
に
水
溶
性
食
物
繊
維
は
、
大

腸
内
な
ど
の
善
玉
腸
内
細
菌
の
餌
に
な

る
の
で
、
乳
酸
菌
な
ど
善
玉
菌
が
増
え
、

大
腸
内
環
境
P
H
を
酸
性
に
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

肉
摂
取
が
多
い
と
、
一
般
に
悪
玉
菌
が

増
え
大
腸
内
P
H
が
中
性
に
な
る
。

ま
た
、
動
物
性
食
で
は
大
腸
内
の
腸

内
細
菌
に
よ
る
分
解
作
用
に
よ
り
、
悪

臭
を
伴
う
イ
ン
ド
ー
ル
や
ス
カ
ト
ー
ル

や
硫
化
水
素
な
ど
窒
素
や
硫
黄
系
ガ
ス

が
生
じ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ガ
ス
も
ペ
ク

チ
ン
に
よ
る
排
出
効
果
が
あ
る
。
さ
ら

に
日
本
人
は
魚
摂
取
に
よ
り
水
銀
な
ど

の
重
金
属
類
を
体
内
に
溜
め
が
ち
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
重
金
属
類
の
排
出

（
キ
レ
ー
ト
）
効
果
が
水
溶
性
食
物
繊
維

に
は
あ
る（
富
山
医
科
薬
科
・
田
澤
博

士
）。
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸

や
リ
ン
ゴ
酸
な
ど
有
機
酸
に
も
重
金
属

排
出
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ネ
ス
テ
レ
ン
コ
博

士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
元
素
で

あ
る
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
の
排
出
も
4
倍

の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

一
般
に
野
菜
と
一
括
り
に
し
て
考
え

が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
形
態
に
よ

っ
て
栄
養
が
全
く
異
な
る
。
葉
菜
や
茎

菜
で
は
水
分
の
他
は
食
物
繊
維
が
主
で

あ
り
、
根
菜
で
は
水
分
の
他
は
食
物
繊

維
と
デ
ン
プ
ン
質
が
多
く
な
る
。
穀
類

や
ナ
ッ
ツ
な
ど
は
、
水
分
は
少
な
く
、

貯
蔵
物
質
で
あ
る
デ
ン
プ
ン
が
多
く
な

る
。一

方
で
、
水
分
が
多
く
熟
れ
た
フ
ル

ー
ツ
の
炭
水
化
物
は
、
デ
ン
プ
ン
は
無

く
な
り
、
ブ
ド
ウ
糖
や
果
糖
の
単
糖
類

や
シ
ョ
糖
な
ど
の
二
糖
類
が
主
体
に
な

る
。
ま
た
水
溶
性
食
物
繊
維
の
分
子
量

も
小
さ
く
な
り
、
よ
り
先
述
の
排
出
効

果
が
高
く
な
る（
富
山
医
科
薬
科
・
田

澤
博
士
）。
カ
キ
は
便
秘
に
な
る
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
食
物
繊

維
の
分
子
量
が
大
き
い
固
い
カ
キ
だ
か

ら
で
あ
り
、
熟
れ
た
こ
と
で
分
子
量
の

小
さ
く
な
っ
た
柔
ら
か
い
カ
キ
で
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
主
た
る
伝
統
宗
教
に
お

い
て
、
肉
類
な
ど
と
異
な
り
、
フ
ル
ー

ツ
に
禁
止
や
制
限
は
な
く
、
む
し
ろ
好

意
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
・

ユ
ダ
ヤ
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
共
通
聖
典
で

あ
る
旧
約
聖
書
の
創
世
記
に
は
エ
デ
ン

の
楽
園
が
出
て
く
る
が
、
食
し
て
い
る

物
は
木
の
実
で
あ
る
。
ま
た
ヒ
ン
ズ
ー

教
・
仏
教
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
、
バ
ラ

モ
ン
教
系
宗
教
に
お
い
て
は
、
不
殺
生

の
ア
ヒ
ン
サ
ー
教
義
が
あ
る
。
ジ
ャ
イ

ナ
教
は
特
に
厳
し
く
、
掘
り
起
こ
し
た

時
に
殺
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
と
、
根
菜

類
も
食
べ
な
い
。
イ
ン
ド
の
修
行
者
の

中
に
は
、
熟
れ
た
果
実
だ
け
で
生
活
す

る
者
も
い
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
道
教

に
お
い
て
も
、
桃
源
郷
と
い
う
言
葉
が

あ
る
通
り
、
桃
が
不
老
長
寿
の
食
べ
物

と
し
て
昔
か
ら
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

孫
悟
空
が
女
仙
の
西
王
母
の
桃
園
か

ら
不
老
長
寿
の
桃
を
盗
み
食
べ
た
話
は

有
名
で
あ
る
。
桃
以
外
で
も
松
の
実
も

仙
人
食
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
も
古
事
記
に
お
い
て
、
初
め
て
出

て
く
る
食
べ
物
は
フ
ル
ー
ツ
（
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
）
で
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

ミ
神
話
の
中
に
お
い
て
、
イ
ザ
ナ
ミ
か
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ら
逃
げ
る
の
に
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
始
め
は

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
を
、
次
に
櫛
か
ら
変
化
さ

せ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
、
最
後
に
は
桃
の
実

3
つ
を
投
げ
つ
け
、
撃
退
に
成
功
す
る
。

ち
な
み
に
桃
の
実
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
か
ら
、

オ
ホ
カ
ム
ツ
ミ
と
い
う
神
名
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。

2
．
フ
ル
ー
ツ
と
身
体

も
ち
ろ
ん
個
人
差
が
あ
る
が
適
切
な

食
べ
方
で
フ
ル
ー
ツ
の
量
が
増
え
る
と
、

体
重
や
ウ
エ
ス
ト
が
落
ち
や
す
い
。
特

に
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
食
事
制
限
や
運

動
を
し
て
き
て
も
く
び
れ
が
で
き
な
か

っ
た
女
性
が
初
め
て
く
び
れ
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
体
重
・
ウ
エ
ス

ト
の
後
は
、
顔
の
脂
肪
が
取
れ
や
す
い
。

も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
る
が
、
運
動
を

し
な
い
フ
ル
ー
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
、

ウ
エ
ス
ト
や
体
重
に
は
変
化
が
出
や
す

い
が
、
始
め
の
う
ち
は
、
体
脂
肪
率
は

落
ち
な
い
。
体
脂
肪
率
に
変
化
が
現
れ

る
の
は
、
数
週
間
後
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

脂
肪
が
代
謝
さ
れ
て
体
重
や
ウ
エ
ス
ト

の
数
値
が
下
が
る
の
は
な
く
、
別
の
要

因
が
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
東
洋
医
学
で
言
わ

れ
る
水
毒
（
代
謝
の
悪
い
水
）
排
出
で

あ
る
。

日
本
人
は
、
塩
分
摂
取
が
多
い
と
言

わ
れ
る
が
、
塩
分
つ
ま
り
ナ
ト
リ
ウ
ム

過
多
に
な
る
と
、
細
胞
や
細
胞
間
質
内

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
あ
が
る
た
め
、

浸
透
圧
に
よ
り
、
水
分
量
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
態
が
水
毒
で
あ

る
。
細
胞
内
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
出
す

た
め
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
カ
リ
ウ
ム
ポ

ン
プ
に
よ
り
、
カ
リ
ウ
ム
を
摂
り
込
む

必
要
が
あ
る
。
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
食
品

は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
陰
陽

表
で
極
陰
食
物
と
言
わ
れ
る
、
フ
ル
ー

ツ
で
あ
る
。
し
か
し
、
塩
分
や
肉
摂
取

な
ど
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
摂
り
が
ち
な
日

本
人
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
フ
ル
ー
ツ

を
積
極
的
に
摂
っ
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出

を
行
う
こ
と
が
理
に
適
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
腎
不
全
な
ど
で
高
カ
リ
ウ
ム
血

症
が
疑
わ
れ
る
方
は
、
医
師
の
指
示
に

従
い
、
適
切
な
量
で
の
フ
ル
ー
ツ
摂
取

を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。

食
後
の
フ
ル
ー
ツ
は
や
め
た
方
が
よ

い
。
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
博

士
に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ー
ツ
は
空
腹
時
に

食
べ
れ
ば
、
早
け
れ
ば
15
分
で
胃
の
消

化
が
終
る
（
食
物
繊
維
が
多
い
あ
る
い

は
水
分
が
少
な
い
フ
ル
ー
ツ
は
、
15
分

以
上
の
時
間
が
か
か
る
）
が
、
ほ
か
の

も
の
は
通
常
胃
の
消
化
に
3
時
間
程
度

は
か
か
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
消
化
吸

収
さ
れ
る
の
に
、
数
時
間
小
腸
を
移
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
フ
ル
ー
ツ
は

腐
り
や
す
い
の
が
難
点
で
あ
る
が
、
食

後
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
の
食
べ
方
で
は
、

36
度
の
体
内
を
数
時
間
以
上
も
移
動
す

る
中
で
、
腐
敗
発
酵
が
進
ん
で
し
ま
う
。

2
・
1　

お
勧
め
の
フ
ル
ー
ツ
の
食
べ

方（
1
）
と
に
か
く
無
理
や
我
慢
を
し
な

い
フ
ル
ー
ツ
が
身
体
に
い
い
か
ら
と
、

無
理
し
て
い
き
な
り
二
食
三
食
を
フ
ル

ー
ツ
だ
け
に
す
る
の
は
お
勧
め
で
き
な

い
。
腸
内
環
境
が
で
き
て
い
な
い
の
で

栄
養
が
不
足
し
、
身
体
に
不
調
を
き
た

す
。
ま
た
、
脳
が
飢
餓
状
態
だ
と
判
断

す
れ
ば
、
身
体
の
代
謝
が
落
ち
、
い
く

ら
頑
張
っ
て
フ
ル
ー
ツ
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
て
も
痩
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
き

る
恐
れ
が
あ
る
。

（
2
）
朝
一
番
に
、
水
分
の
多
い
フ
ル

ー
ツ
を
摂
取

人
間
の
体
内
時
計
で
は
、
朝
は
排
泄
、

日
中
は
消
化
、
夜
が
吸
収
の
時
間
帯
で

あ
る
。
夜
食
べ
る
と
太
り
や
す
い
の
は
、

身
体
が
吸
収
の
時
間
の
た
め
だ
か
ら
で

あ
る
。
一
方
、
朝
は
胃
や
小
腸
が
活
発

で
は
な
く
、
直
腸
や
膀
胱
な
ど
排
泄
の

時
間
な
の
で
、
食
べ
過
ぎ
は
胃
腸
の
負

担
が
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
朝
に
食

べ
て
胃
が
動
い
て
初
め
て
大
腸
の
排
便

ス
イ
ッ
チ
が
は
い
る
。
つ
ま
り
朝
は
排

泄
の
時
間
で
あ
る
が
、
一
方
で
食
べ
な

い
と
便
秘
に
な
り
や
す
く
な
る
。
こ
の

矛
盾
を
解
決
す
る
の
は
、
消
化
吸
収
が

速
く
、
か
つ
食
物
繊
維
も
含
ま
れ
て
い

る
“
フ
ル
ー
ツ
”
で
あ
る
。

ま
た
朝
の
起
き
た
て
の
コ
ッ
プ
1
杯

2
杯
の
水
が
し
ば
し
ば
勧
め
ら
れ
て
い

る
が
、
水
よ
り
も
水
分
の
多
い
フ
ル
ー

ツ
の
方
が
ず
っ
と
身
体
に
よ
い
。
一
つ

目
の
理
由
は
食
道
の
粘
膜
保
湿
で
あ
る
。

朝
は
呼
吸
に
よ
っ
て
喉
が
乾
燥
し
が
ち

で
あ
る
が
、
水
分
の
多
い
フ
ル
ー
ツ
は

喉
に
潤
い
を
も
た
ら
す
。
特
に
冬
は
風

邪
予
防
の
た
め
に
も
、
食
道
の
潤
い
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
の

時
は
分
か
り
や
す
い
が
、
水
分
の
多
い

フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
と
、
食
道
か
ら
し
み

込
ん
で
、
全
身
に
い
き
わ
た
る
の
が
分

か
る
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
冷
水
で
は
直
行

す
る
た
め
に
胃
を
冷
や
す
が
、
フ
ル
ー

ツ
は
、
口
腔
内
で
何
度
も
咀
嚼
し
、
さ

ら
に
少
し
ず
つ
食
道
を
通
過
し
て
い
く

中
で
温
め
ら
れ
る
の
で
、
胃
を
冷
や
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
水
や

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
水
分
を
摂
っ

た
後
の
、
フ
ル
ー
ツ
摂
取
は
お
勧
め
で

き
な
い
。
塩
酸
な
ど
胃
の
消
化
液
が
薄
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め
ら
れ
て
し
ま
い
、
消
化
効
率
を
落
と

す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

朝
一
番
に
、
水
分
の
多
い
フ
ル
ー
ツ

を
摂
取
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
徐
々

に
フ
ル
ー
ツ
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
お
勧
め
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
無
く
午

前
中
フ
ル
ー
ツ
だ
け
に
す
れ
ば
、
便
秘

解
消
、
肌
の
保
湿
、
ウ
エ
ス
ト
の
く
び

れ
な
ど
の
体
感
が
得
ら
れ
や
す
い
。

（
3
）
食
事
の
前
に
フ
ル
ー
ツ

食
事
の
前
の
フ
ル
ー
ツ
摂
取
は
、
食

べ
過
ぎ
を
抑
え
て
く
れ
る
の
で
お
勧
め

で
あ
る
。
空
腹
時
い
き
な
り
食
事
を
摂

る
と
、
が
っ
つ
い
て
あ
ま
り
咀
嚼
せ
ず

飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
胃

腸
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。ま

た
先
述
の
通
り
、
フ
ル
ー
ツ
は
発

酵
し
や
す
い
の
で
、
フ
ル
ー
ツ
を
出
さ

れ
た
ら
、
食
事
の
前
に
食
べ
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
ま
た
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ

た
ら
、
胃
の
滞
留
消
化
時
間
で
あ
る
15

分
以
上
あ
け
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

代
謝
に
は
補
酵
素
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
が

必
要
に
な
る
の
で
、
食
事
前
の
ビ
タ
ミ

ン
摂
取
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
ビ
タ
ミ

ン
が
豊
富
な
フ
ル
ー
ツ
摂
取
が
お
勧
め

で
あ
る
。
特
に
、
お
酒
を
飲
む
前
な
ど

に
、
フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
と
、
翌
日
二
日

酔
い
が
な
い
と
い
う
声
は
よ
く
聞
か
れ

る
。
タ
ン
ニ
ン
の
多
い
、
熟
れ
た
カ
キ

は
特
に
お
勧
め
で
あ
る
。

3
．
フ
ル
ー
ツ
は
地
球
を
救
う

フ
ル
ー
ツ
は
被
子
植
物
が
現
れ
た

一
億
三
千
万
年
前
に
発
生
し
て
お
り
、

以
来
ず
っ
と
鳥
類
や
哺
乳
類
と
の
共
生

関
係
に
あ
る
。
移
動
で
き
な
い
被
子
植

物（
特
に
、
液
果
類
）は
鳥
や
獣
に
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
糞
と
共
に
種
子
を

拡
散
し
て
も
ら
う
と
い
う
繁
殖
戦
略
を

取
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
捕
食
者
で

あ
る
鳥
や
獣
が
消
化
吸
収
し
や
す
い
よ

う
に
単
糖
類
に
分
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
と
東
京

大
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
桃
の
樹
木
に

含
ま
れ
て
い
た
セ
シ
ウ
ム
が
、
4
ヶ
月

後
、
果
実
に
移
行
し
た
の
は
た
っ
た
の

0
・
67
%
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。先

述
の
通
り
フ
ル
ー
ツ
に
は
、
セ
シ

ウ
ム
、
窒
素
・
硫
黄
系
ガ
ス
、
重
金
属

類
の
排
出
効
果
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出
効

果
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
海
外
を
中
心

に
、
フ
ル
ー
ツ
摂
取
が
多
い
と
肺
ガ
ン

リ
ス
ク
を
下
げ
る
や
、
適
切
に
フ
ル
ー

ツ
を
摂
取
す
れ
ば
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
対
策
に
有
効
で
あ
る

と
の
研
究
報
告
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。

F
A
O
に
よ
れ
ば
、
欧
米
で
は
一
日

3
0
0
～
4
0
0
g
の
フ
ル
ー
ツ
を
摂

取
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
1
4
4
g

と
、
世
界
的
に
見
て
も
か
な
り
摂
取
量

が
少
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
フ
ル
ー

ツ
と
野
菜
の
摂
取
振
興
策
を
取
っ
た
結

果
、
1
9
9
1
年
か
ら
は
ガ
ン
死
亡
率

が
、
2
0
0
3
年
以
降
は
ガ
ン
死
亡
者

数
が
減
少
し
て
い
る
。
現
代
日
本
人
の

食
生
活
に
は
フ
ル
ー
ツ
は
必
須
食
品
で

あ
り
、
決
し
て
食
べ
な
く
て
も
良
い
食

後
の
デ
ザ
ー
ト
な
ど
で
は
な
い
。

農
耕
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
数
千
年

来
、
人
類
は
樹
を
切
り
続
け
て
き
た
。

現
在
で
は
九
州
と
沖
縄
を
合
わ
せ
た
面

積
が
毎
年
砂
漠
に
な
り
、
さ
ら
に
九
州

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
森
林
が
毎
年
伐
採

さ
れ
て
い
る
。
大
量
絶
滅
や
生
物
多
様

性
の
問
題
、
P
M
2
・
5
な
ど
の
環
境

問
題
は
、
森
林
伐
採
や
砂
漠
化
が
主
要

因
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
二
酸
化
炭

素
を
固
定
す
る
最
も
簡
単
な
方
法
は
植

林
で
あ
る
。

日
本
の
大
部
分
は
温
暖
湿
潤
気
候
に

属
し
砂
漠
地
帯
は
な
い
。
し
か
し
戦
後
、

光
が
樹
内
に
入
ら
ず
生
態
多
様
性
の
低

い
、
緑
の
砂
漠
と
呼
ば
れ
る
、
間
伐
な

ど
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
林
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
花
粉
症
の
主
原
因

で
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
現
実
的

に
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
の
は
、
元

の
自
然
の
状
態
に
戻
す
た
め
の
植
林
で

あ
る
。
し
か
し
海
外
か
ら
安
価
な
木
材

が
入
っ
て
く
る
現
代
日
本
に
お
い
て
建

築
資
材
と
し
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
積
極

的
に
活
用
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
可

能
だ
と
す
れ
ば
、
果
樹
農
家
に
よ
る
果

樹
植
樹
、
さ
ら
に
獣
害
対
策
と
し
て
の

山
林
で
の
果
樹
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
広
葉

樹
の
植
樹
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
植
林
に
関
わ

ら
な
く
て
も
、
た
だ
国
産
く
だ
も
の
を

食
べ
る
だ
け
で
よ
い
の
で
、
日
本
人
の

誰
も
が
間
接
的
に
植
林
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
の
8
人
か
ら
7
人
に
一

人
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
。
特
に
、
発
展

途
上
国
に
お
い
て
5
歳
に
な
る
前
に
命

を
落
と
す
子
ど
も
の
数
は
年
間
5

�
0
�0�

万
人
に
も
及
ぶ（
ユ
ニ
セ
フ
）。
W
F
P

（
国
連
飢
餓
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
世
界

で
20
億
人
が
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
不

足
に
陥
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
知
的

障
害
や
各
種
疾
患
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
フ
ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
、
し
か
も
栄
養
の
吸
収
率

が
よ
い
。
雨
量
が
あ
り
、
食
べ
ら
れ
る

果
実
の
な
る
樹
が
植
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
積
極
的
に
植
樹
を
勧
め
れ
ば
よ
い
。

● �●



ス
イ
カ
は
ア
フ
リ
カ
南
部
の
カ
ラ
ハ
リ

砂
漠
が
原
産
地
と
さ
れ
て
い
て
、
皮
が

厚
い
の
も
乾
燥
対
策
で
あ
る
。
樹
が
育

た
な
い
と
こ
ろ
は
、
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
な

ど
の
草
本
性
果
実
を
植
え
れ
ば
よ
い
。

毎
年
1
5
0
万
人
の
子
供
が
、
下
痢

で
死
亡
し
て
い
る
（
ユ
ニ
セ
フ
、
W
�H�

O
）
が
、
そ
れ
は
大
腸
菌
な
ど
の
多
い

汚
い
生
水
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
が
水
を
飲
ま
な
い
の
は
、
生
水
な
ど

飲
ま
な
く
て
も
、
果
実
由
来
の
水
分
だ

け
で
も
生
き
て
い
け
る
こ
と
を
証
明
し

た
い
か
ら
で
あ
る
。

遠
い
国
か
ら
船
で
運
ば
れ
る
フ
ル
ー

ツ
に
は
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
と
し
て

ど
う
し
て
も
大
量
の
農
薬
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。
安
全
面
で
も
考
え
て
も
、
国

産
フ
ル
ー
ツ
が
お
勧
め
で
あ
る
。
国
産

フ
ル
ー
ツ
を
積
極
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

次
の
世
代
に
き
れ
い
な
バ
ト
ン
を
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

フ
ル
ー
ツ
だ
け
で
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
と
す
れ
ば
日
本
の
食
糧
問
題
も
医

療
問
題
も
一
挙
に
解
決
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
講
演
を
聞
い
て
二
つ
の
こ
と
ば

を
思
い
出
し
し
た
。
一
つ
は
「
U
F
O

文
明
を
持
つ
星
で
は
肉
食
を
し
な
い
の

で
絶
対
平
和
で
あ
る
」（「
ア
ミ
、
小
さ

な
宇
宙
人
」
エ
ン
リ
ケ
・
バ
リ
オ
ス
著

石
原
彰
二
訳

徳
間
書
店
）で

も
う
ひ
と
つ
は
当
会
の
会
員
で
も
あ

り
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
と
も
い
わ
れ
た
故

小
牧
久
時
博
士
の
平
和
四
原
則

①
す
べ
て
の
軍
備
の
撤
廃
、

②
人
間
と
動
物
の
間
の
平
和
（
肉
食
と

動
物
実
験
と
殺
虫
剤
の
科
学
的
段
階

的
全
廃
）、

③
動
物
と
動
物
の
間
の
平
和
（
野
生
動

物
、
魚
類
、
昆
虫
類
の
個
体
数
の
制

御
に
よ
り
、そ
の
相
互
殺
戮
を
根
絶
）、

④
全
次
元
の
全
宇
宙
の
全
て
の
知
的
霊

的
存
在
の
円
滑
・
急
速
な
る
完
全
救

済
（
全
次
元
の
全
宇
宙
の
全
て
の
知

的
霊
的
存
在
の
個
々
の
個
性
あ
る
霊

格
の
「
無
限
の
生
長
」
の
円
滑
化
を

一
挙
に
永
久
に
実
現
す
る
こ
と
）

で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
非
会
員

18
名
合
計
32
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料

込
み
）
で
す
。
事
務
局
（
0 

7
9 

7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞

くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の

スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取

れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と

金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会

にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。
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2010/ 1/16 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8 堤裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20  久保田昌治氏「 水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11 感じられる“サイ”−3種類のサイデバイス・ソフト体験会−
2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13 大野百合子氏「宇宙図書館(アカシックレコード)から見た世界の仕組みと私たち
 −あなたは誰なのか−」
2013/ 5/11 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド 」
2013/10/13 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9 小久保秀之氏「 生体センサによるサイ研究ー超能力研究の最前線」
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故関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（310 円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（210 円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（210 円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）
CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）
電気磁気学 [ 加速教育用 ]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1,340 円（160 円）
謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL） ・・・・・・・190 円（120 円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2,500 円（210 円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,800 円（210 円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2,200 円（210 円）
VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（300 円）
VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（300 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。
※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >
日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506
   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091
   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
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4．考察

数回の実験ではあるが、空間に水等を噴霧することにより、出現するオーブの数が増加した。その
原因は湿度によるものか、噴霧された水質によるものか不明だが、各種条件を変化して、オーブの能
動的変化を把握できそうである。従来の撮影のみに限られた受動的研究から、オーブに働きかける能
動的研究の第一歩を踏み出したことになるのではないか。　以上

表２．撮影結果

５．画面左からの東風に乗って噴霧が　６．風向きが急に西風に変わりました

撮影月日 前 5 分間 orb% 中 5 分間 orb% 後 5 分間 orb% カメラ機種
11/ 6 0 枚 0  6 枚 10.0 3 枚  5.0 S12
11/ 7 0 枚 0  6 枚 12.0 5 枚 10.0 Z330
11/ 8 0 枚 0  6 枚 10.0 2 枚  3.3 S12 ※

11/ 9 1 枚 1.7 25 枚 41.6 －(電池切れ) S12
11/10 0 枚 0 16 枚 32.0 2 枚  4.0 Z330
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雨、霧の天候条件とオーブの出現は関連がありそうである。何とか人工的に同条件で再現できない
か、試みた。

1．定性テスト実験

人工的に雨や霧に近い環境づくりとして、庭の撒水ホース、ヘアースプレー、園芸用蓄圧式スプレー
の3種を選んで簡単な比較実験を行った。
撒水ホースはオーブがやっと出たという感
じ、ヘアースプレーは噴霧が細かく、多量の
オーブが出た。これは小林コーセー（株）製、
業務用で内容はエチルアルコールである。

園芸用蓄圧スプレーは微細な噴霧がノズ
ルから出て、オーブもよく出現した。結論と

して園芸用蓄圧式スプレーを採用、毎日の実験で使用することにした。

2．実験方法・機器等

カメラ　カシオ・エクシリムEX-S12 及び カシオ・エクシリムEX-Z330 の2台を三脚に固定。
撮影条件　通常連写　フラッシュ光量+2　強制発光　ISO感度 S12 は3200、Z330は1600に設定。
シャッターボタンをゴム紐で圧迫。S12機は5秒間隔、Z330機は6秒間隔で連続撮影。

撮影は毎日20：00より15分間実施。前半5分間は撮影のみ。中央の5分間に噴霧をしつつ撮影。 
最後の5分間は撮影のみ、でここしばらくこのパターンで撮影実験を継続する予定である。

3．撮影結果

噴霧がオーブ撮影に有効か、噴霧有り無しの条件で撮影した。枚数は、カメラにより若干異なる。
カシオEX-S12は180枚/15分間、EX-Z330は150枚/15分間である。

11月6～10日の撮影結果を次表に纏めた。

　　　　　１．2013 .10 . 16　台風26号の豪雨　　　　　　２．2013 .10 . 24　霧の夜

　　３．撒水ホース ４．蓄圧式とヘアースプレー

表1.撮影間隔

カシオ　カメラ機種 ＩＳＯ感度 撮影間隔
ＥＸ－Ｓ１２　 ３２００ １枚／５秒間
ＥＸ－Ｚ３３０ １６００ １枚／６秒間
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以上、過去に発表した結果をも含めて、充分
に検討し考察した結果として、次の結果を得る
事ができた。

5．検討ならびに考察

オーブの内部模様の変化状況（ゆらぎ）の一
部を知るために、カオス解析法を用いて、平面
的な濃度空間（マクロ・フラクタル次元D2m）、
並びに、空間的な濃度空間（局所フラクタル次
元D2 l）について、解析したところ、次の結果
が得られた。
1）神社（大御食）のマクロD2mは大（2.56～
2.57）である。

樹木（分杭、大御食）のD2mは中（2 .46～
2.58）である。

断層（北川、渓谷）のD2mは小（2.33～2.40）
である。

これらを纏めると表1になる。表1をみると、
マクロD2mは、上から下に進むにつれて、し
だいに減少する傾向がある。従って、「オーブ」
の出現場所（神社、樹木、露頭）と、カオス解
析のマクロ・フラクタル次元D2mの間には、
相関性がある、と判断することが出来る。

空間的な濃度空間（局所フラクタル次元D2 l）
について検討したところ、次記が得られた。
2）神社の局所フラクタル次元D2 lには、ピーク
値（山）が2つある。
3）樹木（分杭、大御食）の局所D2 lには、ピー
ク値（山）が1～2つある。
4）断層（北側、露頭）の局所D2 lには、ピーク
値（山）が無い。

これより、濃度の空間分布には、特徴的な相
違（変化）の有ることがわかる。残念ながら、こ
の理由を説明することは、現在は、困難である。
一つの仮説として、「オーブ」内部の模様は、今
までに、そこに集まった人数の多少（神社は多、
樹木は中、露頭は少）に関係すると、推定する
事ができよう。

＊ 本研究を実施するにあたり、ご指導とご協力
を戴いた長野県会議員（副議長）佐々木祥二
先生に御礼申しあげます。

表1　オーブ画像のフラクタル次元

はじめに

オーブ研究はデジタルカメラによる撮影からスタートするが、その際、注意すべき事として先輩から
雨、雪、霧、塵埃等も白色球形に撮影されるが、これらはいわゆる『偽オーブ』なので注意するよう教
えられた。その警告を守って、以来、雨中、雪中で撮影することはなかった。

今回台風26号（2013 .10 .16）襲来時に豪雨を目的で、ストロボ使用、通常連写で20枚撮影した。 
ところが豪雨は撮影されず、総てオーブが撮影された。

又、10月24日の定点撮影時は霧が出た。15分間2台のカメラで撮影。その50%にオーブが撮影さ
れた。

スプレー噴霧時におけるオーブの出現現象（第一報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎　利男

場所 記号 フラクタル次元

大御食
御食、小
御食、大

御食、樹木

２．５６９
２．５６８
２．４６８

分杭峠
北川
露頭

分杭、樹木
北川１
北川２

２．５９８
２．３８９
２．３２８



以上の実験・解析結果を纏めると表 1 になる。
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図1　（写真）大御食神社（左図）、小オーブ（中図）、大オーブ（右図）

　図2　小オーブの画像濃度空間図（左図）、フラクタル解析（マクロフラクタル次元D2m図、中図）、
　　　　局所フラクタル次元D2 l分布図（右図）・・・大御食神社となる

図3　北川露頭：（左から）オーブ撮影画、オーブ像の濃度空間図、局所フラクタル次元分布

D2m（御食−小）=2.569

D2m（北川露頭2）=2.328



1．はしがき

物質面に関連して、オーブの出現場所（神社、
樹木、露頭・断層）と、オーブの内部模様の関
係、つまり、オーブ模様をカオス解析した結果
と出現場所（個所）がどの様な関係を持つかに
ついて検討することにした。

2．実験・撮影の内容

実験条件として、2013年10月5日（土曜）夜
19：30～20：30（オーブ撮影、脳波測定とも）、
天気晴れ。撮影場所はパワースポットとして有
名な長野県駒ヶ根市の大御食神社、伊那市の
分杭峠（露頭・断層）、下伊那大鹿村の北川露
頭（断層）の3個所。オーブ撮影の直後に、脳波
測定を行った。脳波測定の結果として、瞑想等
により、デルタ波などの低周波成分を出せる人
は、オーブを出現させ撮影する事が出来る（撮
影出来る）事などが判明した（2013年、サイ科
学、Vol.35、No.1参照）。

参加者は、オーブを写せた人（写せる健常
人）2名（S.Z、S.K）、写らなかった人（写せない
健常人）2名（Y.M、K.N）、測定者1名（T.M）の
計5名。使用カメラは、カシオEX-240：カシオ
EX-Z2000：カシオEX-ZR700）の3台。何れも
フラッシュ（1/1000sec）撮影している。

3．カオス解析方法

撮影されたオーブ像の内部模様を分析し、定
量表示するために、オーブ写真画像の濃度空間
における内部構造提示を試みた。画像フラクタ
ル解析は、繰り返しを持つパターンの自己相似
的な形状についての解析であり、特徴として、
フラクタル次元が大きい程パターンは複雑であ
り、興奮した、活発な状態を意味している、な
お、マクロ・フラクタル次元D2mは、濃度分
布の平面的な起伏を示している。また局所フラ
クタル次元D2 lはオーブ模様の空間的な起伏
分布を表示している。詳細は「2012年、サイ科
学、Vol.34、No.1、pp.11～16」を参照してくだ
さい。

4．オーブのフラクタル画像解析

写真1（図1）に、大御食神社のオーブ撮影写
真を示す（左図）。なお、中図と右図は、解析の
ために、オーブのみを取り出して、拡大した図

（写真）である。

「オーブ」のカオス解析「オーブ」のカオス解析

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http：//homepage3.nifty.com/PSIJ/  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 413

2014.1･2

佐々木　茂美　　苗　鉄軍　　
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事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
、
四
月
、

　

五
月
例
会
予
告

◎
平
成
25
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
春
の
大
会

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
「
オ
ー
ブ
」
と
「
イ
オ
ン
・
ボ
ー
ル
」

　

の
形
成
（
1
）

◎
動
的
視
覚
化
法
に
よ
る
論
理
の
瞬
間

　

伝
達
法
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日
時　

平
成
26
年
4
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
21
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
26
年
3
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
時
～
18
時

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会
員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・
太

陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
・
国
際
ヒ

ー
リ
ン
グ
看
護
協
会
会
員
）

癒
し
（heal

）
は
、
全
体
（w

hole

）、

聖（holy

）、
健
康（health

）
に
通
ず
る

と
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ル
博
士
は

述
べ
て
い
る
。

実
際
、
癒
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
?　

癒
し
と
は
な
ん
な
の
か
?

第
6
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は「
癒
し
の
ツ
ボ
」
と
題
し
て
、
癒

し
の
本
質
、
原
点
に
迫
ろ
う
と
思
い
ま

す
!�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
24
回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と

天
変
地
異
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

天
変
地
異
に
関
し
て
な
く
て
も
O
K
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い

発
見
、
現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ

ー
タ
取
り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、

偶
発
現
象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）

の
目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々

な
サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど
「
サ

イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究

成
果
を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

般
若
心
経
と
サ
イ
科
学

　
　
　
　
講
師
　
岩
根
　
和
郎 

氏

今
回
の
講
演
で
は
、
拙
著
「
暗
号
は

解
読
さ
れ
た　

般
若
心
経
」（
献
文
舎
）

を
中
心
と
し
て
、
サ
イ
科
学
と
の
関
係

に
ま
で
言
及
し
ま
す
。
拙
著
は
「
般
若

心
経
は
暗
号
で
あ
る
」
と
の
立
場
か
ら
、

深
い
瞑
想
に
よ
り
、
現
代
用
語
に
よ
っ

て
読
み
解
い
た
も
の
で
す
。

暗
号
で
あ
る
が
故
に
、
決
し
て
情
緒

的
に
は
書
か
れ
て
居
ら
ず
、
数
学
の
よ

う
に
極
め
て
論
理
的
に
緻
密
に
書
か
れ

て
お
り
、
2
6
2
文
字
に
無
駄
な
文
字

は
一
つ
も
無
く
、
ま
っ
た
く
矛
盾
無
く
、

見
事
な
全
体
の
整
合
性
を
保
っ
て
読
み

解
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

解
釈
の
要
と
な
る
「
空
」
は
実
体
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
精
神

性
の
本
質
と
同
一
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
生
命
活
動
を
営
む
環
境
と
し
て
の「
空

相
」
が
用
意
さ
れ
、
そ
こ
は
時
間
空
間

を
超
越
し
、
善
悪
を
超
越
し
た
絶
対
価

値
体
系
で
あ
り
、
諸
行
無
常
の
存
在
の

背
後
に
あ
っ
て
、
変
化
変
容
を
超
越
し

た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

現
象
の
世
界
は
「
非
実
在
の
世
界
」

で
あ
り
、
空
で
あ
る
「
実
在
の
世
界
」

と
は
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
宇
宙
モ
デ
ル
」
を
示
し
、

そ
こ
に
サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

● ❷●



●❸ ●

※ 「
般
若
心
経
」
を
暗
号
と
考
え
、
深

く
研
究
し
た
画
期
的
な
書
籍
の
内
容

を
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
く
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
岩
根
和
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
八
年
（
1
9
4
3
年
）
二
月

四
日　

宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。

大
学
で
は
物
理
学
を
専
攻
。
国
立
研

究
機
関
に
お
い
て
、「
視
覚
」「
認
識
」

と
い
う
医
学
・
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

領
域
の
研
究
に
従
事
。
退
官
後
は
「
人

工
知
能
」
と
「
W
e
b
上
の
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド
」
を
実
現
す
べ
く
起
業
し
現

在
に
至
る
。
科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

古
今
東
西
の
哲
学
、
思
想
、
宗
教
、
歴

史
に
精
通
す
る
と
と
も
に
精
神
宇
宙
を

深
く
探
求
・
解
明
さ
れ
た
希
有
な
る

「
文
化
家
」。
市
井
に
身
を
置
き
企
業
経

営
者
・
家
庭
人
と
し
て
、
徹
底
し
て

「
現
実
主
義
」
を
貫
い
て
い
る
。

日
時　

平
成
26
年
5
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

今
ガ
ン
を
見
直
す

　
　
　
　
講
師
　
土
橋
　
重
隆 

氏

日
時　

平
成
26
年
3
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
例
会
の
お
知
ら
せ

霊
感
・
霊
能
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

日
時　

平
成
26
年
4
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

気
で
読
み
と
る
鬱
積
感
情
、

霊
障
と
そ
の
治
療

　
　
　
　
講
師
　
橋
本
　
和
哉 

氏

日
時　

平
成
26
年
5
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
2
月
本
部
例
会
報
告

「
疾
病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
」

　
新
治
療
法
を
求
め
て

　
　
　
講
師
　
宇
治
橋
　
泰
志 

氏

　
　 

I
・
H
・
M

　
L
L
P（
国
際
先
端

医
療
技
術
有
限
責
任
事
業
組
合
）

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

ガ
ン
は
い
ま
だ
に
発
症
の
原
因
が
つ

か
め
て
い
な
い
で
す
し
、
ま
た
日
本
の

難
病
も
増
し
て
お
り
ま
し
て
、
治
療
法

の
全
く
見
え
な
い
難
病
は
現
在
五
百
種

類
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。



「
日
本
の
難
病
」
の
デ
ー
タ
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
1
9
7
4
年
10
疾
患
約

5
万
人
か
ら
始
ま
り
ま
し
て
、
2

�
0
�1�

2
年
現
在
56
疾
患
約
70
万
人
の
人
々
が

苦
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
医
療
費
は
膨

ら
む
一
方
で
、
個
人
負
担
や
企
業
負
担

ま
た
国
家
負
担
も
大
変
な
わ
け
で
す
。

で
は
病
気
の
原
因
と
は
何
で
し
ょ
う

か
?
一
般
的
に
は
病
気
は
加
齢
、
偏
っ

た
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
、

悪
い
住
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
内
環

境
が
悪
化
し
て
、
起
こ
る
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
体
内
環
境
が

悪
化
す
る
と
、
次
に
体
内
に
毒
素
や
疲

労
、
老
廃
物
が
蓄
積
し
、
血
液
が
汚
れ

て
き
て
、
そ
こ
で
体
内
共
生
微
生
物
が

異
常
に
な
り
、
そ
し
て
病
気
が
発
生
す

る
、
と
我
々
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
と
い
う
も
の

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
ソ

マ
チ
ッ
ド
と
い
う
の
は
、
体
内
に
い
る

体
内
共
生
微
生
物
の
こ
と
で
、
ガ
ス
ト

ン
・
ネ
サ
ン
先
生
が
ソ
マ
チ
ッ
ド
と
命

名
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
が
私
た
ち
の
使
っ
て
い
る
暗
視

野
顕
微
鏡
で
す
。
通
常
の
明
視
野
顕
微

鏡
と
少
し
違
い
ま
し
て
、
強
い
光
源
と

乱
反
射
を
利
用
し
て
、
ミ
ク
ロ
の
物
体

を
捉
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
で
血
漿
の
中
に
見
ら

れ
る
小
さ
な
つ
ぶ
つ
ぶ
を
ガ
ス
ト
ン
・

ネ
サ
ン
先
生
は
「
ソ
マ
チ
ッ
ド
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
血
液
の
成
分
構
成
と
し

て
は
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
に
加

え
て
、
血
液
学
に
お
い
て
は
未
知
で
あ

る
微
小
の
有
機
体
ソ
マ
チ
ッ
ド
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
の
理
論
と
し
て
、

ソ
マ
チ
ッ
ド
と
は

1 

．
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
（
1
9
2
4

～　

カ
ナ
ダ
在
住
）
に
よ
っ
て
、
発

見
・
命
名
さ
れ
た
。

2 
．
ソ
マ
チ
ッ
ド
は
ど
ん
な
酸
の
中
で

も
生
き
ら
れ
る
。

3 

．
固
形
に
な
る
と
2
1
0
度
以
上
の

熱
で
も
死
な
な
い
。

4 

．
5
万
レ
ム
の
放
射
線
で
も
耐
え
ら

れ
る
。

5 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ

ン
デ
ン
サ
ー
で
あ
る
。

6 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
は
全
部
で

16
形
態
あ
る
。

7 

．
最
初
の
正
常
な
3
形
態
が
健
康
な

状
態
で
あ
る
。

ソ
マ
チ
ッ
ド
の
16
の
形
態
の
変
化
は

次
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は
ネ

サ
ン
先
生
の
一
番
の
功
績
は
、
健
康
な

人
は
最
初
の
3
形
態
が
あ
っ
て
、
重
い

病
気
の
人
は
そ
の
3
形
態
が
少
な
く
て
、

後
の
形
態
が
増
え
る
と
し
た
の
で
す
。

そ
れ
を
判
断
基
準
に
し
て
、
ネ
サ
ン
先

生
は
健
康
に
す
る
に
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
を

小
さ
く
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
、
樟
脳
な
ど
を
使
う
方
法
を
考

え
ま
し
た
。

私
た
ち
も
最
初
は
ネ
サ
ン
先
生
の
理

論
を
使
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
少
し
お

か
し
な
事
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ド

イ
ツ
の
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ

ン
先
生
の
理
論
を
知
り
ま
し
た
。

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
は
同
じ
も
の

を
「
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
」
と
名
付
け
た
の

で
す
が
、
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
の
理
論
と

し
て
、

プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
と
は

1 

．
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

（
1
8
7
2
～
1
9
6
8
）に
よ
っ
て
、

発
見
・
命
名
さ
れ
た
。

2 

．
細
胞
よ
り
は
る
か
に
小
さ
な
生
き

た
有
機
体
で
あ
る
。

3
．
生
命
活
動
に
不
可
欠
な
も
の
。

4 

．
血
液
の
環
境
が
悪
く
な
る
と
、
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
赤
血
球
や
細
胞
内
に

避
難
す
る
。

5 

．
血
液
の
環
境
が
悪
化
す
る
と
、
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
バ
ク
テ
リ
ア
相
と
な

っ
て
血
漿
中
に
出
現
す
る
。

6 

．
原
始
相
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
や
バ
ク
テ

リ
ア
相
の
出
現
は
、
病
原
性
の
判
定

に
用
い
ら
れ
る
。
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我
々
は
最
初
は
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン

博
士
の
使
わ
れ
て
い
た
位
相
差
顕
微
鏡

で
血
液
中
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
見
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
ギ
ュ
ン
ダ
ー
・
エ

ン
ダ
ー
レ
イ
ン
博
士
の
使
わ
れ
て
い
た

暗
視
野
顕
微
鏡
で
は
、
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト

の
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
よ
り
は
っ
き
り

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
の
理

論
の
方
が
、
よ
り
論
理
的
で
も
あ
る
の

で
、
我
々
は
現
在
は
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

先
生
を
重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
先
生
は
チ
フ
ス
の

研
究
家
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
研

究
中
に
血
液
の
中
に
動
く
微
小
な
物
体

を
発
見
し
、
い
ろ
い
ろ
な
論
文
を
調
べ

た
の
で
す
が
な
か
な
か
分
か
ら
な
か
っ

た
と
き
に
、
生
物
学
者
の
ペ
シ
ャ
ン
プ

博
士
の
理
論
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。

ペ
シ
ャ
ン
プ
博
士
（
1
8
1
6
～
1

9
0
8
）
は
パ
ス
ツ
ー
ル
博
士
と
同
時

代
の
研
究
者
で
、
現
代
医
学
と
ペ
シ
ャ

ン
プ
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
博
士
の
病
気

発
生
に
対
す
る
相
違
点
は

1 

．
現
代
医
学
の
思
考
（
パ
ス
ツ
ー
ル

・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
説
）
→
病
気
は
病

原
菌
に
よ
り
外
襲
さ
れ
る
こ
と
で
発

生
す
る
。（
単
形
態
性
理
論
）

2 

．
ペ
シ
ャ
ン
プ
・
エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン

理
論
→
病
気
は
体
内
環
境
の
悪
化
に

よ
り
発
生
す
る
。（
多
形
態
性
理
論
）

当
時
パ
ス
ツ
ー
ル
博
士
と
ペ
シ
ャ
ン

プ
博
士
は
大
激
論
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
パ
ス
ツ
ー
ル
が
家
畜
の
炭
疽
病
を

ワ
ク
チ
ン
で
治
し
た
の
で
、
皆
パ
ス
ツ

ー
ル
の
方
が
正
解
だ
と
い
う
こ
と
で
、

ペ
シ
ャ
ン
プ
博
士
の
理
論
は
葬
り
去
ら

れ
ま
し
た
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
の
理
論
を
も
う
少

し
説
明
し
ま
す
。

プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
は
0
・
0
1
ミ
ク
ロ

ン
（
千
分
の
一
ミ
リ
）
の
極
微
小
な
存

在
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
の
病
原
性

へ
の
発
達
は
、
次
の
図
の
よ
う
な
形
態

の
変
化
を
し
ま
す
。

右
図
の
上
方
の
形
態
に
行
く
ほ
ど
病

原
性
が
強
く
な
り
、
上
方
に
行
く
一
番

大
き
な
原
因
は
酸
性
に
な
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。

体
内
共
生
微
生
物
に
つ
い
て
は
下
の

表
の
よ
う
に
、
非
病
原
性
形
態
と
病
原

性
形
態
に
分
か
れ
、
そ
の
中
の
3
つ
の

形
態
は
次
頁
の
写
真
に
示
さ
れ
ま
す
。

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
よ
う
な
「
ス
パ

ー
ミ
ッ
ト
」
は
、
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
高
い
病
原
性
形
態
を
劣
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
マ
ク
ロ
シ
ン
プ

ロ
テ
ィ
ッ
ト
」
か
ら
病
原
性
が
始
ま
り
、

「
ス
ポ
ロ
イ
ド
・
シ
ン
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ト
」

に
な
る
と
、
病
原
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
c
）
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（
デ
ジ
タ
ル
d
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
e
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
f
）

さ
ら
に
強
い
病
原
性
形
態
+
両
方
向

性
形
態
は
以
下
の
よ
う
な
表
と
3
つ
の

形
態
の
写
真
に
な
り
ま
す
。

病
原
性
が
高
く
な
る
と
核
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り

最
終
的
に
は
細
菌
（
結
核
菌
、
ぶ
ど
う

球
菌
等
）
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
結

核
は
外
か
ら
う
つ
る
だ
け
で
な
く
、
中

の
環
境
に
よ
っ
て
も
出
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
血
小
板
は
3
か
ら
7
つ
の

核
を
も
っ
た
状
態
の
も
の
で
、
血
液
凝

固
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

「
コ
ロ
イ
ド
シ
ー
シ
ッ
ト
」「
デ
ィ
エ
コ

シ
ー
シ
ッ
ト
」
は
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ス

パ
ー
ミ
ッ
ト
等
を
放
出
し
て
、
環
境
を

元
に
戻
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
g
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
h
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
i
）

        

（
デ
ジ
タ
ル
J
）
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私
は
、両
国
の「
免
疫
整
体
こ
こ
一
番
」

で「
A 
W 

G（A
rbitrary W

aveform
 

Generator
）
治
療
器
」
を
使
い
な
が
ら
、

エ
ン
ダ
ー
レ
イ
ン
理
論
に
則
っ
て
、
そ

の
効
果
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

電
子
治
療
器
の
歴
史
は
米
国
の
ロ

イ
ヤ
ル
・
レ
イ
モ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
博
士

（
1
8
8
8
～
1
9
7
1
）
か
ら
始
ま
り

ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
を
進

め
た
の
が
日
本
の
松
浦
優
之
博
士（
1

9
3
6
～
）
で「
A
W
G
治
療
器
」
を
発

明
さ
れ
ま
し
た
。

松
浦
先
生
は
動
物
の
精
子
を
使
っ
て
、

1
～
1
万
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
で
徹
底
的

に
実
験
を
重
ね
、
二
十
五
、六
年
の
基
礎

実
験
の
上
で
そ
の
中
か
ら
約
百
種
類
の

有
効
な
周
波
数
を
突
き
止
め
ま
し
た
。 

「
A 

W 

G
治
療
器
」
を
日
本
と
海
外
で
特

許
申
請
を
し
、
医
療
治
療
器
と
し
て
申

請
し
ま
し
た
が
、
許
可
が
お
り
ず
に
迫

害
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
富

山
薬
科
大
学
や
韓
国
の
ハ
ン
ソ
大
学
等

で
追
試
を
行
っ
て
、
有
効
性
が
実
証
さ

れ
、
現
在
で
は
日
本
の
厚
生
労
働
省
と

米
国
の
食
品
・
医
療
品
局
か
ら
も
医
療

用
具
と
し
て
、
認
可
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
後
半
は
元
日
大
物
理
学
教
授
で
あ
っ

た
星
先
生
を
初
め
と
し
た
、
い
く
つ
か

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
八
十
三
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
意
識
文
明
の
幕
明
け

　
　
　
講
師
　
松
尾
　
み
ど
り 

氏

�

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

と
き　
　

平
成
25
年
11
月
16
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

松
尾
み
ど
り
氏
は
長
崎
県
出
身
。

幼
少
の
頃
よ
り
神
秘
体
験
や
臨
死
体

験
を
重
ね
、
高
次
元
の
意
識
体
と
コ
ン

タ
ク
ト
し
、「
意
識
の
科
学
」
の
研
究
に

取
り
組
む
。

心
の
働
き
と
、
遺
伝
子
や
免
疫
力
と

の
関
連
に
つ
い
て
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
く
な
ど
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
歓
び
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
国
各

地
で
講
演
活
動
を
開
催
中
。

対
談
共
著「
宇
宙
意
識
へ
の
扉
」
中
央

ア
ー
ト
出
版
社
（
廃
刊
）。

か
つ
て
宇
宙
よ
り
地
球
に
降
り
立
っ

た
人
類
は
、
永
い
時
を
か
け
て
数
多
く

の
文
明
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
と

共
に
3
次
元
の
地
球
ル
ー
ル
の
争
い
の

中
で
、
霊
性
は
地
に
墜
ち
、「
宇
宙
の
法

則
」
は
忘
れ
、
苦
し
み
と
怖
れ
の
4
次

元
の
負
の
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
本
来
の
光

体
で
あ
る
宇
宙
意
識
に
目
覚
め
る
時
が

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の「
怖
れ
」
に
基

づ
く
行
動
パ
タ
ー
ン
と
構
造
を
知
れ
ば

自
分
の
D
N
A
及
び
体
細
胞
に
異
変
が

生
じ
自
ら
生
み
出
し
た
四
次
元
の
幻
影

す
ら
脱
却
で
き
ま
す
。
そ
の
方
法
に
つ

い
て
私
自
身
の
異
次
元
体
験
か
ら
学
ん

だ
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

私
は
子
供
の
頃
か
ら
人
間
の
生
死
に

と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
人

間
同
士
の
争
い
や
喧
嘩
を
虚
し
く
思
い
、

自
分
は
何
故
こ
こ
に
い
る
の
か
そ
の
理

由
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

15
歳
の
時
、
交
通
事
故
に
よ
る
臨
死

体
験
を
通
し
て
初
め
て
別
次
元
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
リ
ア
ル
な
自

分
自
身
は
今
し
が
た
起
き
た
ば
か
り
の

事
故
の
現
場
を
上
か
ら
眺
め
て
い
た
の

で
す
。
全
て
が
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で

コ
マ
送
り
の
よ
う
に
見
え
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
静
寂
の
中
で
ふ
と
人
間
的
感

情
が
よ
み
が
え
る
と
一
瞬
に
し
て
肉
体

の
中
に
戻
り
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
し
て
間
も
な
い
頃
の
、

あ
る
夜
中
の
事
で
し
た
。
1
人
で
部
屋

に
い
る
と
突
然
室
内
に
光
が
出
現
し
、

渦
を
巻
き
な
が
ら
私
に
向
か
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
そ
の
光
に
包
ま
れ
て
垂
直

に
吸
い
上
げ
ら
れ
、
宇
宙
の
中
を
か
な

り
の
時
間
飛
翔
し
続
け
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
銀
河
に
浮
か
ぶ
巨
大

な
宇
宙
船
内
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
型
の

大
き
な
会
議
場
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
に
は
人
型
の
銀
河
人
た
ち
が

着
席
し
て
い
ま
す
。
天
井
は
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
型
の
巨
大
な
オ
ー
バ
ル
ス
ク
リ

ー
ン
と
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
私
た

ち
の
住
む
太
陽
系
の
運
行
状
況
が
映
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
い
る
人
々

は
皆
テ
レ
パ
シ
ー
で
会
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

銀
河
人
が
私
達
と
同
じ
人
型
な
の
で
、

私
は
思
わ
ず
「
何
だ
、
地
球
人
に
そ
っ
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く
り
だ
わ
」
と
思
っ
た
途
端
、
テ
レ
パ

シ
ー
で
「
地
球
人
は
私
た
ち
の
遺
伝
子

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
似
て
い
る

の
は
当
然
な
の
だ
」
と
言
う
返
答
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。

や
が
て
映
像
が
地
球
に
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
と
、
全
員
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

意
識
を
集
中
し
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ

で
は
地
球
上
で
同
時
に
存
在
す
る
パ
ラ

レ
ル
ワ
ー
ル
ド
が
進
行
し
て
い
る
姿
が

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

宇
宙
で
は
地
球
時
間
は
全
く
通
用
し

ま
せ
ん
。
地
球
人
は
過
去
→
現
在
→
未

来
へ
と
時
間
を
直
線
的
に
考
え
ま
す
が
、

宇
宙
で
は
過
去
も
未
来
も
「
い
ま
」
に

集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
球
人
は
他
者
と
の
比
較
で
価

値
を
決
め
ま
す
が
、
宇
宙
で
は
全
て
自

由
意
思
に
よ
る
選
択
で
決
定
し
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
学
び
な
が
ら
深
い
智
慧

に
至
る
の
で
す
。

地
球
人
の
ル
ー
ル
は
宇
宙
の
ル
ー
ル

と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
事
を
宇
宙
船

内
で
感
じ
取
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

私
は
10
代
で
臨
死
体
験
、
20
代
で
宇
宙

体
験
を
し
、
そ
し
て
40
代
で
過
労
と
医

療
ミ
ス
が
重
な
り
死
亡
体
験
を
し
ま
し

た
。
周
囲
の
反
応
を
よ
そ
に
死
ぬ
瞬
間

は
と
て
も
心
地
が
よ
く
、
眠
り
に
引
き

ず
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
意
識
が
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
生
気
は

足
元
か
ら
抜
け
殻
の
よ
う
に
胸
腺
に
向

か
っ
て
体
内
を
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

全
て
の
生
気
は
3
次
元
と
4
次
元
の

ゲ
ー
ト
で
あ
る
胸
腺
の
チ
ャ
ク
ラ
を
通

り
、
首
の
後
ろ
を
抜
け
て
脳
幹
を
経
て

松
果
体
か
ら
頭
頂
を
抜
け
て
い
き
ま
す
。

出
る
瞬
間
に
「
ポ
ン
ッ
」
と
い
う
音
が

し
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

肉
体
か
ら
魂
が
抜
け
る
時
に
は
霊
体

も
一
緒
で
す
。

肉
体
を
抜
け
る
と
周
囲
は
光
に
満
ち

て
い
ま
す
。
そ
の
光
の
渦
の
中
を
通
り

抜
け
、
や
が
て
広
く
美
し
い
空
間
に
出

ま
す
。
ガ
イ
ド
が
ず
っ
と
傍
に
つ
い
て

く
れ
て
い
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。
結
果
的
に
地
球
に
ま
た
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
光
に
包
ま
れ
て
戻

っ
て
く
る
の
で
死
後
の
世
界
は
何
も
怖

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宇
宙
意
識
の
世
界
に
は
不
安
も
恐
怖

も
病
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。
穏
や
か
な
光

に
包
ま
れ
た
平
和
な
世
界
で
す
。
し
か

し
人
間
は
自
ら
を
責
め
罪
悪
感
を
背
負

い
恐
れ
を
創
造
し
、
妄
想
と
幻
想
の
中

に
自
ら
が
棲
み
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
カ
ラ
ク
リ
に
気
づ
き
、
手
放
せ
ば

周
波
数
が
変
わ
り
現
実
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
魂
は
元
よ
り
宇
宙
の
高
次

元
か
ら
光
体
と
し
て
透
明
な
ア
ス
ト
ラ

ル
体
を
ま
と
い
、
地
球
の
物
質
で
作
ら

れ
た
3
次
元
の
肉
体
に
入
り
込
み
ま
し

た
。
光
次
元
（
5
次
元
）
の
魂
は
下
の

次
元
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
3

次
元
の
肉
眼
で
は
4
次
元
や
5
次
元
な

ど
上
の
次
元
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。遠

い
遥
か
な
昔
、
あ
る
宇
宙
人
た
ち

は
3
次
元
の
美
し
く
碧
い
水
の
星
の
地

球
を
見
つ
け
、
こ
の
地
球
に
住
み
地
球

人
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
肉
体

を
持
ち
地
球
上
で
生
活
す
る
に
は
遺
伝

子
の
操
作
が
必
要
で
し
た
。
元
来
、
宇

宙
人
と
し
て
12
本
持
っ
て
い
た
D
N
A

を
2
本
に
減
ら
す
こ
と
で
、
や
っ
と
人

間
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
自
分
た
ち
の
故
郷
の
星
を
思
い

出
し
て
帰
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

遺
伝
子
情
報
を
自
ら
減
ら
し
て
し
ま
っ

た
人
間
た
ち
は
還
る
方
法
を
思
い
出
せ

ず
、
た
だ
虚
し
く
寂
し
く
な
る
と
無
意

識
に
星
を
見
上
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
次
元
を
下
げ
周
波
数
を
下
げ

て
し
ま
っ
た
人
間
は
、
か
つ
て
の
星
に

い
た
存
在
た
ち
と
交
信
し
た
く
と
も
遺

伝
子
の
D
N
A
が
不
足
し
て
い
る
為
に

思
う
よ
う
に
交
信
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ

の
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
る
為
に
、
地
球
時

間
を
ベ
ー
ス
と
し
た
時
計
や
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
り
、
宗
教
に
よ
る
観
念
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
は
自

分
た
ち
の
「
神
」
を
創
り
上
げ
て
祈
り

を
捧
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
球
人
の
作
り
上
げ
た
地
球
ル
ー
ル

に
よ
る
「
宗
教
」
で
は
正
邪
、
善
悪
、

優
劣
、
勝
負
、
被
害
者
と
加
害
者
、
成

功
と
失
敗
な
ど
の
2
元
的
な
世
界
で
自

分
や
他
者
を
裁
く
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、

正
し
い
こ
と
を
し
た
人
は
死
後
天
国
に

行
き
、
悪
い
こ
と
を
し
た
人
は
地
獄
へ

落
ち
る
と
教
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

比
較
・
競
争
・
闘
争
・
破
壊
と
い
う
無

限
の
ル
ー
プ
は
恨
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
り
、
集
合
的
な
負
の
ア
ス
ト
ラ
ル
界

（
霊
界
）
を
造
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
間
が
4
次
元
世
界
を
作
り

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

人
間
の
意
識
の
向
上
心
を
妨
げ
て
い

る
も
の
は
地
球
人
が
作
り
出
し
た
独
自

の
解
釈
に
よ
る
生
き
方
の
ル
ー
ル
で
し

た
。
こ
の
考
え
方
で
自
ら
を
呪
縛
し
、

元
の
宇
宙
へ
還
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い

た
の
で
す
。
こ
う
し
て
地
球
へ
の
輪
廻

転
生
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
闇
の
ア
ス
ト
ラ
ル
体
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

は
再
び
5
次
元
の
意
識
へ
進
め
ま
す
。
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意
識
を
広
げ
る
事
で
、
こ
れ
か
ら
の
地

球
の
人
々
は
2
0
0
年
の
寿
命
を
得
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

特
に
日
本
に
は
、
今
回
の
生
で
こ
の

負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
輪
廻
転
生
の

サ
イ
ク
ル
を
終
わ
り
に
し
よ
う
と
レ
ム

リ
ア
や
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
か
ら
生
ま
れ

変
わ
っ
た
魂
た
ち
が
数
多
く
存
在
し
ま

す
。
日
本
は
昔
か
ら
世
界
で
も
珍
し
く

宗
教
や
信
仰
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
海

外
の
習
慣
や
考
え
方
も
わ
り
と
す
ぐ
取

り
入
れ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

3
万
年
前
の
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
と
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て

幾
度
に
も
わ
た
る
気
候
変
動
や
海
面
上

昇
、
大
陸
の
移
動
な
ど
で
現
在
の
よ
う

な
海
で
囲
ま
れ
た
地
形
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
は
世
界
で
も
珍
し
く
深
い
山
や
谷

が
あ
る
自
然
に
恵
ま
れ
、
何
と
言
っ
て

も
美
し
い
四
季
が
あ
り
水
が
豊
富
で
す
。

私
達
が
見
慣
れ
た
こ
の
日
本
の
紅
葉
を

わ
ざ
わ
ざ
海
外
の
人
々
が
見
物
に
や
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
自
然
環
境
が
日
本
人

の
美
的
感
覚
を
持
っ
た
穏
や
か
な
誰
し

も
を
受
け
入
れ
る
国
民
性
を
造
っ
た
の

で
す
。

ま
た
豊
か
な
自
然
や
山
林
に
恵
ま
れ

た
日
本
人
は
山
や
川
や
海
に
も
神
が
宿

る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
に
は
山

が
多
く
富
士
山
は
霊
峰
と
見
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

縄
文
時
代
に
は
様
々
な
高
度
な
建
築

技
術
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
三
内
丸
山
遺

跡
で
は
縄
文
人
の
優
れ
た
技
術
の
痕
跡

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
そ
の

子
孫
で
あ
る
現
代
の
日
本
人
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

私
た
ち
の
生
き
方
に
つ
い
て
大
事
な

も
の
は
、
自
ら
の
直
観
に
従
い
言
葉
に

す
る
事
。
そ
し
て
そ
の
内
容
に
沿
っ
た

意
志
を
持
ち
実
際
に
行
動
に
移
す
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
直
感
（
直
観
）
→
言
葉

（
言
霊
）
→
行
動
（
意
志
）
を
貫
く
こ
と

で
す
。

例
え
ば
不
言
実
行
と
言
う
表
現
が
あ

り
ま
す
が
、
言
葉
を
発
し
な
け
れ
ば
3

次
元
世
界
で
は
現
実
化
し
ま
せ
ん
。
有

言
実
行
に
は
言
霊
が
宿
り
、
音
の
世
界

が
あ
っ
て
初
め
て
物
事
は
成
就
す
る
の

で
す
。
地
球
人
の
多
く
は
誰
か
が
決
め

た
こ
と
に
対
し
て「
～
ね
ば
な
ら
な
い
」

「
～
し
て
は
い
け
な
い
」「
～
す
る
べ
き
」

等
々
と
他
者
や
自
分
に
強
制
し
ま
す
。

そ
こ
に
は
自
ら
が
「
～
を
し
た
い
」
と
い

う
。
自
発
的
な
表
現
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
忍
耐
し
て
何
も
言
わ
ず
に
黙
殺

し
て
い
て
は
、
宇
宙
は
あ
な
た
が
そ
れ

を
選
択
し
た
と
受
け
取
り
ま
す
。
従
っ

て
、
黙
殺
し
た
結
果
が
現
実
に
な
る
の

で
す
。

有
言
実
行
と
は
他
者
に
向
か
っ
て
宣

言
す
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

心
か
ら
の
思
い
や
意
志
を
言
葉
に
す
る

事
で
の
自
分
へ
の
誓
い
で
す
。
自
分
自

身
が
発
し
た
言
葉
を
自
分
の
耳
で
聞
き

止
め
る
と
全
身
全
霊
が
振
動
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
ま
す
。
そ
れ
と
は

逆
に
他
者
に
何
か
を
強
制
し
た
り
、
暴

言
を
吐
い
た
り
す
る
の
は
本
人
の
恐
怖

心
の
裏
返
し
で
す
。
と
て
も
気
が
小
さ

く
他
者
の
評
価
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し

て
い
る
証
な
の
で
す
。

言
葉
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
表
現
体
で
す
。

私
た
ち
の
心
も
体
も
全
て
が
光
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
存
在
で
す
。
そ
の
状

態
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
動
率
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
バ
イ
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。
心
の
中
に
不

安
や
恐
れ
が
あ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小

さ
く
弱
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
米
」
と
い
う
字
は
「
光
」
を
現
わ
し

ま
す
。
妖
精
や
精
力
な
ど
の
「
精
」
は

「
青
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
が
健
康
な
状
態
の
私
た
ち
の
体
を

覆
っ
て
い
る
オ
ー
ラ
で
す
。
気
が
病
む

と
病
気
で
す
。

本
来
自
ら
が
持
つ
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
流
れ
を
、
誤
っ
た
思
考
や
感
情
で
ブ

ロ
ッ
ク
し
て
い
る
時
に
病
気
と
し
て
教

え
て
く
れ
ま
す
。
病
気
は
決
し
て
人
間

を
死
に
追
い
や
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
づ
き
を
与
え
思
考
の
パ
タ
ー
ン

を
「
地
球
ル
ー
ル
」
か
ら
「
宇
宙
ル
ー

ル
」
へ
と
変
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

現
在
の
4
次
元
の
状
態
を
3
次
元
の
肉

体
に
映
し
て
出
し
て
い
る
だ
け
な
の
で

す
。
ま
た
様
々
な
炎
症
は
自
分
の
内
側

に
激
し
い
怒
り
や
憤
り
を
抱
え
て
い
る

証
で
す
。

特
に
自
分
自
身
が
言
葉
に
し
て
本
音

を
表
現
で
き
な
か
っ
た
事
へ
の
バ
ッ
シ

ン
グ
で
す
。
地
球
人
と
し
て
生
ま
れ
て

来
る
人
生
の
前
半
は
、
過
去
世
で
処
理

で
き
な
か
っ
た
感
情
パ
タ
ー
ン
を
カ
ル

マ
と
し
て
清
算
す
る
期
間
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
の
周
囲
の
人
間
環
境
の
中
で

自
分
の
内
側
に
潜
ん
で
い
た
否
定
的
な

感
情
を
浮
上
さ
せ
る
触
媒
と
し
て
、
人

間
関
係
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
に
身
近
な
母
子
関
係
や
夫
婦
関
係

は
、
同
じ
カ
ル
マ
を
持
つ
者
同
士
が
清

算
の
為
に
生
ま
れ
る
前
に
約
束
を
交
わ

し
地
球
に
転
生
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

が
相
手
の
ど
の
言
葉
や
態
度
に
反
応
し

て
い
る
か
を
静
か
に
眺
め
て
み
る
と
、

自
分
が
何
を
恐
れ
て
い
た
の
か
が
よ
く

見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
も
し
あ
の
時
、
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自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
で
き
て

い
た
ら
、
こ
ん
な
に
怒
り
が
出
て
く
る

こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。「
相
手
に

わ
か
っ
て
欲
し
い
」「
相
手
に
わ
か
ら
せ

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
相
手
へ
の
反

発
心
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
れ
は「
相

手
に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
相

手
依
存
症
に
か
か
っ
て
い
る
サ
イ
ン
だ

か
ら
で
す
。

自
分
と
向
き
合
い
、
自
分
が
悔
い
な

く
行
動
で
き
た
こ
と
を
納
得
で
き
れ
ば

そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
あ
と
は
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
り
、
ス
ッ
キ
リ
と
他
者

を
恨
む
こ
と
も
無
く
な
り
ま
す
。
こ
う

し
て
カ
ル
マ
は
清
算
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

自
分
と
考
え
が
違
う
人
、
気
に
な
る
相

手
は
、
あ
な
た
の
カ
ル
マ
を
引
き
出
す

役
割
を
担
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
同

時
に
あ
な
た
も
他
人
の
カ
ル
マ
を
引
き

出
す
役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
カ
ル
マ
消
滅
の
為
に
お
互
い
の
よ
く

似
た
周
波
数
で
引
き
寄
せ
合
っ
て
い
ま

す
。
人
間
が
作
り
出
し
た
神
々
に
自
分

の
人
生
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
内
な
る
神
、
つ
ま
り
宇
宙
意
識
に
気

づ
き
ま
し
ょ
う
。
宇
宙
意
識
の
直
観
に

従
い
自
ら
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
ハ

ッ
キ
リ
し
た
意
志
を
持
っ
て
行
動
す
る

の
で
す
。
自
分
の
内
な
る
声
に
心
の
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

宇
宙
に
は
比
較
が
な
く
、
あ
る
の
は

自
ら
の
意
思
で
選
択
す
る
だ
け
。
そ
し

て
体
験
し
、
そ
の
結
果
か
ら
学
び
ま
す
。

や
が
て
学
ん
だ
こ
と
は
智
慧
に
な
り
「
直

観
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
学
ば
な
い
人

は
愚
痴
、
後
悔
、
恨
み
と
闇
の
世
界
を

作
り
上
げ
る
の
で
す
。
こ
の
智
慧
を
増

や
す
ほ
ど
に
、
失
わ
れ
た
D
N
A
が
復

活
し
ま
す
。
こ
れ
が
未
来
を
拓
く
の
で

す
。
高
次
元
宇
宙
に
は
悲
し
む
人
も
病

人
も
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生
や
生
き

方
を
、
人
工
的
に
作
り
上
げ
た
神
々
や

占
い
師
や
他
者
に
委
ね
る
よ
う
な
魂
は

い
ま
せ
ん
。

直
観
は「
宇
宙
の
図
書
館
」
で
も
あ

り
、
自
分
の
内
に
あ
り
ま
す
。
自
分
自

身
を
信
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
で
す
。

行
動
に
移
し
て
体
験
す
る
事
に
よ
り
失

わ
れ
た
宇
宙
D
N
A
の
コ
ー
ド
を
取
り

戻
し
、
他
者
の
事
も
他
者
の
喜
び
や
気

持
ち
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
と
他
者
は
元
来
、
一
つ
の
大
き
な

光
の
中
か
ら
別
れ
て
き
た
魂
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
は
い
ま
、
究
極
の
選
択

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
心
を

占
拠
し
て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
?　

宇
宙
意
識
文
明
は
あ
な
た
の
高
次
元
の

意
識
を
通
し
て
の
み
、
こ
の
世
界
に
顕

在
さ
れ
ま
す
。
全
て
の
人
と
共
に
智
慧

を
出
し
合
っ
て
、
新
し
い
文
明
社
会
を

顕
現
さ
せ
て
い
け
る
こ
と
を
私
は
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　
　

人
類
の
魂
は
宇
宙
か
ら
き
た
こ
と
。

日
本
人
は
宇
宙
意
識
の
直
観
に
従
い
そ

れ
を
言
葉
（
言
霊
）
に
し
て
行
動
に
移

す
こ
と
が
大
事
と
示
し
て
頂
い
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
非
会
員

26
名
合
計
40
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料

込
み
）
で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2 

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　
春
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

春
の
大
会
テ
ー
マ

真
我
へ
の
目
覚
め
!

～
女
性
の
直
観
に
始
ま
る
～

日
時
：
平
成
26
年
4
月
20
日
（
日
）

9
：
45　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
15　

開
演　

18
：
30
終
演
予
定

講
演
・
実
演
者

鈴
木
秀
子　

宮
㟢
貞
行　

柏
田
穂
積

A
K
I　

中
野
三
智
子　

原
久
子

越
川
禮
子

18
：
00
～
18
：
30　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン　

パ
ネ
ラ
ー 

参
加
講
師
陣

会
場　
（
財
）
修
養
団
S
Y
D
ホ
ー
ル

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　

サ
イ
科
学
会
会
員　

六
千
円

　
　
　

一
般
予
約　
　
　
　

七
千
円

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認
後

チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
み
先

口
座
番
号　

00170
-1

-196569 

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

申
込
受
付　

協
賛
会
員
3
月
10
日
～

　
　
　
　
　

一
般
3
月
20
日
～

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

電
話　

0 

3
・
5
7
3
0
・
6
4
5
0

E-m
ail  infom

ation@
subtle-eng.com

U
RL  http://w

w
w

.subtle-eng.com
/

大
会
運
営
委
員
長　

井
上　

恒
弘

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
8
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 
秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
�A�

X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

●� ●

る。はじめに留意すべき問題は「水」との親和
性であろう。つまりこの時考慮すべき第一要
因は微小水滴とオーブの関係である。古来か
らの民俗学や伝承によると、霊（スピリット）
という字は、「雨の巫女」の意味があるという。
つまり、オーブ（たまゆら）は降雨に関係して
出現する、と言われている。

一般には、オーブは簡単には写らない。研
究者は、最初は、様々な試行錯誤を試みたの
ち、「降雨とオーブ」の問題にたどり着く。結果
として、筆者らも経験したが、「雨の降り始め
に写り易い」ことになる。上記の大気電気学の
シンプソン（1927）によると、雷雨の降初め（前
半）は陽イオンを含んだ雨が多く、後半は陰イ
オンを含んだ雨が多い。豪雨の時は、殆どす
べての雨は陽（+）に帯電している、という。陽
イオン帯電の雨は、上記の大気陽イオン・ボー
ル（球の内部が陽、表面は陰）に相当すると考
えると、雨の降り始めに「たまゆら」が写り易

いことになる。豪雨の時は、雨滴の大部分が
陽（+）に帯電している様子なので、上記の空
間電界の影響により、大気イオン・ボールが
形成されやすく、オーブが写り易いことにな
る。他方、Webサイトに発表された川崎利男
氏の「スプレー噴射水によるオーブ形成」等に
よると、豪雨の降り始めに撮影された雨滴像
は、殆ど総てがオーブであった。また降雨が
止んだあとは、暫くの間は、オーブが写らない、
等が同種の理由で説明可能となる。筆者らの
結果の一例を写真1（No, oo96）、2（No, 0137）
に示した（写真省略）。小雨の降り始めに撮し
たものであるが、殆ど総ての小円像はオーブ

（たまゆら）であった。



殆ど総ての雨が陽（+）に帯電している（1927、
シンプソン）という。これらを説明するものに
シンプソン説がある。通常、水滴は表面（外側）
は陰、内側は陽の2重層になっている。水滴
が分裂するとき、外側は陰の電価を持つ陰イ
オンとなり、残りの内側は陽イオンの水滴にな
る。陰イオンの水滴は上昇し、陽に帯電した
水滴は下方へ偏り、その為に雷雲の下側は陰
に帯電する事になる、という。

（2−4）水の破砕による場合
滝や噴水などの水しぶきの周りでは、陰イ

オンが多い。レナード効果と呼ばれるもので、
摩擦等が原因となって静電気を帯びた水を、
破砕する時に、大気がイオン化する。

3．大気イオン・ボールの形成
電子と原子核から構成されている原子に対

して巨大なエネルギーを加えると、電子は原
子殻の外側に飛び出して自由電子と陽イオン
になり、電子を得た原子は陰イオンになる。こ
の現象を電離といい、この状態をプラズマと
いう。プラズマ中にミクロンオーダーの微粒
子（埃、エアロゾル）を入れると、電子が表面
に付着して、大きな負イオンの様に振る舞う。
大気中に微粒子が多量に存在すると電子、陰
イオン、陽イオンが混合した荷電粒子群（大気
イオン群）が出来る（以上の詳細は、日本大気
電気学会の報告等を参照）。

大気イオンは大気の電離作用に依って生成
するが、陰と陽のイオンの再結合やエアロゾ
ル（埃）への付着等を経て次第に消滅する。大
気イオンの寿命はエアロゾル濃度の影響を受
け、数十秒～千秒（高濃度ほど早い）程度であ
る。しかし、宇宙線は何時も降り注いでいる
ので、大気イオンの生産は何時も継続してい
る。大気中には、原子や分子サイズ程度の大
気イオン（帯電粒子）もあるが、分子サイズよ
りも遙かに大きな大気イオン｛ 1×10−2μm ｝、
例えば、氷晶、水滴、個体微粒子などのエア

ロゾルがある。それらは風などの環境の影響
を大きく受けることになる。

大気陽イオン・ボールは、球の内側に多数
の陽イオン群を持ち、外側に電子（陰）等を
持っているが、全体としては、電荷はほぼゼ
ロ（中和）である。つまり、ボール内にある陽

（+）電荷の粒子群は、陽（+）イオンの周りに集
まる電子（−）等によって、電荷が遮蔽される
傾向がある。プラズマの分野ではこれをデバ
イ遮蔽という。この大気陽イオン・ボールと、
空間電界によって形成される大気陰イオン・
ボールから成る大気イオン・ボールに意識面
を追加したものをオーブ（orb）と呼ぶ。ここに、
意識に相当する実体を、我々はPSI-pair群（素
粒子群の物理量表示であるが、可能性を示し
ている）と呼んでいる。またSPI-pair群はサイ

（気）の母体でもある。つまりオーブ（orb）出現
は超常現象の一種でもある。

4．オーブ（orb）形成
意識と体外にある物質が、直接に、相互作

用する現象をマクロPK（念力）という。撮影す
る人の意識と体外にあるオーブが連絡しあっ
ていると判断されるので、オーブ撮影も一種の
超常現象であろう。この現象の仲介をするの
はサイ（気）であり、サイ（気）の物質面の基幹
を構成するのはPSI-pair群である。PSI-pair
群は電子、陽電子、微細身素粒子等から構成
されている。オーブには、核形成前（中に模様
が無い）と核形成成長（カオス成長、マンダラ
模様）があり、核形成条件としてエネルギー
一定条件がある（以上の詳細は、｛「オーブ」は

「パワースポット」にいる、2013、岩波ブックセ
ンター、参照 ｝）。

5．検討と考察
赤外線領域が撮影可能なデジタル・カメラ

を用いて、電離している薄暗い空間にむけて
フラッシュ撮影すると、小球状（円形）のオー
ブ（たまゆら）が、ノイズとして写り込んでく

● �●



「オーブ」と「イオン・ボール」の形成（1）

1．はしがき
オーブ（orb）とは「たまゆら」のことであり、

「あの世とこの世（霊と物質）」の両方に跨って
存在している。「イオン・ボール」とは球形状
のイオン集合体のことである。原子に巨大なエ
ネルギーを加えて電離させると陰イオン、陽イ
オン、電子になる。これをプラズマと言う。た
だし、大気を対象にする本報などの場合には、
プラズマとは呼ばないで大気陽イオン、大気
陰イオン、電子と呼ぶ。本節で問題にするイ
オン・ボールやオーブの形成には、大気イオ
ンが主要素になっている。そこで、本報では、
過去の実験等から得られた諸条件を基にして、
オーブ（orb）ならびにイオン・ボール形成のメ
カニズムを検討する。

2．大気イオンの生成
ダークマター（暗黒物質）を除くと、太陽や

星などから構成される宇宙全体の90%以上は
プラズマから構成されており、電磁気学的に
は、ほぼ中和の状態で存在している。「オーブ」
が出現する地球は、厚い空気層（大気層）に包
まれており、そこには何時も中性子線や中間
子線等の宇宙線の照射があり、この被曝を受
けた結果として、大気の一部は電離している。
これらの大気イオンの存在により、大気中に導
電性が生じることになる。

大気を電離させる方法としては、（1）宇宙線、
（2）岩石の放射線、（3）雷雨などの気候変動、
（4）水の破砕による場合等がある。

（2−1）宇宙線による場合
はじめに晴天時の場合を検討する。地球

全体を取り巻く大気層は、宇宙からの宇宙線
照射のために一部が電離していて上層部は陽

（+）、地表部は陰（−）に、常に、帯電している。
この為に、地球は電磁気的には巨大な球形・
地球コンデンサー（約30万V）として存在して
いる。しかし、実際には、ごく一部の電離のた
めに、上層から下層（地表）に向けて、極僅か
ながら電流が流れている。上層部（高い所）に
なるにつれて宇宙線が多くなって電離の効果
が増大すること、並びに高くなるにつれて空
気成分の密度が薄くなるので、イオンの平均
自由行程は大になる。これらの結果として、電
気伝導率は高さとともに次第に増加する。他
方、電界強度は、逆に、高度が低くなるにつ
れて次第に大になる。地表面近くでは100V/
m、程度であるが5km上方では約1V/mにな
る。これらの両作用の結果として、大気中の
電気伝導率は、高度に無関係にほぼ一定値に
なる。しかし、それらは時間と場所、ならびに
季節などによっていつも変動している。

（2−2）岩石等の放射線による場合
地表面をとりまく大気の導電性は､ 深成岩

としての玄武岩や花崗岩などを介して、地中
から放出される放射性物質（ガンマー線、ラド
ン等）が、大気中に拡散して大気を電離させ、
イオン化させる事により、生まれる。

（2−3）雷雨などの気候変動による場合。
晴天時には、大気の上層部は陽（+）に、地

表面は陰（−）に帯電している。厚い雷雲が発
生すると、雷雲の上側は陽（+）、下側は陰（−）
に帯電するようになる。そして、雷雲の下にあ
る地表面は、次第に陰から陽に変化して、陽

（+）に帯電することになる。雨が降ると、雷雨
の前半は陽（+）を含んだ雨が多く、後半では
負（−）の雨が多くなる。しかし、豪雨の時は、

●� ●

「オーブ」と「イオン・ボール」の形成（1）
佐々木　茂美　　
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底辺や高さの大きさの指定は、連続的に任意
の値の指定がマウスにより指定できる。

5．事例
次に、本方法論にしたがって作成したコンテ

ンツのいくつかを示しておこう。
図2は、熱伝導の様子を動的に視覚化したもの

である。初期条件は任意に指定できる。時々刻々
の伝導の様子が目で見え、伝導の本質が瞬時に
理解できる。方程式からはほぼ不可能である。

図2　熱伝導方程式解の視覚化

図3は判別関数を動的に視覚化したものであ
る。判別の概念は視覚的に示されると直ちに
わかるほど簡単なものであるが、これを行列
を使って数式で示されてもなかなか理解でき
ない。

以上2つの例で、動的視覚化法で難しい内容
の意味を瞬時に伝えられることを示した。なお、

動的視覚化のコンテンツ例は、YouTubeを開き
hiroto namihiraで検索すると30以上が参照で
き、そこからHPに行くと数例のプログラムがダ
ウンロードできるようになっている。

参考文献　　関英男　“加速学習法”　星雲社
1995.9 .1

図3　判別関数の視覚化

図２ 熱伝導方程式解の視覚化

底辺や高さの大きさの指定は、連続的に任意の値

の指定がマウスにより指定できる。

５．事例

次に、本方法論にしたがって作成したコンテン

ツのいくつかを示しておこう。

図２は、熱伝導の様子を動的に視覚化したもの

である。初期条件は任意に指定できる。時々刻々

の伝導の様子が目で見え、伝導の本質が瞬時に理

解できる。方程式からはほぼ不可能である。

a 任意の分布設定 ｂ 領域の判別

ｃ 判別結果の立体的表示

a 任意の分布設定 ｂ 領域の判別 ｃ 判別結果の立体的表示

図３ 判別関数の視覚化

図３は判別関数を動的に視覚化したものであ

る。判別の概念は視覚的に示されると直ちにわか

るほど簡単なものであるが、これを行列を使って

数式で示されてもなかなか理解できない。

以上２つの例で、動的視覚化法で難しい内容の

意味を瞬時に伝えられることを示した。なお、動

的視覚化のコンテンツ例は、youtube を開き

hiroto namihira で検索すると３０以上が参照でき、

そこから HP に行くと数例のプログラムがダウン

ロードできるようになっている。

参考文献 関英男 "加速学習法" 星雲社

1995.9.1

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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1つの出来事に対し、その個人ごとの意味は
個々の価値座標系を通して異なったものに見え
る。したがってその伝え方の方法は、どの受け
取り手に対しても伝わるような大きな冗長性を
持つものである必要がある。冗長度の高い伝達
手段は視覚である。

3．視覚の特徴
視覚情報は他に比べ情報量が非常に多い。

俚諺にも“一目瞭然”という。窓の外の景色を言
葉だけで伝えることの困難さを想像してみよう。
それが一枚の絵で瞬時に伝わる。

視覚の質的特徴としては、次のことが挙げら
れる。

（1）異なったものの中に統一的なものを見る。
（2） 図の中に、規則性、シンメトリ、簡単な要

素を見る。
（3）複雑さの中に簡単を見る。
（4） 変化に敏感　強度の2次導関数を感覚：こ

れは、縁取りを自動的に行うことである。
下の図は、カニッツァの三角形といわれるも

のである。目は視覚の特徴を反映して、実際に
はない三角形を感じる。

4．新しい伝達手段
人の脳はいくつかの断片的な図をつなげて、

そこから全体的な意味を抽出するという機能を
持っている。悟性と呼ばれるものである。その

メカニズムの解明はできるとしても遠い先の話
であろうし、私は謎にとどまるであろうと思っ
ている。誰でも持っているがよく考えれば何故
かはわからない。

図の情報量の多さという特徴に加えて図に動
きを追加すると、含まれる複数の要素間の因果
関係および量的な相互関係という内容の意味に
は本質的に大切なことを目は一瞬にして理解す
る。このプロセスを伝達に具体化すれば、論
理的な内容を視覚的に伝える新しい方法論に
なる。

考える方法論は、伝える対象である論理的な
内容を図にして、それを論理の進展とともに図
として展開していくというものである。状態の
図化はコンピュータで処理する。すなわち、新
しい方法論は、論理自体の視覚化となる。これ
を動的視覚化法と名付けた。

次の図は、動的視覚化法による任意の円錐の
展開図をつくるコンテンツの展開過程の断面を
いくつか表示したものである。

図1　立体展開図

１つの出来事に対し、その個人ごとの意味は個

々の価値座標系を通して異なったものに見える。

したがってその伝え方の方法は、どの受け取り手

に対しても伝わるような大きな冗長性を持つもの

である必要がある。冗長度の高い伝達手段は視覚

である。

３．視覚の特徴

視覚情報は他に比べ情報量が非常に多い。俚諺

にも"一目瞭然"という。窓の外の景色を言葉だけ

で伝えることの困難さを想像してみよう。それが

一枚の絵で瞬時に伝わる。

視覚の質的特徴としては、次のことが挙げられる。

（1）異なったものの中に統一的なものを見る

（2）図の中に、規則性、シンメトリ、簡単な要

素を見る

（3）複雑さの中に簡単を見る

（4）変化に敏感 強度の２次導関数を感覚：こ

れは、縁取りを自動的に行うことである。

下の図は、カニッツァの三角形といわれるもので

ある。目は視覚の特徴を反映して、実際にはない

三角形を感じる。

４．新しい伝達手段

人の脳はいくつかの断片的な図をつなげて、そ

こから全体的な意味を抽出するという機能を持っ

ている。悟性と呼ばれるものである。そのメカニ

ズムの解明はできるとしても遠い先の話であろう

し、私は謎にとどまるであろうと思っている。誰

でも持っているがよく考えれば何故かはわからな

い。

図の情報量の多さという特徴に加えて図に動き

を追加すると、含まれる複数の要素間の因果関係

および量的な相互関係という内容の意味には本質

的に大切なことを目は一瞬にして理解する。この

プロセスを伝達に具体化すれば、論理的な内容を

視覚的に伝える新しい方法論になる。

考える方法論は、伝える対象である論理的な内

容を図にして、それを論理の進展とともに図とし

て展開していくというものである。状態の図化は

コンピュータで処理する。すなわち、新しい方法

論は、論理自体の視覚化となる。これを動的視覚

化法と名付けた。

次の図は、動的視覚化法による任意の円錐の展

開図をつくるコンテンツの展開過程の断面をいく

つか表示したものである。

(1) 初期図 (2) 底辺を拡大

（3）高さ修正 （4）高さ修正（続き）

(5) 断面 (6) 展開

図１ 立体展開図



動的視覚化法による論理の瞬間伝達法
（加速教育法の系列）

1．はしがき
いまから40年くらい前のことであるが、関英

男先生により加速教育法と名付けられた新しい
教育法が提唱され、いろいろな実験を経てそ
の効果が注目されていた。この方法は、ブルガ
リアで開発された暗示を使う主に語学を対象と
する教育方法で、従来に比べて50倍の効果が
あるとされる画期的なものであった。米国の2
人の女性ジャーナリスト（オストランダー、シュ
ローダー）により広められ非常に有名になったも
のである。

関先生は、この方法を大学における工学教育
に活用されて語学教育との違いに気付かれ、加
速教育法の重点を記憶の定着におくべきことを
示唆されている。今回提案する動的視覚化法は
この流れに沿って内容の“意味”の伝達に焦点
を当てるものである。

2．論理的な内容の意味の伝達について
まず、分かるとは何かについて考えてみよう。

数学者の岡潔先生は、度合いの違う“わかる”
があることを指摘された。すなわち、形式的に
分かることと情緒的に分かることの2段階であ
る。形式的に分かるとは、内容を解く手順を記
憶したりあるいは数式展開を忠実に間違いなく
追って結論に至るような理解である。もう一つ
の情緒的に分かるとは、いわゆる“腑に落ちた”

という理解である。頭で理性的に考えなくても、
それがごく自然に思えるように深まった理解で
ある。筆者はこの他に、クオリアに達する震え
るような感動を伴う理解があると考える。ペテ
ロの大改心などがそうであろう。

つぎに、意味とは何かについての考察に移ろ
う。たとえ話、ことわざ、都都逸等の判りやす
さの理由は何であろうか。それは、それを話す
人と聞く人々の文化の背景が共通して物事の解
釈の基盤が一致しているからであろう。背景が
異なればさっぱりわからない。

個々人について言えば、生まれて現在に至る
までの過程の差を反映して価値観が個々人で異
なる。各々の価値観でものごとを測ったものが
その人にとっての価値である。個人ごとの価値
観の全体を価値座標と呼べば、人が一つの出
来事を自分の価値座標で位置づけしたものがそ
の人の価値である。そして、その価値座標系（あ
るいは視点）は人により異なる。したがって、同
じことでも受け取る側に多義性が生じる。それ
が故に、多くの人に物事を伝えるのが難しいの
である。

視点が合わなければ同じものを見ても意味が
分からないことを示す例として、次の図を挙げ
よう。　

これはコサック騎兵の図であるが、焦点が定
まらねばモザイクにしか見えない。

動的視覚化法による論理の瞬間伝達法
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